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資料 1-1 学生調査 質問紙票 

 
 

設問１  フェイスシート 

はじめにあなた自身のことについて答えてください。（  ）の当てはまる番号に○を、下線部に

は数字・内容を記入してください。 

 

1． 学年    年生      

2． 性別 （ 1．男  2．女 ）   

3． 年齢  満    歳 

4． あなたが経験した実習についてお答えください。（※「b.種別」については下記種別リストより経験した実習先

に該当する種別を選んで番号入れてください。） 

   なお（３）、（４）は選択必修の実習のため、あなたが実施した方の実習のみ回答して下さい。 

 

 a. 実習に行った時期 b. 種別 

（１）保育実習Ⅰ（保育所）     年生   月  

（２）保育実習Ⅰ（施設）        年生   月  

（３）保育実習Ⅱ    年生   月  

（４）保育実習Ⅲ    年生   月  

   

＜種別リスト＞ 

保育所種別  

     1．保育所  2．幼保連携型認定こども園  3．小規模保育 A・B型   

4．事業所内保育事業 

施設種別 

     5．乳児院         6．児童養護施設     7．母子生活支援施設  

8．児童心理治療施設（旧：情緒障害児短期治療施設） 9．児童自立支援施設   

   10．児童発達支援センター（保育実習Ⅲの場合は児童発達支援事業所を含む） 

11．障害児入所施設     12．障害者入所施設 

13．障害者の通所施設（デイサービス・作業所など）  14．児童厚生施設（通称：児童館）  

15．それ以外の施設 
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設問２  実習における学びについて 

 

以下の質問は、「実習におけるあなたの学び」について聞いています。以下の表にある質問項目につい

て、特にどの実習で身についたと思いますか。それぞれ 5～1 のうち当てはまるもの１つに○を付けて

ください。なお、文中では対象を子どもで統一していますが、保育実習Ⅰ（施設）等で経験した利用者

（大人）との関わりも含めて考えて構いません。 

質問項目 

実
習
が
始
ま
る
前
ま
で
に

身
に
つ
い
た 

保
育
実
習
Ⅰ
（
保
育
所
）
に

お
い
て
身
に
つ
い
た 

保
育
実
習
Ⅰ
（
施
設
）
に
お

い
て
身
に
つ
い
た 

保
育
実
習
Ⅱ
ま
た
は
Ⅲ
に

お
い
て
身
に
つ
い
た 

ま
だ
身
に
つ
い
て
い
な
い 

実
習
態
度 

1．遅刻や早退、欠勤などせず、実習できる 
5 4 3 2 1 

2．実習のねらいや目標を明確に意識できる 
5 4 3 2 1 

3．自らの実習課題を明確に意識できる 
5 4 3 2 1 

4．保育士の助言を素直に受け止め、行動できる 
5 4 3 2 1 

5．保育士に疑問などを質問できる 
5 4 3 2 1 

6．子どもの人権やプライバシーの保護の大切さを理解できる 
5 4 3 2 1 

7．言葉づかい、挨拶、服装など、保育士としての基本的な態度

が身につく 

5 4 3 2 1 

8．率先して自らのやるべきこと、役割を見つけて取り組める 
5 4 3 2 1 

園
・
施
設
の
役
割
・
子
ど
も
の
理
解 

9．園・施設が担っている子どもや保護者に対する役割や機能を

理解できる 
5 4 3 2 1 

10．一人ひとりの子どもをよく観察し、子どもの特徴や興味・

関心を理解できる 
5 4 3 2 1 

11．園・施設が作成する保育の記録を通して、子どもの特徴や

興味・関心を理解できる 
5 4 3 2 1 

12．一人ひとりの子どもの発達過程を理解できる 5 4 3 2 1 

13．子どもの発達状態に応じた援助やかかわりができる 5 4 3 2 1 

14．分け隔てなく子どもと接することができる 5 4 3 2 1 

15．保育士の動きや連携の様子をよく観察し、保育士の実践の

意図を理解できる 
5 4 3 2 1 

 

 

 

 

      

資料 1-1 学生調査 質問紙票 

 
 

設問２  実習における学びについて 
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習
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施
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質問項目 

実
習
が
始
ま
る
前
ま
で
に

身
に
つ
い
た 

保
育
実
習
Ⅰ
（
保
育
所
）

に
お
い
て
身
に
つ
い
た 

保
育
実
習
Ⅰ
（
施
設
）
に

お
い
て
身
に
つ
い
た 

保
育
実
習
Ⅱ
ま
た
は
Ⅲ
に

お
い
て
身
に
つ
い
た 

ま
だ
に
身
に
つ
い
て
い
な
い 

保
育
内
容
・
環
境 

16．園・施設が立てている計画の内容を理解できる 5 4 3 2 1 

17．園・施設が行っている子どもの発達過程に応じた保育の内

容を理解できる 
5 4 3 2 1 

18．子どもが主体的に遊べるようにかかわることができる 5 4 3 2 1 

19．個と集団の関係性を理解してかかわることができる 5 4 3 2 1 

保
育
内
容
・
環
境 

20．子どもの生活援助（食事・排泄・着脱の援助など）ができ

る 
5 4 3 2 1 

21．音楽や造形や運動など、基本的な保育の表現技術が身につ

く 
5 4 3 2 1 

22．子どもの健康や安全面に配慮したかかわりができる 5 4 3 2 1 

23．保育士が構成している保育環境の意図を理解できる 5 4 3 2 1 

24．園・施設が行っている保護者への支援を理解できる 5 4 3 2 1 

25．保護者と親しみをもった態度で接することができる 5 4 3 2 1 

26．保護者に子育てに関する情報提供やかかわりの見本を示す

ことができる 
5 4 3 2 1 

保
育
の
計
画
・
記
録 

27．誤字・脱字などなく、丁寧な文章で実習日誌などの記録を

書くことができる 
5 4 3 2 1 

28．実習日誌などの記録に基づいて実習を振り返り、自らの実

践を改善できる 
5 4 3 2 1 

29．前日までの子どもの姿に応じた指導計画を立てることがで

きる 
5 4 3 2 1 

30．発達段階や子どもの状況に応じた教材・素材を用意・作成

することができる 
5 4 3 2 1 

31．指導計画をもとに子どもの状況に応じた保育の実践がでる 5 4 3 2 1 

保
育
士
役
割 

32．保育士が行う仕事の目的や内容を理解できる 5 4 3 2 1 

33．職員間の役割分担や連携の内容を理解できる 5 4 3 2 1 

34．自己の課題を認識し、その解決に向けて学び続ける姿勢を

もてる 
5 4 3 2 1 

35．保育士として適切な行動規範を子どもに示すことができる 5 4 3 2 1 

※それぞれ 5～1のうち当てはまるもの１つに○を付ける。
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の
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29．前日までの子どもの姿に応じた指導計画を立てることがで
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※それぞれ 5～1のうち当てはまるもの１つに○を付ける。
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設問３  保育実習Ⅰ（保育所）について 

あなたが保育実習Ⅰ（保育所）の事前事後指導において下記にある項目をどのくらい学べたのか、そ

れぞれ以下の項目について、4～1のうち自分の考えに一番近いものに〇を付けてください。(下記にある

項目は、事前事後指導のなかで学ぶ内容です。) 

 

１．保育実習Ⅰ（保育所）の実習前後の授業について 
 

 

 

項目内容 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

実 

習 

前 

1. 実習の目的について理解できた。 4 3 2 1 

2. 実習の概要（保育所の概要）について理解できた。 4 3 2 1 

3. 実習の内容・方法について理解できた。 4 3 2 1 

4. 実習の自己課題の立て方について理解できた。 4 3 2 1 

5. 子どもの人権と最善の利益を考慮する意味について理解できた。 4 3 2 1 

6. プライバシーの保護と守秘義務について理解できた。 4 3 2 1 

7. 実習生としての心構えについて理解できた。 4 3 2 1 

8. 子どもや保育士の観察のポイントについて理解できた。 4 3 2 1 

9. 実習日誌の書き方について理解できた。 4 3 2 1 

実 

習 

後 

10. 実習目標と照らし合わせた振返り・反省ができた。 4 3 2 1 

11. 園の評価と自己評価からの振返り・反省ができた。 4 3 2 1 

12. 自己課題の整理や明確化することができた。 4 3 2 1 

 

２．保育実習Ⅰ（保育所）の実習日誌について 
１）以下は、「実習日誌」について、あなたの考えを聞いています。それぞれの質問について 5～1の

うち自分の考えに当てはまるもの 1つに○を付けてください。 

 

 

項目内容 

非
常
に
満
足
だ
っ
た 

満
足
だ
っ
た 

あ
ま
り
満
足 

で
は
な
か
っ
た 

満
足
で
は 

な
か
っ
た 

指
導
が
な
か
っ
た 

1. 実習日誌の記述に対して実習指導者の添削内容は、満足の

いくものでしたか。 
5 4 3 2 1 

2. 実習日誌の記述に対する実習指導者の口頭における指導内

容は、満足のいくものでしたか。 
5 4 3 2 1 

3. 指導担当者のコメント欄の記載内容は、満足のいくもので

したか。 
5 4 3 2 1 

 

２）その他、実習中に園と実習日誌のやり取りを行ってきた中で、気になることがあった場合は記述

して下さい。 
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１）以下は、「実習日誌」について、あなたの考えを聞いています。それぞれの質問について 5～1の

うち自分の考えに当てはまるもの 1つに○を付けてください。 

 

 

項目内容 

非
常
に
満
足
だ
っ
た 

満
足
だ
っ
た 

あ
ま
り
満
足 

で
は
な
か
っ
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満
足
で
は 

な
か
っ
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指
導
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な
か
っ
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1. 実習日誌の記述に対して実習指導者の添削内容は、満足の
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2. 実習日誌の記述に対する実習指導者の口頭における指導内

容は、満足のいくものでしたか。 
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２）その他、実習中に園と実習日誌のやり取りを行ってきた中で、気になることがあった場合は記述

して下さい。 
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３）実習日誌を書くにあたって、費やした時間について当てはまるもの１つに○を付けてください。 

1． 1 時間未満       2． 1 時間～2時間未満     3． 2時間～3時間未満 

4． 3 時間～4時間未満   5． 4時間～5時間未満     6． 5 時間～6時間未満 

7． 6 時間以上 

 

４）下記の表にある質問項目に答えてください。 

 

 

項目内容 

非
常
に
そ
う 

思
っ
た 

そ
う
思
っ
た 

あ
ま
り
そ
う 

思
わ
な
か
っ
た 

思
わ
な
か
っ
た 

1. 実習日誌を書くことに対して負担に思いましたか。 4 3 2 1 

2. 実習日誌を書く経験を通じて意識が変わったり、学びが深まっ

たりしましたか。 
4 3 2 1 

 

５）実習日誌を書く経験を通じて、意識が変化したり、学びが深まったと感じた内容がある場合は記

述してください。 

 

３．実習中の訪問指導について 
以下は、あなたが保育実習Ⅰ（保育所）中に受けた「訪問指導」について聞いています。それぞ

れの質問項目について当てはまる数字に○を付けてください。 

 

１）面談形態はどのようなものでしたか。当てはまるものに○を付けてください。 

1． 学生と訪問指導者との二者面談     2． 訪問指導者と指導担当者との二者面談 

3． 学生と訪問指導者と指導担当者の三者面談  

注 1）訪問指導者：養成校(大学・短大等)の教員  

注 2）指導担当者：実習施設の実習指導者 

 

２）同じ養成校から複数名で同じ実習施設へ行き、実習を行った場合のみ答えてください。面談形態

はどのようなものでしたか。当てはまるほうに○をつけてください。 

 1． 個別で面談     2． 個別ではなく、実習生合同で面談（同じ養成校の学生だけで面談） 

 

３）下記に表の質問項目に答えてください。 

 

項目内容 

非
常
に
満
足 

だ
っ
た 

満
足
だ
っ
た 

あ
ま
り
満
足 

で
は
な
か
っ
た 

満
足
で
は 

な
か
っ
た 

1．訪問指導の時間は、満足のいくものでしたか。 4 3 2 1 

2．訪問時の先生の指導態度は、満足のいくものでしたか。 4 3 2 1 

3．訪問時の指導・助言内容は、満足のいくものでしたか。 4 3 2 1 
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４）訪問時の指導内容について、当てはまるものすべてに○を付けてください。（複数回答可） 

1． 実習で意識している取り組みについて  2． 自己課題の確認 

3． 日誌の記載について          4． 実習中の困ったことや悩みについて 

5． 指導案（部分・責任実習）について   6． 子どもとのかかわり方について 

7． 健康状態・健康管理について      8． 養成校（大学等）への意見や要望 

9． その他 

9.の具体的内容：（                                ） 

 

５）訪問指導を受けて、あなたの意識が変わったり、学びが深まりましたか。 

 1． そう思わなかった  2． あまりそう思わなかった   3． そう思った   

 4． 非常にそう思った 

 

６）訪問指導によって、どのように意識が変わったか、また学びが深まったか、具体的なエピソード

があれば記述してください。 

 

 

４．実習施設の保育士による指導について 
以下は、あなたが保育実習Ⅰ（保育所）実習中に受けた保育士からの「指導の内容」について聞い

ています。 

 

1）事前オリエンテーションにとき、あなたに対して指導を行ったのは誰ですか。当てはまるもの１つに

○を付けてください。 

1． 施設長  2． 副施設長  3． 主任保育士  4． 配属クラスの保育士    

5． その他（         ） 

 

2）実習期間中、あなたに対する指導を主として行ったのは誰ですか。（当てはまるもの１つに○を付け

てください。 

1． 施設長  2． 副施設長  3． 主任保育士  4． 配属クラスの保育士    

5． その他（         ） 

 

3）実習施設における指導は、どのように行われましたか。当てはまるものすべてに○を付けてくださ

い。（複数回答可） 

1． 保育時間中に指導を受けた        2． 休憩時間に指導を受けた  

3． 午睡のときに指導を受けた        4． 反省会の時に指導を受けた  

5． 実習日誌を通して指導を受けた。     6． その他（       ）  
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4）実習施設における指導の内容について、当てはまるものすべてに○を付けてください。（複数回答可） 

1．実習の心構えやマナー（服装等含む）に関すること   2．保育方法に関すること 

3．子どもの発達や生活、遊びに関すること   4．保育士の職務に関すること 

5．子育て支援に関すること   6．実習日誌の書き方に関すること  

7．指導計画の作成方法（部分実習等）に関すること 

8．その他(                                                             ) 

 

5）実習施設における反省会において、あなたに対して指導を行ったのは誰ですか。当てはまるものすべ

てに○を付けて下さい。（複数回答可） 

1． 施設長    2． 副施設長    3． 主任保育士  4． 配属クラスの保育士   

  5． その他（         ）   6． 反省会は行われなかった 

 

6) 実習施設の職員から受けた指導に対するあなたの満足度について、当てはまるもの１つに○を付け

てください。 

1． とても満足した   2． 少し満足している   3． どちらでもない 

4． あまり満足していない   5. まったく満足できなかった 

 

 

設問４  保育実習Ⅰ（施設）について 

あなたが保育実習Ⅰ（施設）の事前事後指導において下記にある項目をどのくらい学べたのか、それ

ぞれ以下の項目について、4～1 のうち自分の考えに一番近いものに〇を付けてください。(下記にある項

目は、事前事後指導のなかで学ぶ内容です。) 

 

１．保育実習Ⅰ（施設）の実習前後の授業について 
 

 

項目内容 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

実 

習 

前 

1. 実習の目的について理解できた。 4 3 2 1 

2. 実習の概要（施設の概要）について理解できた。 4 3 2 1 

3. 実習の内容・方法について理解できた。 4 3 2 1 

4. 実習の自己課題の立て方について理解できた。 4 3 2 1 

5. 子どもの人権と最善の利益を考慮する意味について理解できた。 4 3 2 1 

6. プライバシーの保護と守秘義務について理解できた。 4 3 2 1 

7. 実習生としての心構えについて理解できた。 4 3 2 1 

8. 子どもや保育士の観察のポイントについて理解できた。 4 3 2 1 

9. 実習日誌の書き方について理解できた。 4 3 2 1 

実 

習 

後 

10. 実習目標と照らし合わせた振返り・反省ができた。 4 3 2 1 

11. 施設の評価と自己評価からの振返り・反省ができた。 4 3 2 1 

12. 自己課題の整理・明確化することができた。 4 3 2 1 
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4）実習施設における指導の内容について、当てはまるものすべてに○を付けてください。（複数回答可） 

1．実習の心構えやマナー（服装等含む）に関すること   2．保育方法に関すること 

3．子どもの発達や生活、遊びに関すること   4．保育士の職務に関すること 

5．子育て支援に関すること   6．実習日誌の書き方に関すること  

7．指導計画の作成方法（部分実習等）に関すること 

8．その他(                                                             ) 

 

5）実習施設における反省会において、あなたに対して指導を行ったのは誰ですか。当てはまるものすべ

てに○を付けて下さい。（複数回答可） 

1． 施設長    2． 副施設長    3． 主任保育士  4． 配属クラスの保育士   

  5． その他（         ）   6． 反省会は行われなかった 

 

6) 実習施設の職員から受けた指導に対するあなたの満足度について、当てはまるもの１つに○を付け

てください。 

1． とても満足した   2． 少し満足している   3． どちらでもない 

4． あまり満足していない   5. まったく満足できなかった 

 

 

設問４  保育実習Ⅰ（施設）について 

あなたが保育実習Ⅰ（施設）の事前事後指導において下記にある項目をどのくらい学べたのか、それ

ぞれ以下の項目について、4～1 のうち自分の考えに一番近いものに〇を付けてください。(下記にある項

目は、事前事後指導のなかで学ぶ内容です。) 

 

１．保育実習Ⅰ（施設）の実習前後の授業について 
 

 

項目内容 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

実 

習 

前 

1. 実習の目的について理解できた。 4 3 2 1 

2. 実習の概要（施設の概要）について理解できた。 4 3 2 1 

3. 実習の内容・方法について理解できた。 4 3 2 1 

4. 実習の自己課題の立て方について理解できた。 4 3 2 1 

5. 子どもの人権と最善の利益を考慮する意味について理解できた。 4 3 2 1 

6. プライバシーの保護と守秘義務について理解できた。 4 3 2 1 

7. 実習生としての心構えについて理解できた。 4 3 2 1 

8. 子どもや保育士の観察のポイントについて理解できた。 4 3 2 1 

9. 実習日誌の書き方について理解できた。 4 3 2 1 

実 

習 

後 

10. 実習目標と照らし合わせた振返り・反省ができた。 4 3 2 1 

11. 施設の評価と自己評価からの振返り・反省ができた。 4 3 2 1 

12. 自己課題の整理・明確化することができた。 4 3 2 1 
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２．保育実習Ⅰ（施設）の実習日誌について 
１）以下は、「実習日誌」について、あなたの考えを聞いています。それぞれの質問について 5～1の

うち自分の考えに当てはまるもの 1つに○を付けてください。 

 

 

 

項目内容 

非
常
に
満
足
だ
っ
た 

満
足
だ
っ
た 

あ
ま
り
満
足 

で
は
な
か
っ
た 

満
足
で
は 

な
か
っ
た 

指
導
が
な
か
っ
た 

1. 実習日誌の記述に対して実習指導者の添削内容は、満足の

いくものでしたか。 
5 4 3 2 1 

2. 実習日誌の記述に対する実習指導者の口頭における指導

内容は、満足のいくものでしたか。 
5 4 3 2 1 

3. 指導担当者のコメント欄の記載内容は、満足のいくもの

でしたか。 
5 4 3 2 1 

 

２）その他、実習中に施設と実習日誌のやり取りを行ってきた中で、気になることがあった場合は記

述して下さい。 

 

 

 

 

 

 

３）実習日誌を書くにあたって、費やした時間について当てはまるもの１つに○を付けてください。 

1． 1 時間未満       2． 1 時間～2時間未満     3． 2時間～3時間未満 

4． 3 時間～4時間未満   5． 4時間～5時間未満     6． 5 時間～6時間未満 

7． 6 時間以上 

 

４）下記の表にある質問項目に答えてください。 

 

 

項目内容 

非
常
に
そ
う 

思
っ
た 

そ
う
思
っ
た 

あ
ま
り
そ
う 

思
わ
な
か
っ
た 

思
わ
な
か
っ
た 

1. 実習日誌を書くことに対して負担に思いましたか。 4 3 2 1 

2. 実習日誌を書く経験を通じて意識が変わったり、学びが深まっ

たりしましたか。 
4 3 2 1 

 

５）実習日誌を書く経験を通じて、意識が変化したり学びが深まったりしたと感じた内容がある場合

は記述してください。 
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３．実習中の訪問指導について 
以下は、あなたが保育実習Ⅰ（施設）中に受けた「訪問指導」について聞いています。それぞれの

質問項目について当てはまる数字に○を付けてください。 

 

１）面談形態はどのようなものでしたか。当てはまるものに○を付けてください。 

1． 学生と訪問指導者との二者面談     2． 訪問指導者と指導担当者との二者面談 

3． 学生と訪問指導者と指導担当者の三者面談  

注 1）訪問指導者：養成校(大学・短大等)の教員  

注 2）指導担当者：実習施設の実習指導者 

 

２）同じ養成校から複数名で同じ実習施設へ行き実習を行った場合のみ答えてください。面談形態は

どのようなものでしたか。当てはまるほうに○をつけてください。 

 1． 個別で面談     2． 個別ではなく、実習生合同で面談（同じ養成校の学生だけで面談） 

 

３）下記に表の質問項目に答えてください。 

 

項目内容 

非
常
に
満
足 

だ
っ
た 

満
足
だ
っ
た 

あ
ま
り
満
足 

で
は
な
か
っ
た 

満
足
で
は 

な
か
っ
た 

1．訪問指導の時間は、満足のいくものでしたか。 4 3 2 1 

2．訪問時の先生の指導態度は、満足のいくものでしたか。 4 3 2 1 

3．訪問時の指導・助言内容は、満足のいくものでしたか。 4 3 2 1 

 

 

４）訪問時の指導内容について、当てはまるものすべてに○を付けてください。（複数回答可） 

1． 実習で意識している取り組みについて  2． 自己課題の確認 

3． 日誌の記載について          4． 実習中の困ったことや悩みについて 

5． 指導案（部分・責任実習）について   6． 子どもとのかかわり方について 

7． 健康状態・健康管理について      8． 養成校（大学等）への意見や要望 

9． その他 

9.の具体的内容：（                                 ） 

 

５）訪問指導を受けて、あなたの意識が変わったり、学びが深まりましたか。 

 1． そう思わなかった  2． あまりそう思わなかった   3． そう思った   

 4． 非常にそう思った 

 

６）訪問指導によって、どのように意識が変わったか、また学びが深まったか、具体的なエピソード

があれば記述してください。 
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４．実習施設の保育士による指導について 
以下は、あなたが保育実習Ⅰ（施設）の実習中に受けた保育士からの「指導の内容」について聞いて

います。 

 

1）事前オリエンテーションにとき、あなたに対して指導を行ったのは誰ですか。当てはまるもの１つに

○を付けてください。 

1． 施設長   2． 副施設長   3． 主任保育士   4． 配属寮等の保育士    

5． 児童指導員   6.  その他（         ） 

 

2）実習期間中、あなたに対する指導を主として行ったのは誰ですか。（当てはまるもの１つに○を付け

てください。 

1． 施設長   2． 副施設長   3． 主任保育士   4． 配属寮等の保育士   

5． 児童指導員   6.  その他（         ） 

 

3）実習施設における指導は、どのように行われましたか。当てはまるものすべてに○を付けてくださ

い。（複数回答可） 

1． 保育時間中に指導を受けた      2． 休憩時間に指導を受けた  

3． 午睡のときに指導を受けた      4． 反省会の時に指導を受けた  

5． 実習日誌を通して指導を受けた。   6． その他（       ）  

 

4）実習施設における指導の内容について、当てはまるものすべてに○を付けてください。（複数回答可） 

1．実習の心構えやマナー（服装等含む）に関すること  2．保育方法に関すること 

3．子どもの発達や生活、遊びに関すること   4．保育士の職務に関すること 

5．子育て支援に関すること   6．実習日誌の書き方に関すること  

7．指導計画の作成方法（部分実習等）に関すること 

8．その他(                                                             ) 

 

5）実習施設における反省会において、あなたに対して指導を行ったのは誰ですか。当てはまるものすべ

てに○を付けて下さい。（複数回答可） 

1． 施設長   2． 副施設長     3． 主任保育士   

4． 配属寮等の保育士         5． 児童指導員 

6.   その他（         ）     7． 反省会は行われなかった 

 

6)実習施設の職員から受けた指導に対するあなたの満足度について、当てはまるもの１つに○を付けて

ください。 

1． とても満足した    2． 少し満足している    3． どちらでもない 

4． あまり満足していない    5. まったく満足できなかった 
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設問５  保育実習Ⅱまたは保育実習Ⅲについて 

あなたが保育実習Ⅱまたは保育実習Ⅲの事前事後指導において下記にある項目をどのくらい学べた

のか、それぞれ以下の項目について、4～1のうち自分の考えに一番近いものに〇を付けてください。(下

記にある項目は、事前事後指導のなかで学ぶ内容です。) 

 

１．保育実習Ⅱまたは保育実習Ⅲの実習前後の授業について 
 

 

項目内容 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

実 

習 

前 

1. 子どもや利用者の最善の利益を考慮した具体的な保育につ

いて理解できた。 
4 3 2 1 

2. 子どもの保育・利用者の援助と保護者（家庭）支援の関係 

について理解できた。 
4 3 2 1 

3. 子どもや利用者の状態に応じた適切なかかわりについて理

解できた。 
4 3 2 1 

4. 保育の表現技術を活かした保育実践について理解できた。 4 3 2 1 

5. 実習以外の教科の内容を実習に結びつけて保育・支援を考 

えることができるようになった。 
4 3 2 1 

6. 保育・支援の全体計画に基づく具体的な計画と実践について理

解できた。 
4 3 2 1 

7. 保育・支援の計画の立て方について（指導案作成について）

理解できた。 
4 3 2 1 

8. 観察、記録、自己評価に基づく保育・支援の改善について理

解できた。 
4 3 2 1 

9. 保育士の専門性について理解できた。 4 3 2 1 

10. 保育士の職業倫理について理解できた。 4 3 2 1 

実 

習 

後 
11. 自己の実習目標と照らし合わせた振返り・反省ができた。 4 3 2 1 

12. 実習園/施設の評価と自己評価からの振返り・反省ができた。 4 3 2 1 

13. 自己課題の整理・明確化することができた。 4 3 2 1 

 

 

２．保育実習Ⅱまたは保育実習Ⅲの実習日誌について 
１）以下は、「実習日誌」について、あなたの考えを聞いています。それぞれの質問について 5～1の

うち自分の考えに当てはまるもの 1つに○を付けてください。 

 

 

項目内容 

非
常
に
満
足
だ
っ
た 

満
足
だ
っ
た 

あ
ま
り
満
足 

で
は
な
か
っ
た 

満
足
で
は 

な
か
っ
た 

指
導
が
な
か
っ
た 

1. 実習日誌の記述に対して実指導者の添削内容は、満足の

いくものでしたか。 
5 4 3 2 1 

2. 実習日誌の記述に対する実習指導者の口頭における指導

内容は満足のいくものでしたか。 
5 4 3 2 1 

3. 指導担当者のコメント欄の記載内容は満足のいくもので

したか。 
5 4 3 2 1 
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設問５  保育実習Ⅱまたは保育実習Ⅲについて 

あなたが保育実習Ⅱまたは保育実習Ⅲの事前事後指導において下記にある項目をどのくらい学べた

のか、それぞれ以下の項目について、4～1のうち自分の考えに一番近いものに〇を付けてください。(下

記にある項目は、事前事後指導のなかで学ぶ内容です。) 

 

１．保育実習Ⅱまたは保育実習Ⅲの実習前後の授業について 
 

 

項目内容 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

実 

習 

前 

1. 子どもや利用者の最善の利益を考慮した具体的な保育につ

いて理解できた。 
4 3 2 1 

2. 子どもの保育・利用者の援助と保護者（家庭）支援の関係 

について理解できた。 
4 3 2 1 

3. 子どもや利用者の状態に応じた適切なかかわりについて理

解できた。 
4 3 2 1 

4. 保育の表現技術を活かした保育実践について理解できた。 4 3 2 1 

5. 実習以外の教科の内容を実習に結びつけて保育・支援を考 

えることができるようになった。 
4 3 2 1 

6. 保育・支援の全体計画に基づく具体的な計画と実践について理

解できた。 
4 3 2 1 

7. 保育・支援の計画の立て方について（指導案作成について）

理解できた。 
4 3 2 1 

8. 観察、記録、自己評価に基づく保育・支援の改善について理

解できた。 
4 3 2 1 

9. 保育士の専門性について理解できた。 4 3 2 1 

10. 保育士の職業倫理について理解できた。 4 3 2 1 

実 

習 

後 
11. 自己の実習目標と照らし合わせた振返り・反省ができた。 4 3 2 1 

12. 実習園/施設の評価と自己評価からの振返り・反省ができた。 4 3 2 1 

13. 自己課題の整理・明確化することができた。 4 3 2 1 

 

 

２．保育実習Ⅱまたは保育実習Ⅲの実習日誌について 
１）以下は、「実習日誌」について、あなたの考えを聞いています。それぞれの質問について 5～1の

うち自分の考えに当てはまるもの 1つに○を付けてください。 

 

 

項目内容 

非
常
に
満
足
だ
っ
た 

満
足
だ
っ
た 

あ
ま
り
満
足 

で
は
な
か
っ
た 

満
足
で
は 

な
か
っ
た 

指
導
が
な
か
っ
た 

1. 実習日誌の記述に対して実指導者の添削内容は、満足の

いくものでしたか。 
5 4 3 2 1 

2. 実習日誌の記述に対する実習指導者の口頭における指導

内容は満足のいくものでしたか。 
5 4 3 2 1 

3. 指導担当者のコメント欄の記載内容は満足のいくもので

したか。 
5 4 3 2 1 
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２）その他、実習中に施設と実習日誌のやり取りを行ってきた中で、気になることがあった場合は記

述して下さい。 

 

 

 

 

 

 

３）実習日誌を書くにあたって、費やした時間について当てはまるもの１つに○を付けてください。 

1． 1 時間未満       2． 1 時間～2時間未満     3． 2時間～3時間未満 

4． 3 時間～4時間未満   5． 4時間～5時間未満     6． 5 時間～6時間未満 

7． 6 時間以上 

 

４）下記の表にある質問項目に答えてください。 

 

 

項目内容 

非
常
に
そ
う 

思
っ
た 

そ
う
思
っ
た 

あ
ま
り
そ
う 

思
わ
な
か
っ
た 

思
わ
な
か
っ
た 

1. 実習日誌を書くことに対して負担に思いましたか。 4 3 2 1 

2. 実習日誌を書く経験を通じて意識が変わったり、学びが深まっ

たりしましたか。 
4 3 2 1 

 

５）実習日誌を書く経験を通じて、意識が変化したり学びが深まったりしたと感じた内容がある場合

は記述してください。 

 

３．実習中の訪問指導について 
以下は、あなたが保育実習Ⅱまたは保育実習Ⅲ中に受けた「訪問指導」について聞いています。そ

れぞれの質問項目について当てはまる数字に○を付けてください。 

 

１）面談形態はどのようなものでしたか。当てはまるものに○を付けてください。 

1． 学生と訪問指導者との二者面談     2． 訪問指導者と指導担当者との二者面談 

3． 学生と訪問指導者と指導担当者の三者面談  

注 1）訪問指導者：養成校(大学・短大等)の教員  

注 2）指導担当者：実習施設の実習指導者 

 

 

２）同じ養成校から複数名で同じ実習施設へ行き実習を行った場合のみ答えてください。面談形態は

どのようなものでしたか。当てはまるほうに○をつけてください。 

 1． 個別で面談     2． 個別ではなく、実習生合同で面談（同じ養成校の学生だけで面談） 
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３）下記に表の質問項目に答えてください。 

 

項目内容 

非
常
に
満
足 

だ
っ
た 

満
足
だ
っ
た 

あ
ま
り
満
足 

で
は
な
か
っ
た 

満
足
で
は 

な
か
っ
た 

1．訪問指導の時間は、満足のいくものでしたか。 4 3 2 1 

2．訪問時の先生の指導態度は、満足のいくものでしたか。 4 3 2 1 

3．訪問時の指導・助言内容は、満足のいくものでしたか。 4 3 2 1 

 

 

４）訪問時の指導内容について、当てはまるものすべてに○を付けてください。（複数回答可） 

1． 実習で意識している取り組みについて  2． 自己課題の確認 

3． 日誌の記載について          4． 実習中の困ったことや悩みについて 

5． 指導案（部分・責任実習）について   6． 子どもとのかかわり方について 

7． 健康状態・健康管理について      8． 養成校（大学等）への意見や要望 

9． その他 

9.の具体的内容：（                                 ） 

 

５）訪問指導を受けて、あなたの意識が変わったり、学びが深まりましたか。 

 1． そう思わなかった  2． あまりそう思わなかった   3． そう思った   

 4． 非常にそう思った 

 

６）訪問指導によって、どのように意識が変わったか、また学びが深まったか、具体的なエピソード

があれば記述してください。 

 

 

４．実習施設の保育士による指導について 
以下は、あなたが保育実習Ⅱまたは保育実習Ⅲの実習中に受けた保育士からの「指導の内容」につい

て聞いています。 

 
1)事前オリエンテーションにとき、あなたに対して指導を行ったのは誰ですか。当てはまるもの１つに

○を付けてください。 

1． 施設長  2． 副施設長 3． 主任保育士  4． 配属クラス（配属寮等）の保育士     

5． 児童指導員（保育士以外の職員）   6.  その他（         ） 

 

 

2)実習期間中、あなたに対する指導を主として行ったのは誰ですか。当てはまるもの１つに○を付けて

ください。 

1． 施設長  2． 副施設長 3． 主任保育士  4． 配属クラス（配属寮等）の保育士     

5． 児童指導員（保育士以外の職員）   6.  その他（         ） 
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3)実習施設における指導は、どのように行われましたか。当てはまるものすべてに○を付けてください。

（複数回答可） 

1． 保育時間中に指導を受けた       2． 休憩時間に指導を受けた  

3． 午睡のときに指導を受けた       4． 反省会の時に指導を受けた  

5． 実習日誌を通して指導を受けた。    6． その他（       ）  

 

4)実習施設における指導の内容について、当てはまるものすべてに○を付けてください。 

（複数回答可） 

1．実習の心構えやマナー（服装等含む）に関すること  2．保育方法に関すること 

3．子どもの発達や生活、遊びに関すること   4．保育士の職務に関すること 

5．子育て支援に関すること   6．実習日誌の書き方に関すること  

7．指導計画の作成方法（部分実習等）に関すること 

8．その他(          

 

 

5)実習施設における反省会において、あなたに対して指導を行ったのは誰ですか。当てはまるものすべ

てに○を付けてください。（複数回答可） 

1． 施設長   2． 副施設長   3． 主任保育士   

4． 配属クラス（配属寮等）の保育士   5． 児童指導員（保育士以外の職員）   

5． その他（          ） 

6． 反省会は行われなかった 

 

 

6)実習施設の職員から受けた指導に対するあなたの満足度について、当てはまるもの１つに○を付けて

ください。 

1． とても満足した  2． 少し満足している  3． どちらでもない 

4． あまり満足していない  5. まったく満足できなかった 
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設問 6 指導実習について（責任実習・部分実習等） 
 

以下は、あなたが「計画を立案し、実践した実習（いわゆる責任実習・部分実習等）」について聞い

ています。 

 

1．それぞれの実習において、計画を立案しての実践を行いましたか。（１）～（４）の各実習について

それぞれ当てはまるもの１つに○を付けてください。 

（１）保育実習Ⅰ（保育所） 
1． 計画を立案して実践は行わなかった。  2． 部分的に行った 

3． 数時間～半日程度行った        4．  ほぼ一日行った 

（２）保育実習Ⅰ（施設） 
1． 計画を立案して実践は行わなかった。  2． 部分的に行った 

3． 数時間～半日程度行った         4．  ほぼ一日行った 

（３）保育実習Ⅱ（保育所） 
1． 計画を立案して実践は行わなかった。  2． 部分的に行った 

3． 数時間～半日程度行った         4．  ほぼ一日行った 

（４）保育実習Ⅲ（施設） 
1． 計画を立案して実践は行わなかった。  2． 部分的に行った 

3． 数時間～半日程度行った         4．  ほぼ一日行った 

 

2.  特に印象に残っている実践は、どのような展開で行いましたか。以下より当てはまるものに○を付

けてください。 

 1． 指導計画を立案していない       2． 思い思いの遊びや活動を援助する方法 

3． 実習生が活動を提案し、関心をもった子どもまたは利用者だけが参加する方法 

4． 実習生が活動を提案し、一斉の活動として行う方法 

 5． その他（                                          ） 

 

3．上記 2．で選んだ実践は、どの実習で行ったものですか。（上記 2. において1．を選んだ者以外回答） 

 1． 保育実習Ⅰ(保育所)             2． 保育実習Ⅰ（施設）   

3． 保育実習Ⅱ（保育所）           4． 保育実習Ⅲ（施設） 

 

4．計画を立案し実践することを通して、次のことはどのくらい学べましたか。4～1のうち、もっ

とも当てはまるものに○を付けてください。 

質問項目 

十
分
学
べ
た 

や
や
学
べ
た 

あ
ま
り
学
べ
て
い

な
い 

ほ
と
ん
ど 

学
べ
て
い
な
い 

1．子ども(利用者)の自発的な遊びや活動、生活の尊重 4 3 2 1 

2．子ども(利用者)の理解 4 3 2 1 

3．一人一人の状態に応じた適切なかかわり 4 3 2 1 

4.子ども(利用者)への伝え方 4 3 2 1 

5．遊びや活動を豊かにするための表現技術 4 3 2 1 

6．遊びや活動を豊かにするための環境構成 4 3 2 1 

7. 様々な遊具、教材等の特性の理解と活用 4 3 2 1 

資料 1-1 学生調査 質問紙票 

 
 

設問 6 指導実習について（責任実習・部分実習等） 
 

以下は、あなたが「計画を立案し、実践した実習（いわゆる責任実習・部分実習等）」について聞い

ています。 

 

1．それぞれの実習において、計画を立案しての実践を行いましたか。（１）～（４）の各実習について

それぞれ当てはまるもの１つに○を付けてください。 

（１）保育実習Ⅰ（保育所） 
1． 計画を立案して実践は行わなかった。  2． 部分的に行った 

3． 数時間～半日程度行った        4．  ほぼ一日行った 

（２）保育実習Ⅰ（施設） 
1． 計画を立案して実践は行わなかった。  2． 部分的に行った 

3． 数時間～半日程度行った         4．  ほぼ一日行った 

（３）保育実習Ⅱ（保育所） 
1． 計画を立案して実践は行わなかった。  2． 部分的に行った 

3． 数時間～半日程度行った         4．  ほぼ一日行った 

（４）保育実習Ⅲ（施設） 
1． 計画を立案して実践は行わなかった。  2． 部分的に行った 

3． 数時間～半日程度行った         4．  ほぼ一日行った 

 

2.  特に印象に残っている実践は、どのような展開で行いましたか。以下より当てはまるものに○を付

けてください。 

 1． 指導計画を立案していない       2． 思い思いの遊びや活動を援助する方法 

3． 実習生が活動を提案し、関心をもった子どもまたは利用者だけが参加する方法 

4． 実習生が活動を提案し、一斉の活動として行う方法 

 5． その他（                                          ） 

 

3．上記 2．で選んだ実践は、どの実習で行ったものですか。（上記 2. において1．を選んだ者以外回答） 

 1． 保育実習Ⅰ(保育所)             2． 保育実習Ⅰ（施設）   

3． 保育実習Ⅱ（保育所）           4． 保育実習Ⅲ（施設） 

 

4．計画を立案し実践することを通して、次のことはどのくらい学べましたか。4～1のうち、もっ

とも当てはまるものに○を付けてください。 

質問項目 

十
分
学
べ
た 

や
や
学
べ
た 

あ
ま
り
学
べ
て
い

な
い 

ほ
と
ん
ど 

学
べ
て
い
な
い 

1．子ども(利用者)の自発的な遊びや活動、生活の尊重 4 3 2 1 

2．子ども(利用者)の理解 4 3 2 1 

3．一人一人の状態に応じた適切なかかわり 4 3 2 1 

4.子ども(利用者)への伝え方 4 3 2 1 

5．遊びや活動を豊かにするための表現技術 4 3 2 1 

6．遊びや活動を豊かにするための環境構成 4 3 2 1 

7. 様々な遊具、教材等の特性の理解と活用 4 3 2 1 
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設問 7  実習を通じた成長についてお答えください。 

以下は、あなたが実習を通して感じた「自身の成長」について聞いています。 

 

以下のそれぞれの項目について，入学時の自分はどの程度あったと思うか、4～1のうちもっとも当

てはまるものに○を付けてください。 

 

 

質問項目 

十
分
あ
る 

や
や
あ
る 

あ
ま
り
な
い 

ほ
と
ん
ど
な
い 

1．保育士として働きたいという意欲 4 3 2 1 

2．保育士としての適性  4 3 2 1 

3．人の話を聴く力 4 3 2 1 

4．人の気持ちを察する力 4 3 2 1 

5．人の気持ちに寄り添う力 4 3 2 1 

6．責任感 4 3 2 1 

7．ストレスに耐える力 4 3 2 1 

8．創意工夫する力 4 3 2 1 

9．新しいことに挑戦する力 4 3 2 1 

10．自分の考えを伝える力  4 3 2 1 

11．周りを観察し，配慮する力 4 3 2 1 

12．倫理観 4 3 2 1 

13．自ら行動する力 4 3 2 1 

14．協調性 4 3 2 1 

15．自制心 4 3 2 1 

16．社会的マナー 4 3 2 1 
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設問 7  実習を通じた成長についてお答えください。 

以下は、あなたが実習を通して感じた「自身の成長」について聞いています。 

 

以下のそれぞれの項目について，入学時の自分はどの程度あったと思うか、4～1のうちもっとも当

てはまるものに○を付けてください。 

 

 

質問項目 

十
分
あ
る 

や
や
あ
る 

あ
ま
り
な
い 

ほ
と
ん
ど
な
い 

1．保育士として働きたいという意欲 4 3 2 1 

2．保育士としての適性  4 3 2 1 

3．人の話を聴く力 4 3 2 1 

4．人の気持ちを察する力 4 3 2 1 

5．人の気持ちに寄り添う力 4 3 2 1 

6．責任感 4 3 2 1 

7．ストレスに耐える力 4 3 2 1 

8．創意工夫する力 4 3 2 1 

9．新しいことに挑戦する力 4 3 2 1 

10．自分の考えを伝える力  4 3 2 1 

11．周りを観察し，配慮する力 4 3 2 1 

12．倫理観 4 3 2 1 

13．自ら行動する力 4 3 2 1 

14．協調性 4 3 2 1 

15．自制心 4 3 2 1 

16．社会的マナー 4 3 2 1 
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資料 1-1 学生調査 質問紙票 

 
 

2．以下のそれぞれの項目につい、全ての実習を終えて、今の自分はどの程度あると思うか、4～1のう

ちもっともあてはまるものに○を付けてください。 
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14．協調性 4 3 2 1 

15．自制心 4 3 2 1 

16．社会的マナー 4 3 2 1 

 

 

設問８  養成校の授業（講義・演習等）での学びの中で、特に実習で役に立ったと思われる学び

について、自由にお書きください。 

 

 

アンケートは以上です。長時間にわたりご協力ありがとうございました。 
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資料１-２ 【設問８】自由記述内容 

 
 

【設問８】養成校の授業（講義・演習等）での学びの中で、特に実習に役に立ったと思われる学びに

ついて、自由にお書きください。 

（回答一覧） 

・子どもの健康面に関わることや、手遊びや教材についての授業 

・授業環境（他生徒が真面目に取り組み、私語等ない）が整っている科目は集中しやすく、頭に入り

やすかった。（科目特定なし） 

・子どもの遊びでは、手遊びやわらべうた、ゲームを行い、実習で役に立つ授業だった。 

・日誌の書き方の説明。保育のビデオ、造形の授業 

・指導案の書き方。 

・他者との関わり。あいさつの仕方。自分で動くことができる行動力。 

・子どもの手遊びは授業でたくさん学んだおかげで実習で実践することができた。 

・実践できるもの。 

・指導案の書き方、実習指導での実習先へのマナーや礼儀。 

・責任実習は指導案作成から始まり大変だったがやってみてよかった 

・敬語、正しい文章の書き方がとても役立ったと思われる。 

・手遊び・絵本／障害児や障害について 

・「子どもの遊び」。実際に遊びを行って学んだり、アレンジしても良いことを学んだりした。 

・社会人のマナーなど。子どもの年齢別発達など。障害についてなど 

・子どもの遊びでの授業の手遊び 

・責任実習、部分実習 

・指導案の書き方 

・１つ１つ授業はちがう科目ですが、そのどれもが全部つながって、１つの大きな力になって私自身

の保育の力になっていると、学びを通して感じました。全ての学びが、役に立ちました。 

・指導案の書き方等 

・実際に自分で行なわないと、何事も分からないと感じた。 

・教材を作ったり、指導案を書く練習をしたことが役に立った。 

・パネルシアター、エプロンシアター、絵本の読み聞かせ等の実践練習。 

・絵本の読み聞かせやパネルシアターなどの演じ方を学んだことや子どもとの関わり方について。 

・心理学、乳児保育で学んだ子どもの発達などを実際に見ることができた。 

・子どもの関わり方（寄り添い共感することの大切さ） 

・保育指導法 

・保育指導法、歌、手遊び 

・造形やピアノ、子どもの発達についての学び。 

・子どもの成長課程について 

・ピアノ 
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資料１-２ 【設問８】自由記述内容 

 
 

・パネルシアター、絵本の読み聞かせ、ピアノ 

・工作・製作 

・日誌の書き方 

・ピアノ 

・絵本の読み聞かせ。子どもとの接し方 

・造形表現など 

・実践を通して行う身体表現 

・造形表現 

・日誌、指導案の書き方 

・実際に幼稚園の先生をしていた先生の授業 

・造形表現…先生の講義でのポイントや子どもたちの前でどのようにやったら楽しいかを考えてやる

ところがとても役に立った。 

・日誌、指導案の書き方について・絵本、手あそび、パネルシアターなど 

・責任実習、部分実習を立案し、書く授業が、実習の際とても役立ちました 

・日誌の書き方について。 

・子どもとの関わり、気持ちのよみとり方。 

・手遊び 

・日誌や指導案の書き方について。 

・パネルシアターや絵本の読み聞かせなどの実践をしたこと。 

・パネルシアター、読み聞かせ等児童文化財に関する講義。 

・日誌の書き方についての授業が役に立ったと思いました。 

・授業ではよく分からないことも、実際に実習でやってみると、難しいことや、楽しいこと、苦しい

ことなどを知れた。理想と現実の違いを思い知れた。 

・指導案作成 

・実際に体験しないとわからない！ 

・全ての学びが総合的にむすびついているので実践でも役に立った。 

・子どもとの関わり方 

・ピアノ 

・幼稚園実習と施設実習１ 

・分からないことを担当の先生が教えてくれたこと 

・手遊びについてやその年齢の発達のことなど 

・なし 

・わかりません 

・指導案の書き方や考え方、担任実習をするうえで、たくさんのことを学べました。 

・教材研究・指導案、実習日誌の書き方の指導 
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資料１-２ 【設問８】自由記述内容 

 
 

・実際使われている手あそび。絵本のよみきかせのやり方。実習日誌の書き方 

・パネルシアターなどを製作する授業があり、実習で役立ちました！ 

・子どもとの関わり方（年齢に応じた） 

・なんでも挑戦して、経験することの大切さ 

・子どもに共感することが大切だという学び 

・指導案、日誌の書き方 

・手遊び・ピアノ 

・指導案、日誌の書き方、遊びのカード。 

・手遊び・ピアノ・絵本の読み聞かせ・マナー 

・社会的マナー。 

・指導案を書く前の遊びのカード（学校で作ってくれる分かりやすいもの） 

・発達心理学での子どもの発達過程についての学びが役に立ちました。 

・服装や記入物・内容の指導 

・主活動の制作などを学生が実際に作り指導案を立てたことです。 

・ピアノの授業 

・制作遊び。 

・特にありません。 

・図画工作。 

・日誌や指導案の書き方 

・主活動の内容について提案し、教えてくれたこと。 

・日誌の書き方 

・音楽表現や造形表現など。 

・遊びカード、実習の教科書 

・練習（準備）の大切さ。計画が良いものだと思っても、試しに行ってみると改善点など気づきが多

く見つかるから。 

・遊びカードはとても役に立ちました。 

・日誌の書き方 

・保育所実習研究を受けて、実習前の事前準備をしっかり行うことができ、実習では、保育者にも褒

められることもあった。 

・日誌の書き方。 

・指導案、日誌の書き方 

・指導計画の立て方について。 

・現場での活動で使える遊び 

・ピアノ。保育所実習研究。幼児教育研究 

・人間関係を大切にする。・相手の話しを聞くなどの授業。 
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資料１-２ 【設問８】自由記述内容 

 
 

・パネルシアターの作成。ピアノ。指導技術 

・保育者に対しての礼儀について。 

・実習のための事前準備の授業 

・自分で考え、みんなの前で発表する力。また、みんなで協力し一つのものを作り上げていくこと。 

・ピアノの授業、指導案の作成 

・実習で見た保育士の姿、子どもとの関わりは大切だと学びました。 

・幼児体育での幼児と関わる体を動かす遊びを学んだことで実習中に体を動かす活動をやることがで

きた。 

・実際に部分実習を行った時に学校での学び（遊びカード）がいかされたので良かったです。 

・日誌の書き方 

・ピアノ、幼児体育で子どもたちが見ながら行えるようなダンス 

・実習についての授業では学べることが多かったです。 

・日誌の書き方、手遊び 

・年齢に応じた遊びの種類について 

・指導案の書き方と創作活動 

・手遊び、ピアノ、発達心理学 

・保育所実習研究 

・手遊びのレパートリーが増えるといざという時の場をもたせることができる。 

・責任で使える遊び 

・ピアノ。実習演習 

・ピアノ。保育所実習 

・実習日誌の書き方 

・指導案の書き方について 

・保育所実習研究、乳児保育、幼児体育、障害児保育、保育技術 

・日誌の書き方 

・日誌の書き方は役に立ちました。 

・ピアノや手遊び 

・自ら学ぼうとする意欲と積極性です。 

・造形表現等で行った具体的な遊びの内容、展開のしかた。 

・手あそびの授業（演習） 

・手遊び、日誌の書き方。 

・ピアノの授業は役に立ったが、基礎的なことをやることが多く、童謡を弾く期間はもっと増やして

欲しい。 

・日誌の書き方について。 

・日誌の書き方 
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資料１-２ 【設問８】自由記述内容 

 
 

・ピアノ 

・幼児体育 

・保育所の先生方の考え方、生き方 

・造形表現 

・やはり、責任実習で、子どもの前に立って、自分が考えた案を進めるという経験は、将来にとても

役立つと思った。 

・保育の心理学、乳児保育、幼児体育が実習の時にとても役に立った。 

・保育の心理学。子どものその時の行動がどの様な意味を持ち、保育者としてどの様に対応（援助や

関わり）をするべきなのか、実習中にも学んだことを活かすことができたと思う。 

・実習についての授業。 

・幼児体育で学んだ表現遊びはとても役に立ちました。 

・保育士の先生や現場の声を聞くというものはとても実習で役立ったと思います。 

・指導計画、日誌を書く授業 

・やはり、よみきかせやピアノの授業が役にたちました。 

・子どもは遊びの中で学ぶ。 

・基礎的な知識（発達について） 

・表現技術の時間。（手遊びや実際に作る） 

・特になし 

・手遊び学ぶ授業 

・子どもの年齢に合わせた対応の仕方。手遊び。 

・保育の表現技術Ａ・Ｂ・Ｃで実践的な内容について学べた。発達心理学を学んだことで子どもの発

達を理解した上で実習に臨めた。 

・音楽のピアノの授業や子どものオムツを換える練習をする授業など。 

・指導案の書き方を学ぶために、実際に指導案を書き、添削を先生がしてくださり、基本的な書き方

を実習前に身につけることができました。 

・日誌や責任実習などの書き方についての授業は、日誌などを書く際に役に立ったと思う。 

・障害児支援 

・実習指導の授業で実際に指導案を書いておくと、自分の自信につながると思った。たくさん持ちネ

タを増やすことが授業内にできたのでとても役立った。 

・実践的な事前指導は、一番不安な責任・部分実習でとても助かったので良かった。 

・保育課程の編成 

・指導案の書き方、心がまえ、準備するもの、保育者としての意識等多すぎて書ききれません。 

・模擬授業、指導案・日誌の書き方 

・壁面製作やエプロンシアターの作成。 

・ピアノの実践演習 
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資料１-２ 【設問８】自由記述内容 

 
 

・手遊び。 

・子ども理解の方法 

・「見守る」という支援があること 

・乳児保育における保育環境（静・動の環境）について 

・相手の気持ちを考える。 

・造形と表現、身体と表現、保育内容健康、保育内容表現。 

・実習前指導で遊びの指導案を書いたこと。自分の指導案を反省するだけでなく、他の学生の指導案

を見ることができ、勉強になった。 

・障害児保育について 

・子どもたちのことだけではなく、保護者に対する支援、そして、子どもの変わった動きには、何ら

かの理由があるということ。事実など表面的に見るのではなく、子ども一人ひとり理解するために

は、背景をも見ることが大切ということ。 

・指導案作成、実習日誌の書き方。パネルシアター・エプロンシアターの作成 

・日誌の書き方、指導案の立て方、発達過程など 

・指導案の書き方、実際にその内容をするという授業。 

・模擬保育の授業はとても役に立った。実際にやることはとても大切だと思った。又、他人の意見や

アイディアも知ることができるので良かった。 

・指導案を作り、模規授業を行うことで、子どもたちの姿をイメージし、自分の立てた指導計画につ

いて見直すことができた。 

・全然役に立たなかった 

・音楽と体育 

・日誌の書き方。保育所・施設それぞれでの子どもの姿や職員の関わり方など 

・模擬保育を全体の前で行ったことが非常に役に立ったと思いました。 

・指導案の作成に関することや、実践として遊びを大学生を子どもだと思い展開する学び。 

・発達心理学 

・手遊びなど 

・実習前の事例などを含めた話や、計画立て 

・日誌の書き方にかかわる授業。社会的養護（内容）。保育内容指導法演習（言葉） 

・実習へ向けてビデオを見て、日誌や、指導案を書いたことは実習でとても役に立った。 

・実習行くまでの心構えをつくってくれた先生に感謝です。 

・〇〇先生の授業（今まで行った科目全て。） 

・子どもの気持ちを汲み取ること。・子ども以外の同僚性を大切にして相手を思いやること 

・全てです。本当に授業全てが役立ったと感じています。現場での経験が豊富な先生方が多かったか

らだと思います。この４年間に私にとって大変大きなものでした。レベルは低いけれど、ここで良

かったと心から思っています。 
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資料１-２ 【設問８】自由記述内容 

 
 

・日誌、指導計画の書き方を丁寧に行ってくれたので書く力が身につきました。 

・子どもの心理や発達について学び、それが役だった。 

・指導案を書く練習をする授業が特に役に立ちました。 

・活動の計画の立て方や展開について 

・色んな授業、どれも学びのある授業だと思います。でもやはり実習という体験が一番大切。 

・子ども達１人ひとりの発達・成長を考えて、接することの大切さを学んだことが役に立ったと思い

ます。 

・ピアノの能力別授業、事前・事後指導、ムーブメント、リトミック、絵本と児童文学。 

実際に１日担任を行うことが、一番実践につながって勉強になりました。座学では学べないことが

多く分かりました。 

・実習関連の授業・ピアノ 

・遅刻は心配される。 

・日誌、指導案の書き方 

・おむつ替えなどの実践的な演習 

・模疑授業や、指導案作りを行ったこと 

・実習前の事例検討 

・自分のことよりも相手を大切にすること。常に周りの人を大切にして努力を惜しまないこと。 

・指導案の書き方 

・発達段階別での子どもへのかかわり方。 

・実際に子どもと関わることができた授業 

・子ども理解とそれに伴った保育の組み立て方について。 

・考えに納得しなくても、間違っていたり不正なことをしても上についていかなければならない。社

会の厳しさ、冷たさを知った。 

・責任実習（保育実習２）・施設実習 

・模擬授業や実習後のふり返り 

・質の高い学びを得るための実習への心意気。 

・オムツの変え方 

・小学校実習！女の世界だけはダメ！ 

・模擬保育などの実践的な授業。事例研究、子どもの発達など。 

・模擬授業 

・子どもの発達についての学び、実際に遊びや活動を考えて発表する授業 

・２年次におけるグループ実習（学外） 

・障害児に関すること、保健 

・乳児保育１、２の、乳児の安全管理について等。 

・子どもの保健３ 
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資料１-２ 【設問８】自由記述内容 

 
 

・全ての授業 

・子どもと関わる時の保育士の態度・姿勢意図 

・日々の授業内容。 

・実習生としてどうあるべきか、子どもの行動の意図など。 

・実践的なもの。先生の経験してきた話。 

・遊びの発達や年齢ごとにおける発達について 

・表現技術の授業の中で手遊びを学べたことは、とても役に立ちました。 

・積極性 

・ない 

・乳児保育→子どもの発達について学べたから。幼稚園実習→子どもと関わり色々な声かけの方法を

学べたから。 

・子育て支援の演習 

・乳児保育、社会的養護など、子ども理解のための学び全部が役に立っている 

・特支の実習での講義（自立活動）が学びにつながった。 

・子どもの発達について。・保育士としての関わり方 

・保育を専攻し、学んできたこと自体が今思うと役に立ったのではないかと思います。ほとんど幼児

教育について理解がなかったのですが、その重要性を学ぶことが出来ました。 

・２年生の時のグループ実習で、子どもとのかかわり方、人と協力することの楽しさなどを学ぶこと

ができ、その後の実習でも役立った。 

・グループ実習 

・乳児保育 

・造形や手あそび、絵本の実技など 

・造形 

・こどもの発達について 

・ピアノの技術。子どもとの関わり方について。子どもの発達について 

・造形の授業 

・日誌の書き方。絵本の読み方 

・特になし 

・ピアノの実技などの直接現場で行えるもの。事例を通しての授業展開では現場に出た際のイメージ

が湧いて良かった。 

・ビデオを見て、エピソード記録のようなものを実際に書いてみること。 

・指導案・日誌の書き方 

・造形・ピアノは役に立ちました。 

・グループで話し合ったことは、様々な意見が聞けるので、勉強になりました。 

・絵本や手遊びの実践的なやり方。 
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資料１-２ 【設問８】自由記述内容 

 
 

・授業内で自分が考えた、又は調べてきた遊びを皆に紹介するものは、自分も友達も遊びのレパート

リーが増えたのでとても良いと思った。 

・研修を意識した講義 

・実習で使用できる遊びや絵本のよみ方の指導。 

・実技系の授業で知識を身につけ、講義で活動の根幹を成す考え方を形成していくという役割があっ

たのではないかと思います。 

・造形や音楽、子どもの感染症など。←実践的なもの 

・実践の授業（音楽・造形） 

・周りの人との意見交換やディスカッションは刺激にもなり学びが深まりました。 

・「環境構成」や「環境」は学びになった。大人にとっては何でもないような缶のフタや、雑草が、子

どもにとってはピカピカの音のする楽しいおもちゃであったり、見事に咲いたきれいな花であった

りする。 

・実習前指導（日誌の書き方、絵本の読み練習、手遊びなどをやったので） 

・子どもの保健は基礎的なところから学べたので良かった。 

・実習の事前指導・事後指導は大変役に立った。 

・音楽 

・日誌やお礼状の書き方等、実習においての一連の決まり事。 

・指導案の書き方。実習マナー 

・養護技術（オムツ交換など） 

・ピアノの授業。（今まで知らなかった曲も園では歌っていた） 

・絵本の読みきかせの実践。手あそび 

・手遊びや絵本の読み聞かせ、責任、部分実習の日誌における実践的な指導。 

・造形や音楽、体育など実践する授業や、日誌の書き方の授業。指導案を作り、発表する授業はとて

も役に立ちました。グループワークでディスカッションする授業のやり方はとてもよかった。 

・子どもの発達過程（段階）は、話として、聞いて、実習で実際に一人ひとりの差などを改めて感じ

ることができて、より強く、自分の中に知識として入ったと思う。また、表現（芸術？）などの授

業は、責任実習のストックになった。その授業で行ったことをヒントに持ちごまを増やしていくと、

実習で、試すことができる。 

・特にない 

・おもちゃを作る等の実践的な授業が実習で役に立ちました。（手遊びなど） 

・ペープサートやエプロンシアター等を作って模擬保育をした上で、実習期間中の部分実習と全体実

習等、失敗してでも自分が経験したことにより単にみている時や聞いている時よりもはるかに役に

立った。 

・指導案や日誌の書き方について 

・保育指導法・保育内容（環境）などの模擬保育 
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資料１-２ 【設問８】自由記述内容 

 
 

・こども１人ひとりの状況を見極められるよう、年齢や発達に合わせた遊びや援助を学べたこと。 

・〇〇先生の講義は最高 

・すべての授業が大切だったけど、一番は心理等だと思った。 

・全てが学びです。 

・保育で使える玩具やペープサートや裁縫を学べた事。 

・子どもの前で状況に応じて保育技術を見せること 

・手遊び・日誌の書き方・指導案の書き方 

・日誌の書き方、保育技術のレパートリー 

・現場では一分一秒でも過ごした時は戻らないとお話いただいたこと 

・障害者の方との関わり 

・とくになし 

・絵本の読み聞かせや、手遊びなどの実践的な技術 

・ピアノ 

・部分実習で使えるものの製作（ペープサート、紙芝居ｅｔｃ）・手遊び 

ピアノ（特にコード伴奏方法） 

ピアノ 

ない 

・特にありません 

・折り紙や、手遊びの授業は実習で役に立ちました。 

・スケッチブックに描いた『とんでったバナナ』の歌 

・ピアノ、日誌の書き方 

・日誌、ピアノ、子どもへの関わり方 

・手遊びや絵本の読み方。 

・ピアノの授業。日誌の書き方 

・ピアノ 

・ピアノの弾き歌いのやり方・絵本や紙芝居の読み方 

・絵本の読み方や話し方 

・表現の授業が役に立った。 

・日誌の書き方 

・子どもとのかかわり方、トラブル対応 

・手あそび、ピアノ、弾きうたい、折り紙などの勉強 

・手あそび、おり紙を習ったとき 

・ピアノの授業が役に立ちました。 

・実習前や就職についての授業 

・日誌の書き方 
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資料１-２ 【設問８】自由記述内容 

 
 

・一人一人の個性を大事にすること！ 

・実習日誌の書き方・子どもとのかかわり 

・手作りの紙芝いを作ったり実習で役に立つことを作った表現の授業 

・手遊び、パネルシアター 

・実践的なこと 

・子どもの最善の利益 

・子どもの最善の利益 

・子ども達一人一人への接し方 

・手遊び・ピアノ・日誌、指導案の書き方 

・クラスの友だちの前で絵本を読み聞かせすること。 

・実際に保育現場に立ったことのある先生の実践的な授業（手遊び、絵本、パネルシアター）ピアノ

の授業、家庭や保護者とのかかわり方、成功の法則 

・つらい困難があっても耐える力が主に身に付きました。 

・ピアノ、日誌の書き方、先生方との接し方 

・先生や先輩の現場での話を聞く。 

・年齢ごとの発達段階、適した接し方や遊び 

・ピアノ 
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保育実習の標準的な実施方法の検討 

（標準的な実施方法調査）関連資料 

 

資料２-１ 保育所実習グループインタビュー発話内容 

資料２-２ 施設実習グループインタビュー発話内容 



資
料

2
-１

 
保

育
所

実
習

グ
ル

ー
プ

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

発
話

内
容

 

 

質
問
項

目
 

グ
ル
ー
プ

A 
グ
ル
ー
プ

B 

                   

事
前
指

導

の
ポ
イ

ン

ト
                

保
①
：
開
設
し
て
か
ら

3
年
目
の
保

育
園
。
そ
れ
ま
で
は

I
市
の

C
保
育
園
に
い
て
、
年

間
を
通
し
て
多
く
の
実
習
生
の
方
を
受
け
入
れ
て
い
た
。
今
は

3
年
目
の
保
育
園
で
、
実

習
生
の
数
か
ら
す
る
と
そ
こ
ま
で
多
く
は
な
い
が
、
年
間

で
今
の
と
こ
ろ
は
正
直
な
と
こ

ろ
5
～
6
人
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
そ
う

い
っ
た
方
々
に
ま
ず
お
伝
え
す

る
上
で
の
、

(
4
9)
私
た

ち
の
保

育
の
コ
ン

セ
プ
ト

と
か

、
(5

0)
保
育
理

念
と
い
う
と
こ

ろ
を
し
っ
か
り
と

お
伝

え
す

る
よ
う

に
し
た
い

と
思
っ

て
い
る
。
子
ど
も

を
一

人
の
人
と
し
て
尊

重
し
て
い
き
た
い
と

い
う
の

が
、
私

た
ち
の

保
育
の
思
い

と
し
て
あ
る
が
、
そ
う
考
え
た
と
き
に
、

(
69

)
実
習
生

の
立
場

か
ら
す
る

と
、
緊
張
し

た
り
と
か
、
お
邪
魔
を
し
ま
す
み
た
い
な
、
そ
の
よ
う
な

緊
張
感
を
持
っ
て
こ
ら
れ
る
と
思
う
が
、
私
た
ち
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
私
た
ち
も
子
ど

も
た
ち
と
対
等
な
関
係
を
築
い
て
い
る
し
、
最
近
で
は
地
域
と
か
、
社
会
の
方
々
と
も
子

ど
も
た
ち
を
た
く
さ
ん
出
会
わ
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
そ
の
中
で

実
習
生
に
来
て
い
た
だ
い
た
と
き
に
、

(
5
3
) 同

じ
人
と
し
て

私
た
ち
は
子
ど
も

た
ち
と
も
、

ま
た
実

習
生
さ
ん

と
も
関

わ
っ
て
い

き
た
い
と
思

っ
て

い
ま
す
、
と
い
う
こ
と
を
一
番
最

初
に
申
し
上
げ
る
と
い
う
ふ
う
に
し
て
い
る
。
 

 保
②
：
実
習
生
が
来
て
い
た
だ
い
た
と
き
に
は
、

(
51

)
園
の
方

針
だ
と
か
、

(
5
4)
学
生
さ
ん
自

身
が
ど

う
い
っ
た

実
習
に

臨
み
た
い

と
か
、
と
い

う
と
こ
ろ
を
聞
く

よ
う
な
形
を
取
っ
て

い
る
。
そ
れ
を
元
に
ど
ん
な
実
習
に

し
た
い
か
と
い
う
の
を
計
画
と
し
て

オ
リ

エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
と
き
に
取
り
込
ん
で
、

(
6
3
) 計

画
表
を
作
成
す
る
と
い
う
形
を
や
っ

て
い
る
。
園

の
方
針
と
い
っ
て
も
、
な
か
な
か
実
習
生
の
方
が
来
ら
れ
て
か
ら
把
握
す
る
ま
で
に
は
時

間
が
か
か
る
の
で
、
そ
の
都
度
対
応

す
る
と
い
う
意
味
で
、
担
当
す
る
指
導
者
と
い
う
か
、

私
は
認
定
書
の
担
当
を
し
て
い
て
、
全
体
の
は
ん
こ
を
押
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
に

(
52
)
実

習
に
当

た
る
担
当

者
を
指

導
に
付
け

て
、
園
の
方
針
だ
っ

た
り
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
指

導
に
入

れ
て
い
く

と
い
う

形
を
取
っ

て
い
る
。
(5
7)
学

生
さ
ん
か
ら
申
し
出
た
こ
と
は
な
る

べ
く
取

り
入
れ
ら

れ
る
よ

う
な
方
向

性
で
は
考
え

て
い

る
。
 

 養
①
：
私
ど
も
は

1
学
年

14
0
名
ぐ
ら
い
が
保
育
所
実
習
を
し
、
保
育
所
実
習
Ⅱ
で
は
人

数
が

8
0
名
か
ら

9
0
名
に
は
な
っ
て
、
あ
と
の
残
り
は
施
設
に
実
習
に
行
く
の

で
、
そ
の

人
数
で
実
習
指
導
を
し
て
い
る
。

(
7
) 事

前
に
関
し
て
は
、
実
習
の

目
的
を
理
解
す
る
こ
と

を
ポ
イ

ン
ト
に
し

て
い
る

。
そ
れ
か
ら

(
8
) 基

礎
知
識
の
確
認
、
そ
う

い
っ
た
こ
と
を
ワ
ー

ク
を
取

り
入
れ
な

が
ら
、
基
礎
知

識
の
確
認

を
し
て
い

る
。
そ
れ
と
、
事
前
で
も
う
一
つ

は
、

(
22

)
実
習
す
る

上
で
の
実

践
的
な

方
法
、
そ
れ
を

映
像
と
か
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
、
講

義
で
は

な
く
て
身

に
付
け

る
よ
う
な
、
そ
う
い
う
授
業
方
法
を
取
り
な
が
ら
、
で
き
る
だ

け
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
と
い
う
か
、
ま
だ
行
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
行
く
の
で
、
そ
れ
か

ら
(
2
7
) 人

間
関
係

の
問
題
も
あ
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た

こ
と

に
メ
ン
タ
ル
面

で
弱
い
学
生
も

中
に
は

い
る
の
で

、
で

き
る
だ
け

不
安
感
を
取
っ
て
、
積
極
的
な
実
習
に
な
る
よ
う
に
と

い
う
こ

と
で
、
実

践
的
な

演
習
を
取

り
入
れ
て
や

っ
て

い
る
。
 

養
③
：
学
生
数
約

3
0
名
。

(
13

)
1
5
コ
マ
の
事
前
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
。
事
前
指
導
の
内

容
で
は
、

(
2
) 実

習
記
録
の
取
り
方

、
(4

) 指
導
案
の
作
成

、
(1

) 事
務

的
な
書
類
の
作
成

、
(6
) 現

職
の
保
育
者
（
卒
業

生
）
保
育
者
の
講
話
等
、
一
通
り
ま
ん
べ
ん
な
く
行
っ
て
い
る
。

(
12

)
1
5

コ
マ
で
は
、
時
間

が
足
り

な
い

と
感
じ
て
い
る
。
少
数
で
は
あ
る
が
、

(
9
) 挨

拶
が
で
き
な

い
、

(
1
0)
言
葉

遣
い
が
悪
い

な
ど
と
い
っ
た
指
摘
を
保
育
現
場
か
ら
受
け
る
が
、
事
前
指
導

の
授
業
だ
け
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
よ
う
と
感
じ
て
い
る
。

(
1
2)
1
5
コ
マ
の
授

業
だ
け

で
行
う
こ
と
は
そ
も
そ
も
難
し
い
。
 

 
と
く
に
力
を
入
れ
て
指
導
し
て
い
る
こ
と
は
、
実
習
Ⅰ
で
は
記
録
で
苦
労
し
て
い
る
学

生
が
多
い
の
で
、

(
2
)
記
録
を
取
る
ポ
イ
ン
ト
や

、
(
3
)
保
育
者
の
意
図
を
し
っ
か
り
と
ら
え

て
記
録
す
る
こ
と

な
ど
、
実
習
記
録
に
つ
い
て
で
あ
る
。
 

 養
④
：
必
須
な
こ
と
と
し
て
は
、

(
1
)
ど
う
し
て
も
事
務
的
な
こ
と
が
入
っ
て

く
る
。
工
夫

あ
る
取
り
組
み
と
し
て
は
、
た
と
え
ば

(
1
5
) 記

録
の
書
き
方
や
計
画

は
、
実
習
指

導
の
中
で

は
や
ら
ず
に
、
保
育
課
程
論
の
授
業
の
中
で
、
実
習
指
導
を
見
据
え
て
行

っ
て
お
り
、
実

習
指
導
の
授
業
だ
け
で
は
な
く
他
教
科
と

大
半
を

連
携
し
て
や
っ
て
い
る
。

(
1
4)
実
習
指
導

の
授
業
も

1
5
コ
マ
で
は
な
く
、
1
8
コ
マ
で
や

っ
て
い
る

。
 

 
1
学
年

25
0
名
い
て
、

(
1
6)
実
習
指
導
は

1
2
ク
ラ
ス
作
っ
て
少
人
数
で
や
っ
て
い
る
。

特
色
と
し
て
、
単
科
の
短
大
な
の
で
、

(
1
7
) 保

育
所
実

習
も
施
設
実
習
も
幼
稚
園
実
習
も
、

同
一
の
教
員
が
グ
ル
ー
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て

配
置
す
る
仕
組
み
を
確
立
し
て
い
る
。
 

 
挨
拶
等
の
指
導
に
つ
い
て
は
、
授
業
内
で
は
で
き
な
い
の
で
、
文
化
的
に
学
内
で
挨
拶

を
す
る
雰
囲
気
を
つ
く
っ
て
や
っ
て
い
る
。
 

 
子
ど
も
と
の
関
わ
り
不
足
の
学
生
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、初

め
て
の
実
習
（
１

年
の
１
月
の
時
期

保
育
所
実
習
）
前
の

(
21
) 夏

休
み
な
ど

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

出
来
る

よ
う

に
し
て
い
る
。
某
協
会
某
支
部
と
提
携
し

て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
で
き
る
仕
組
み
（
4
年
前

位
か
ら
）
を

作
っ
て
、
評
価
の
な
い
と
こ
ろ
で
保
育
を

楽
し

む
経
験
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
る
。

(
18

) 子
ど

も
と
か
か
わ
る
こ
と

や
一
日
の
保
育
の
流
れ
を
知
る
こ
と
な

ど
、
プ
レ

的
に
学
べ
る
よ
う
に

し
て
か
ら
、
ス
ム
ー
ズ
に
実
習
が
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
。

(
2
1)
大
学
独
自
で
も

、
地

域
の
保
育
園
や
幼
稚
園
、
児
童
福
祉
施
設
と
連
携
し
同
じ
よ
う
な

仕
組
み
を
作
っ
て
大
学
主
導
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が

行
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
 

 保
③
：
事
前
に
い
ろ
い
ろ
勉
強
し
て
き
て
い
る
こ
と
も
感
じ
て
い
る
の
で
、
事
前
に
話
を

す
る
際
、
ど
ん
な
実
習
を
し
た
い
か
と
い
う
こ
と
を
学
生
に
聞
く
よ
う
に
し
て
い
る
。
記

録
の
部
分
で
は
、
ど
ん
な
ふ
う
に

(
2
9)
ど
ん
な
記
録
を
と
っ
て
い
い
か
と
い
う

と
こ
ろ
を
悩

ん
で
い

る
ま

ま
現

場
に

来
て

い
る
よ

う
な

感
じ

が
あ

る
の
で
、

(
31
)
エ
ピ

ソ
ー

ド
が

い
い

か
、

(
3
2
) 時

系
列
が
い
い
か

、
(
33

)
学
生
に
よ
っ
て
捉
え
方
が
違

う
の

で
、
相
談
し

な
が
ら
進

め
て
い
る
が
、

(
34

)
ど
ん
な
実
習
日
誌

に
し
た
い
と
い
う
こ
と
を
学
校

の
中
で
決

め
て
き
て

も
ら
え
る
と
あ
り
が
た
い
と
感
じ
て
い
る

。
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事
前
指

導

の
ポ
イ

ン

ト
  

 （
ワ
ー
ク
の
具
体
的
な
も
の
と
し
て
は
？
）
 

養
①
：
例
え
ば
基
礎
知
識
の
確
認
と

い
う
場
合
は
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使
っ
て
、
講
義
で

は
な
く
て
、
自
分
で
実
習
を
し
て
、
確
認
を
し
て
、
ど
こ

ま
で
自
分
が
理
解
し
て
い
る
か

と
い
う
、
そ
う
い
う
プ
リ
ン
ト
を
渡
し
て
家
で
や
っ
て
く
る
。
そ
し
て
最
終
的
に
分
か
ら

な
い
と
こ
ろ
が
な
い
よ
う
に
し
た
上
で
、
実
習
日
誌
の
ほ

う
に
記
録
を
す
る
と
い
う
こ
と

を
や
っ
て
い
る
。
 

 養
②
：
本
学
は

2
年
制
の
短
大
で
、

学
生
は

1
学
年

6
0
人
で
す
の
で
、
比
較
的
小
さ
い

所
。
短
大
、
専
門
学
校
も
そ
う
だ
と
思
う
が
、
基
礎
学
力
が
す
ご
く
落
ち
て
き
て
い
る
。

基
本

的
な

課
題

、
実
習

以
外

の
と
こ

ろ
で

い
ろ

い
ろ
と

し
な

い
と
い
け

な
い
こ

と
が

あ

る
。

(
11

)
実
習
の
中

身
に
入
る

前
の
と

こ
ろ
と
し
て
、
基
本
的
な
態
度
、
社
会
人

と
し
て
の

マ
ナ
ー

と
い
う
か

、
そ
の
辺
も
よ

く
指
摘
さ
れ
る
の
で
。
そ
れ
だ
け
で
き
れ
ば
い
い
と
は

思
っ
て
い
な
が
、
そ
れ
も
で
き
な
い
と
実
習
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
よ
く
痛
感
し
て

い
る
。
最
低
限
あ
る
程
度
文
章
を
書
け
る
こ
と
と
、

(
9
)
あ
い
さ

つ
と
か
、

(
1
1)
社
会
人
と
し

て
の
マ

ナ
ー
と
い

う
よ
う

な
も
の
を

、
実
習

指
導

じ
ゃ
な
い
形
で
と

い
う
前
提
と
し
て
や

り
つ
つ

、
あ
と
は
基
本
的
な
実
習
の

指
導
と
い
う
ふ
う
に
や
っ
て
い
る
。
 

基
本
的
に
そ
う
い
っ
た
学
力
面
だ
け
で
は
な
く
て
、
子
ど
も
が
好
き
と
言
い
な
が
ら
、

意
外
と
子
ど
も
と
関
わ
れ
な
い
学
生
た
ち
が
増
え
て
い
る
の
で
、
何
ら
か
の
議
論
が
学
校

で
追
求
さ
れ
て
い
る
と
は
思
う
。

(1
8)
実
習
に
行
く

前
に
で
き
る
だ

け
た
く
さ
ん
の
子

ど
も

た
ち
と

関
わ
る
よ

う
な
機

会
を
用
意

し
よ
う
と
い

う
こ

と
で
、
工
夫
は
し

て
い
る
。
本
学

で
、
短
大
附
属
の
幼
稚
園
と
保
育
園
、
両
方
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
の
ほ
う
で

(
2
0)
見
学
実
習

や
あ
と
は

(
2
1)
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
の
実
習

を
2
日
ず

つ
、
ト
ー

タ
ル

4
日

間
、
や
る

と

い
う
こ
と
と
、

(
2
3)
学
園
で
子

育
て
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
を
や
っ
て

い
る
の
で
、
こ
ち
ら
も

あ
る
の

で
、
そ
う
い
っ

た
と
こ
ろ

も
使
っ
て
学
生
に
比
較

さ
せ
て
、
幼
稚
園
に
入
る
前
の

子
ど
も

た
ち
が
多

い
が
、

年
に

1
年

生
1
回
、
2
年
生

1
回
だ
け
し

か
な
い
が
、
少
し
実

践
的
な

と
こ
ろ
を

や
る
よ

う
に
は
し

て
い
る
。
 

 

養
①
：
事
前
の
と
こ
ろ
で
ち
ょ
っ
と
補
足
が
あ
る
が
。
子
ど
も
学
と
い
う
メ
イ
ン
の
科
目

が
あ
っ
て
、
実
習
に
行
か
な
い

1
年

生
の
と
き
に
、
保
育
園
、
幼
稚
園
、
認
定
子
ど
も
園

に
(
2
4
) 記

録
も
取

ら
な
い
で
い
い
、
た

だ
子
ど

も
と

関
わ
っ

て
楽
し
く
過
ご

し
て
き
ま
し
ょ

う
、
み
た
い
な

も
の
を

取
り
入
れ
て
い
る
。
だ
か
ら

、
実
習
の
と
き
に
は
本
当
に
緊
張
し

て
い
て

、
楽
し
く

と
い
う

と
こ
ろ
が

な
か
な
か
飲

み
込

め
な
い
か
と
思
う

が
、
1
年
生

の

子
ど
も

学
の
授
業

で
の
見

学
は
と
て

も
リ
ラ
ッ
ク

ス
し

て
楽
し
ん
で
く
る
よ
う
で
、
そ
う

い
う
企
画
も
事
前
の
中
に
は
入
っ
て
い
る
か
な
と
い
う
ふ
う
に
は
思
っ
て
い
る
。
 

 保
①
：
私
た
ち
現
場
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
実
習
生
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
大

き
な

目
的
と
し

て
、

(
70
)
や
は

り
保
育

の
楽

し
さ

を
感
じ
て

も
ら
い

た
い

と
い

う
の
が

1

番
。
保
育
の
道
を
選
ん
で
、
そ
う
い

っ
た
学
校
に
行
っ
て
、
そ
こ
か
ら
違
う
道
を
選
ぶ
学

生
も
多
い
の
か
と
思
う
が
、
職
場
の
中
で
共
有
し
て
い
る
の
が
ま
ず
楽
し
ん
で
帰
っ
て
も

 保
④
：
そ
う
す
る
と
、
今
度
は

(
29
) 記

録
を
書
く
こ
と
に
夢
中
に
な
っ
て
し
ま

う
学
生
も
い

て
、
も
の
す
ご
く
細
か
く
記
録
し
て
い
て
、
こ
れ
は
す
ご
い
ね
と
い
う
く
ら
い
に
細
か
い

記
録
の
学
生
が
い
る
。
一
方
で
、
ざ
っ
く
り
書
い
て
く
る
学
生
さ
ん
も
い
て
二
つ
に
わ
か

れ
て
い
る
状
況
も
あ
る
。

(
30
) 細

か
く
か
い
て
く
る
学
生

に
は
、
そ
ん
な
に
記

録
に
頑
張
ら

な
く
て
も
い
い
の
に
と
。
実
習
Ⅰ
の
と
き
な
ん
か
は
、
も
っ

と
も
っ
と
子
ど
も
と
触
れ
合

っ
て
ほ
し
い

な
と

い
う
の
は
感
じ
て
い
る
。
人
目
を
気
に
し
な
が
ら
実
習
し
て
い
る
学
生

が
多
い
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。
「
や
り
た
い
よ
う
に
や
っ
て
ご
ら
ん
」
と
指
導
し
て
い
る
。

そ
こ
か
ら
始
ま
る
と
思
っ
て
い
る
。
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ら
う
、

(
7
1
) 保

育
の
道
に
進
ん
で
も

ら
う
、
と
い
う
こ
と
を
第
一

と
し
て
考
え
て
い
る
。
も

う
一
つ
が

(
7
4)
や
は
り

保
育
士
自
身
の
学
び
に
し
て

も
ら

い
た
い
と
い
う
こ
と
を
、
管
理
側

の
立
場

に
な
っ
て

、
強
く
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。
そ
れ
は
、
今
、
保
育
園
も
増
え
て
い
く

中
で
、
保
育
の
質
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
上
げ
る
の
か
、
そ
れ
が
大
き
な
課
題
と
私
自
身
感

じ
て
い
て
、
私
の
園
で
も
や
は
り
若
い
ス
タ
ッ
フ
、
そ
う
い
う
指
導
を
す
る
こ
と
に
慣
れ

て
い
な
い
保
育
士
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
う
の
で
、
や
は
り
学
生
さ
ん
に
来
て
も

ら
っ
て
、
そ
こ
に
伝
え
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
が
大
き
な
課
題
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。
 

(
7
2)
先
ほ

ど
の
文
章

が
書
け

な
い
と

か
、
社
会
人
と
し
て
の
態
度
と
い

う
と
こ
ろ
は
、
や

は
り
現

場
に
来
て

か
ら
も

伝
え
て
い

く
と
こ
ろ
の

、
そ
こ

の
課
題
を
共
有
し

な
が
ら

、
逆

に
こ
う

し
て
ほ
し

い
と
い

う
よ
り
か

は
、
そ

の
後

の
現
場
で
の
学
び

に
も
期
待
し
て
も
ら

う
と
い
う
か
、
そ
の
中
で
保
育
の
道
を
諦
め
な
い
よ
う
な
指
導
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
う
。
 

 

保
②
：
先
ほ
ど
の
話
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
子
ど
も
と
関
わ
る
機
会
を
学
生
の
う
ち
に
た
く

さ
ん
取
っ
て
も
ら
え
る
と
い
い
と
思
っ
て
い
る
。
割
と
学
生
さ
ん
は
忙
し
く
て
、
な
か
な

か
保
育
の
ア
ル
バ
イ
ト
だ
っ
た
り
、
関
わ
る
こ
と
が
今
、
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
話

も
聞
く
機
会
も
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
る
と
い
い
か
な
と
思
っ
て
い
る
。
子
育

て
支
援
と
か
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
の
関
わ
り
も
学
生
さ
ん
の
う
ち
に
た
く
さ
ん
し
て
き
て

も
ら
え
る
と
い
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
感
じ
て
い
る
。
 

今
、
子
育
て
支
援
と
い
う
か
、
子
育
て
ル

ー
ム
み
た
い
な
も
の
が
始
ま
っ
て
、
そ
の
中

で
保
護
者
が
い
る
、

(
7
3
) 子

ど
も
が

い
る
中
で
ど

う
や
っ
て
保
護
者

と
関
わ
る
か
と
か
、
そ

う
い
う

の
が
も
う

少
し
リ

ラ
ッ
ク
ス

し
た
状
態
で

経
験

が
で
き
た
り
も
す

る
の
で
、
そ

う

い
う
雰

囲
気
の
中

に
入
れ

る
と
い
い

か
な
と
思
っ

て
い

る
。
あ
と
は
、
や
は
り
目
的
を
し

っ
か
り
と
持
っ
て
き
て
い
た
だ
け
る
と
、
そ
の
と
き
の
目
的
で
は
な
く
て
も
い
い
と
は
思

う
が
、

(
5
8
) 自

分
が
こ

の
実
習
で
こ
ん
な
こ
と

を
し

た
い
と
い
う
、
少
し
で
も
い
い
の
で

、

そ
の
思

い
を
オ
リ

エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン

の
と
き
で
も

話
し

し
て
く
れ
る
と
、
こ
ち
ら
も
少

し

広
げ
て

い
け
る

か
な
と
い
う
ふ
う
に
感
じ
て
い
る
。
 

 

            

養
①
：
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
っ
て
、
丁
寧
に
ど
の
よ
う
に

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
く
る
か
と
。
(
3
8)
電
話

の
か
け
方
か
ら

レ
ク
チ
ャ
ー
を
し

て
い

る
。
今
の
学
生
た
ち
の
電
話
の
対
応
と
か
に
や
や
不
安
も
あ
る
の
で
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
し

っ
か
り
、

(
3
9
) ど

う
い
う

ふ
う
に

敬
語

を
使
う
と
か
。
本
当
に
恥
ず
か
し
い
が
、
そ
う
い
っ

た
こ
と
も
含
め
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
、
ど
う
い
う
時
間
帯
に
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
、
保
育
園
の
事
情
、
幼
稚
園
の
事
情
を
話

し
て
、
そ
の
時
間
帯
を
。
自
分
の
都

合
の
い
い
時
間
帯
を
先
に
言
う
の
で
は
な
く
て
、
先

方
の
都
合
の
い
い
時
間
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
る
よ
う
に
、
そ
う
い
う
ふ
う
な

こ
と
も
配
慮
す
る
よ
う
に
と
い
う
ふ
う
に
学
生
に
は
伝
え
て
い
る
。
 

そ
れ
か
ら
、
実
際
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
に
行
っ
た
と

き
に
は
、
ま
ず
、
や

は
り
保
育
課
程
と
か
、
そ
の
園
の
保

育
目
標
、
保
育
方
針
、
そ
れ
か
ら
保
育
課
程
、
そ
れ

か
ら
保
育
指
導
計
画
を
、
も
し
そ
の
時
点
で
見
せ
て
い
た
だ
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
見
せ
て

養
④
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
何
を
見
て
く
る
か
、
聞
い
て
く
る
か
と
い
う
こ
と
は
明
確

に
示
し
て
い
る
。

(
3
5)
記
録
用
紙
の
中
に
実
習
園
の
概
要
（
沿
革
、
理
念
、
環

境
、
ク
ラ
ス

編
成
）
を
書
く
欄
が
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の

こ
と
を

聞
い
て
く
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
事
前
に
聞
い
て
お
か
な
い
と
、
学
生
は
実
習
中
に
そ
の
こ
と
を
聞
い

て
く
る
余
裕
や
身
の
こ
な
し
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。

(
3
6)
実
習

に
入
る
に
あ
た
っ
て
の

身
だ
し
な
み

、
(
37
)
持
ち
物
な
ど
も
聞
い

て
く
る
よ
う
指
導

し
て
い
る
。
 

こ
の
他
、

(
4
2)
自
分
が
ど
う
実
習
し
た

い
の

か
、
何
を
学

び
た
い
の
か
を
（
自
己
課
題
）

を
し
っ
か
り
伝
え
る
こ
と
を
指
導
し
て
い

る
。
 

ま
た
、
実
習
連
絡
会
で
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
と
質
問
が
あ
っ

た
の
で
、
実
習
実
施
要
綱
を
作
っ
て
園
に
渡
し
て
い
る
。
 

 

養
③
：
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
お
う
か
が
い
す
る
前
に
、
基

本
的
な
確
認
事
項
（
服
装
、
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オ
リ
エ

ン

テ
ー
シ

ョ

ン
                                  

い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
と
、
親
御
さ
ん
向
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
入
園
の
案
内
、
そ
う
い

っ
た
も
の
も
い
た
だ
い
て
く
る
と
、
そ
の
園
の
概
要
が
非
常
に
つ
か
み
や
す
い
の
で
、
お

話
を
聞
い
て
し
っ
か
り
メ
モ
を
取
る
こ
と
と
、
そ
う
い
っ

た
資
料
を
差
し
支
え
な
い
範
囲

で
見
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
学
生
に
伝
え
て
い
る
。
そ
れ

か
ら
そ
う
い
っ
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
れ
を
持
っ
て
帰
っ
て
き
て
、
自

分
で
も
う
一
度
復
習
で
き
る
の

で
、
そ
の
こ
と
も
伝
え
て
い
る
。
 

そ
れ
か
ら
、

(
4
0)
実
習
計
画
と

い
う
の
は
特
に
立
て
さ
せ
て
は

い
な

い
が
、
ど
う
い
う
入

り
方
を

し
た
い
か

、
実

習
を
ど
う

い
う
ふ
う
に
受
け
た
い

か
と
い
う
こ
と
、
ど
う
い
う
方

法
が
あ

る
か
と
い

う
こ
と

を
授
業
の

中
で
説
明
し

て
、
園
と
相
談

し
な
さ
い
と

。
そ
れ
で
、

園
の
事
情
で
自
分
が
幼
児
ク
ラ
ス
に
入
り
た
い
、
あ
る
い
は
乳
児
ク
ラ
ス
に
入
り
た
い
と

し
て
も
、
入
れ
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
、
自
分
の
希
望
を
言
っ
て
も
い
い
け
れ
ど
も
、
あ

く
ま
で
も
園
の
事
情
を
聞
い
て
か
ら
、
最
終
的
に
話
し
合
っ
て
、
実
習
方
法
を
決
め
る
よ

う
に
と
い
う
話
を
し
て
い
る
。
 

そ
れ
か
ら
、
実
習
に
実
際
に
行
く
場
合
の
学
生
個
々
の
目
的
な
ど
は
、
実
習
日
誌
の
ほ
う

に
書
か
せ
る
が
、
そ
の
と
き
に
自
分
の
実
習
へ
の
意
欲
、
抱
負
と
い
う
よ
う
な
も
の
と
、

そ
れ
か
ら
実
習
課
題
を
明
確
に
す
る
と
い
う
こ
と
を
授
業
の
中
で
や
っ
て
い
る
。
そ
の
課

題
に
つ
い
て
は
、
一
応
子
ど
も
理
解
と
か
、
保
育
所
理
解
と
か
、
園
理
解
と
い
っ
た
よ
う

な
形
で
、
大
枠
決
め
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
具
体
的
に
子
ど
も
の
ど
う
い

う
と
こ
ろ
、
ど

う
い
う
場
面
の
、
ど
う
い
う
内
容
を

実
習
し
て
き
た
い
の
か
と
い
う
具
体
的
な
も
の
を
自

分
で
考
え
な
さ
い
と
い
う
ふ
う
に
言
っ
て
い
る
。
 

大
学
の
先
生
方
が
過
去
に
作
ら
れ

た
教
科
書
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
全
て
書
い
て
あ
る

と
い
う
状
況
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
学
生
は
見
な
が
ら
、
具
体
的
な
課
題
を
立
て
て
い
く
こ

と
に
な
る
。
実
際
に
は
自
分
が
で
き
る
よ
う
な
数
じ
ゃ
な
く
て
、
た
く
さ
ん
の
課
題
を
書

い
て
く
る
学
生
も
い
る
し
、
抽
象
的
な
内
容
で
課
題
を
書
い
て
く
る
学
生
も
い
る
の
で
、

結
果
的
に
は
そ
れ
を
指
導
す
る
形
に
な
り
、
個
々
に
実
習
指
導
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ

の
実
習
指
導
の
方
法
が
、
う
ち
は
保
育
士
養
成
を
長
年
や
っ
て
き
た
関
係

で
、
全
教
員
が

そ
の
日
誌
を
通
し
た
実
習
指
導
を
す
る
と
い
う
体
制
を
取
っ
て
い
る
。
 

(
4
1)
教
員

用
マ
ニ
ュ

ア
ル
、
そ
れ

か
ら
新
し
く
勤
務

さ
れ
た
教
員
に

も
こ
う
い
う
実
習

指

導
を
し

て
く
だ
さ

い
と
い

う
こ
と
で
、
そ
の
流
れ
と
指

導
の
内
容
を
き
ち

ん
と

理
解
し
た

上
で
、
教
養
の
先
生
か
ら
全
て
の
先
生
が
学
生
を
受
け
持
つ
形
で
や
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ

る
ゼ
ミ
と
同
じ
よ
う
な
考
え
方
で
、
1
人

1
0
人
前
後
、
全
教
員
が
担
当
し
て
、
実
習
課
題

の
よ
う
な
も
の
に
、
こ
れ
は
大
丈
夫

な
の
か
と
か
、
こ
う
い
う
課
題
は
持
っ
た
の
か
と
か
、

個
々
に
指
導
を
し
て
も
ら
い
、
最
後
に
そ
の
教
員
の
講
評
み
た
い
な
も
の
を
も
ら
っ
て
、

実
習
に
出
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
 

 

養
②
：
基
本
的
に
は
（
今
）
お
話
し
い

た
だ
い
た
の
と
同
じ
よ
う
な
と
こ
ろ
。
本
学
も
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
あ
る
、
計
画
か
ら
訪
問
の
仕
方
ま
で
。
た
だ
、
一

番
は
実
習
で
日
誌
の
最
初

の
ペ
ー
ジ
で
内
容
を
書
く
ペ
ー
ジ
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
を
書
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
ほ

し
い
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
も
ら
っ
た

り
。
そ
れ
が
な
か
な
か
で
き
な
い
の
で
、
最
近
は
記

入
用
紙
を
作
っ
て
、
こ
れ
に
書
い
て

き
な
さ
い
と
。
そ
の
配
属
ク
ラ
ス
は
ど
こ
で
す
か
と
、

持
ち

物
）
を
指
導
し

て
い
る

。
ま
た
、

(
4
3
) 実

習
の
目

標
を

書
か
せ
て
、
持
参
し
て
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
臨
む

よ
う
に
し
て
い
る
。

(
4
5)
個
別
に
配
慮
が
必
要
な
学
生
、
た
と
え
ば

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
、
服
薬
な
ど
が
在
る
場

合
は
自

分
で
伝
え
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
 

 保
④
：

(
6
9)
オ

リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は

、
緊
張
が
強
い
の
で
、
言
い
た
い
こ
と
の
半
分
く

ら
い
は
言
え
て
い
な
い
よ
う
な
状
況
が
あ
る
。

(
5
4)
ど
う
い
う
実
習
が
し
た
い

か
を
紙
に
書

い
て
、
言
葉
に
し
て

は
く
る
が
、
実
際
に
聞
く
と
ぜ
ん
ぜ
ん
応
え
ら
れ
な
い
。
た
と
え
ば
、

実
習
Ⅱ
の
学
生
で
は
、
責
任

(
56

)
実
習
を
ど
う
や
り
た
い
か
を
聞
く
と
、「

保
育
園
に
お
任

せ
し
て
い
る
の
で
決
め
て
下
さ
い
」
と
い
う
よ
う
な
学
生
が
い
る
。「

紙
芝
居
や
る
？
」
な

ど
と
聞
い
て
も
「
先
生
決
め
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
感
じ
の
方
が
い
る
。
ほ
ん
と
う
に
わ

か
ら
な
い
の
か
な
と
い
う
感
じ
で
あ
る
。
も
う
少
し
具
体
的
に
ど
う
し
た
い
か
と
い
う
こ

と
を
決
め
て
か
ら
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
臨
ん
で
い
た
だ
け
る
と
よ
い
。

(
5
5)
学
生
が
主

体
的
に
実
習
す
る
こ
と
を
大
事
に
し
た
い
。
意
欲
的
な
学
生
は
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

の
時
に
、
「
こ
れ
を
や
り
た
い
ん
で
す
」
と
製
作
物
を
も
っ
て
き
た
り
、「

こ
う
い
う
絵
本

を
読
ん
で
も
い
い
で
す
か
」
と
い
う
学
生
も
い
る
。
二
極
化
し
て
い
る
。
 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
来
た
ら
、

(
4
7)
ま
ず
園
内
を
見
て
も
ら

う
よ
う
に
し
て
い
る
。

子
ど
も
達
が
実
習
生
に
慣
れ
て
い
る
の
で
、
実
習
生
が
く
る
と
遊
ん
で
も
ら
え
る
と
い
う

感
じ
で
、
実
習
生
が
き
た
ら
よ
っ
て
た
か
っ
て
と
い
う
状
況
で
。
見
学
が
終
わ
る
と
ち
ょ

っ
と
緊
張
が
と
れ
て
笑
顔
が
出
た
り
、
自
信
が
つ
い
た
り
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
あ
る
。 

(
6
1)
配
属
ク
ラ
ス

は
、
実
習
１
で
は
成
長
・
発

達
の
実
際
を
見
て
も
ら
う
た
め
、
０
歳
児

ク
ラ
ス
か
ら
５
歳
児
ク
ラ
ス
ま
で
順
番
に

入
れ
る

よ
う
に
。

(
62
) 実

習
Ⅱ
で

は
、
ど
こ
に
入

り
た
い
か
、
希
望
を
聞
く
よ
う
に
し
て
い

る
。
 

 保
③
：
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
公
立
な
の
で
あ
る
程
度
の
決
ま
り
が
あ
る

の
で
、
そ
れ
は
踏
ま
え
た
上
で
、

(
6
9)
ま
ず
は

緊
張
を
ほ
ぐ
し
た
い
の
で

(
4
7
) 園

の
中
を
み
て

も
ら
っ
た
り
、
園
庭
を
見
て
も
ら
っ
た
り
し
な
が
ら

(
4
6)
園
の
概
要
を
伝
え
る
。
 

(
6
6)
守
秘
義
務
に

つ
い
て
は

書
面

で
渡
し
て
説

明
し
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
説
明
を

受
け
た
こ
と
と
い
う
こ
と
の
記
録
を
書
面
に
残
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
る
。
 

(
5
4)
ど
ん
な
実
習

を
し
た
い

か
と

い
う
こ
と
を

聞
く
。
実
習
Ⅱ
の
場
合
は
、
ま
だ
計
画
は

で
き
て
い
な
い
学
生
も
多
い
の
で
、「

(
5
9)
学
校
の

中
で
習
っ
た
も
の
、

(6
0
) 作

っ
た
も
の
を

実
習
で
ど
う
ぞ
や
っ
て
み
て
、
使
っ
て
み
て
下
さ
い
」
と
言
っ
て
い
る
。
ま
た
、
で
き
た

ら
や
っ
て
み
た
こ
と
、
使
っ
て
み
た
こ
と
を
、
学
校
の
先
生
に
是
非
、
報
告
を
し
て
く
だ

さ
い
と
い
っ
て
い
る
。
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オ
リ
エ

ン

テ
ー
シ

ョ

ン
                       

用
意
す
る
も
の
何
で
す
か
、
実
習
ま
で
に
用
意
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
も
の
は
何
だ
、
練

習
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
も
の
は
な
い
か
と
か
、
全
部
書
か
せ
て
こ
れ
を
一
通
り
聞
い
て

く
れ
ば
大
丈
夫
だ
と
い
う
も
の
を
事
前
に
渡
し
て
。
抜
け
て
い
る
の
も
あ
る
が
。
そ
れ
で
、

実
習
の
抱
負
を
書
い
て
。
(
4
4)
実
習
巡
回

担
当
の
教
員
で
個

別
指
導

し
て
実
習
に

出
し
て
い

る
。
基
本
的
に
同
じ
よ
う
な
感
じ
で
あ
る
。
 

 保
①
：
ま
ず
、
私
た
ち
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
と
こ
ろ
で
は
、
や
は
り
学
生
さ
ん
に

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
、
伝
え
る
べ
き

視
点
と
い
う
こ
と
は
、
漏
れ
の
な
い
よ
う
に
、
抑
え

る
べ
き
こ
と
と
い
う
こ
と
を
十
分
確
認
は
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
保
育
の
目
標
だ
っ
た

り
、
発
達
に
つ
い
て
知
ら
せ
た
り
、
あ
と
は
持
ち
物
が
あ
っ
た
り
、

(
4
6
) 保

育
園
の
概
要
を

伝
え
た

り
。
あ
と
、
伝
え
な
き
ゃ
い
け
な
い
な
と
最
近
思
っ
て
い
る
の
が
、
倫

理
的
な
部

分
。
そ
れ
が
、
先
ほ
ど
か
ら
話
の
中
で
、
人
と
し
て
の
部
分
、
社
会
人
と
し
て
の
部
分
と

い
う
と
こ
ろ
の
話
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
職
員
に
対
し
て
も

同
じ
で
、

(
67
)
個
人
情
報
や
関

わ
り
で
も
世
の
中
で

(
6
8)
虐
待
が

シ
ビ

ア
に
な
っ
て
い
く
中
で

、
保

育
士
の
そ
う
い
っ

た
視

点
も
シ

ビ
ア
に
な

っ
て
き

て
い
る
時

代
だ
と
思
う

の
で

、
そ
う
い
っ

た
と
こ
ろ
に
つ
い
て

も
、
し

っ
か
り
伝

え
て
い

か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
な
と
い
う
の
を
感
じ
て
い
る
。
 

実
習
の
配
属
希
望
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
先
ほ
ど
相
談
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
や

は
り
ま
ず
希
望
を
出
し
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
の
は
、
こ
ち
ら
と
し
て
も
あ
り
が
た
い
と

思
う
。
本
園
と
し
て
も

(
74

) 実
習
生
さ
ん

の
受
け
入
れ
が
ど

の
よ
う
に
ス
タ
ッ
フ

の
学
び
に

つ
な

が
る

か
と

い
う

視
点
も

大
き
な

視
点

な
の
で

、
そ

こ
も

考
え

な
が

ら
の
配

属
に

な

る
。
 

実
習
ノ
ー
ト
の
書
き
方
と
か
も
、
私
自
身
が
そ
ん
な
に
細
か
く
書
く
タ
イ
プ
で
は
な
か

っ
た
。
 

(
6
4)
実
習

ノ
ー
ト
を

何
で
取

る
の
か

と
い
う
と

こ
ろ
を
、
私
た
ち
の

園
で
の
考
え
と
し

て

伝
え
て

い
る

。
学
生
さ
ん
に
よ
っ
て
は
ペ
ー
ジ
を
継
ぎ
足
し
て
、
何
時
間
も
と
い
う
方
も

い
る
が
、
大
事
な
の
は
そ
れ
で
全
て
ま
と
め
る
と
い
う
よ
り
は
、

(
65
)
保
育
の
ね
ら
い
か
ら

計
画
を

立
て
て
い

く
と
か

、
私
た
ち

が
日
々
や
っ

て
い

る
仕
事
を
疑
似
体

験
と
い
う
か
、

そ
う
い

う
と
こ
ろ

も
ね
ら

い
と
し
て

あ
る
の
か
と
思
う
。
全
て
書
く
と
い
う
よ
り
か
は
、

書
き
方
の
指
導
と
い
う
と
こ
ろ
は
最
初
に
伝
え
て
お
い
て
あ
げ
な
い
と
、
後
か
ら
改
善
し

て
い
く
の
は
難
し
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
養
成
校
側
の
指
導
も
あ
る
と

思
う
の
で
、
そ
こ
は
学
生
さ
ん
か
ら
話
を
伺
い
な
が
ら
で
あ
る
。
 

 保
②
：
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
と
き
に
は
、
園
で
の

(
6
6
) 守

秘
義
務

や
出
勤
時
間
な
ど
、

用
紙
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
も
の
で
説
明
を
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
不
明
な
点
を
学
生
に
確

認
の
了
解
を
取
る
よ
う
な
形
を
取
っ
て
進
め
て
い
る
。
実
習

計
画
の
ほ
う

は
、

(
62

) 本
人
が

ど
こ
の

年
齢
を
や

り
た
い

か
と
い
う

の
を
、
そ
の
場
で
考

え
る
学
生
も
い
れ

ば
、
い
ろ
い

ろ
。
そ
の
辺
は
学
生

の
希
望
を

な
る
べ
く
取

り
入

れ
た
い
と
い
う
の

が
う
ち
の
園
の
考
え

で
も
あ

る
。
方
向
性
と
し
て
は
、
学
生
の
行
き
た
い
配
属
の
場
所
と
い
う
形
で
設
定
し
て

い
る
。
一
応

2
週
間
と
か
と
い
う

(
6
3)
期

間
内
の
計
画
表
の
お
知
ら
せ
を
し
て

、
学

生
に
こ

の
日
は

こ
れ
を
す

る
と
い

う
形
を
示

し
て
お
い
て
、
不
明
な
点
が
あ
っ
た
ら
、
も
う
一
度
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来
て
も
ら
っ
た
り
は
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
と
き
に
確
認
を
し
て
、
実
習
に
挑
ん
で
も
ら

う
と
い
う
の
を
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
と
き
に
基
本
的
に
話
し
て
い
る
。
 
 
 

保
育
課
程
を
提
示
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
(
48
)
保
育
課
程
と
か
そ
の
辺
は
提
示
は
し
て

い
な
い

が
、
必
要

性
が
あ

る
の
か
な

と
思
う
。
 

 

                 

実
習
期

間

中
の
経

験

内
容
 

               

保
②
：
な
る
べ
く
子
ど
も
の
名
前
を
覚
え
て
呼
ん
で
あ
げ
て
、
ど
う
し
て
も
来
る
子
に
対

し
て
は
関
わ
り
が
多
く
な
る
が
、
な
か
な
か

(
1
20
)
近
寄
っ
て
こ

な
い
子
ど
も
た
ち

に
も
声

を
掛
け

て
し
っ
か

り
関
わ

る
よ
う
に

、
経
験

を
し

よ
う
と
い
う
こ
と

を
学
生
に
話
を
し
て

い
る
。
あ
と
は
、

(
12

1)
遊
び
方

と
か
関

わ
り
方
が
分

か
ら
な

い
と
い
う
こ
と

も
あ
る
の
で
、

そ
の
辺

は
保
育
を

し
な
が

ら
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
今
、
こ
れ
だ
か
ら
こ
う
や
っ
て
考
え

て
ご
ら
ん
と
い
う
形
で
関
わ
ら
せ
る

こ
と
と
、

(
1
22
)
毎
日
絵
本

と
か
紙
芝
居
と
か

読
む
機

会
を
作

っ
て
子
ど

も
と
接

す
る
機
会

を
提
供
し
て

い
る

。
そ
う
い
う
こ
と
を
実
習
中
は
作

る
よ
う
に
し
て
い
る
。
 

(
1
23

)
学
生
が

指
導
案

を
書
い

た
り

、
計
画
を
立
て

る
と
、
ど
う
し
て

も
そ
れ
に
沿
っ

て

い
か
な

き
ゃ
い
け

な
い
と

い
う
ふ
う

に
思
っ
て
し

ま
う

の
で
、
自
由

に
や
っ
て
い
い
よ
と

い
う
よ

う
な
形
で

す
る

と
、
少
し
リ

ラ
ッ
ク
ス
を
し
て
、
学
生
さ
ん
も
や
り
や
す
い
の
か

な
と
感
じ
て
い
る
。
 

(
1
26

)
保
護
者

の
対
応

を
し
て

い
る

保
育
教
諭
の
様

子
を
見
て
も
ら
う

と
い
う
の
も
取

り

入
れ
て

い
る

。
ど
の
よ
う
な
や
り
と
り
を
し
て
、
保
護
者
が
ど
の
よ
う
表
情
を
し
て
い
る

の
か
。
内
容
と
し
て
も
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
、
楽
し
い
こ
と
、

い
ろ
い
ろ
あ
る
の
で
、
今
日
は
こ
ん
な
こ
と
を
伝
え
る
か
ら
、
聞
い
て
い
て
ね
と
い
う
よ

う
な
。
朝
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
も
、
ど
う
や
っ
て
受
け
入
れ
て
い
る
か
み
て
も
ら
っ
て

い
る
。
 

 保
①
：

(
1
24
) 実

習
I
と

I
I
で
は
変

わ
っ
て
く
る

と
思
っ
て
い

る
。
I
は
観
察

実
習
、

(
12
5)
I
I

は
責
任

実
習
と
い

う
形

だ
が
、
初
め

て
来
る

I
の
学
生
は
、
子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
で
、

け
ん
か
が
起
き
る
と
ど
こ
ま
で
と
か
、
お
着
替
え
は
ど
こ
ま
で
と
か
、
甘
え
を
ど
こ
ま
で

と
か
、
本
当
に
細
か
な
と
こ
ろ
、
子

ど
も
と
の
関
わ
り
の
と
こ
ろ
で
関
係
を
築
い
て
い
く

と
こ
ろ
の
悩
み
を
持
た
れ
る
こ
と
が
多
い
。
 

私
た
ち
の
園
で
も
基
本
的
に
は
本
当
に
や
り
た
い
と
思
う
こ
と
を
、
と
に
か
く
や
っ
て

み
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
対
応
し
て
い
る
。
難
し
い
と
こ
ろ
は
ス
タ
ッ
フ
で
カ
バ
ー
す
る

の
で
。
本
園
で
は
で
は
本
当
に

(
11

3)
1
人
の

子
と
関
わ

っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、
と
こ
と

ん
関
わ

っ
て
も
ら

え
ば
い

い
か
と
思

っ
て
い
る
。
甘
え
が
強
い
子
が
い
た
ら
、
1
日
中
そ

の
子
と
関
わ
る
と
い
う
こ
と
も
、
ま
た
一
つ
の
学
び
だ
な
と
思
っ
て
い
る
。「

ど
こ
ま
で
お

手
伝
い
す
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
で
す
」
と
言
わ
れ
る
が
、
ま
ず
、
最
初
は
ど
こ
ま

で
も
や
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
よ
う
な
指
導
を
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
中
で
、

少
し
ず
つ
子
ど
も
と
の
距
離
感
と
い
う
の
が
分
か
っ
て
き
て
、
よ
う
や
く
次
の
ス
テ
ッ
プ

に
行
け
る
の
か
な
と
思
う
。
そ
こ
は
、
課
題
感
と
い
う
よ
り
は
、

(
1
13
)
と
に
か
く
自
分
の
思

い
で
、

子
ど
も
と

関
わ
っ

て
み
る
と

い
う
こ
と
が

大
き

な
と
こ
ろ
か
な
と
思
っ
て
い
る
。
 

実
習

I
I
に
な
る
と
、
今
度
は
一
保
育
者
と
し
て
ど
の
よ
う
な
責
任
下
の
連
携
を
取
っ

保
③
：
一
番
は
、

(
1
15

) 子
ど
も
と
遊
ん
で
楽
し
か
っ
た
と
い
う
経
験
を
持
ち
帰
っ

て
も

ら
い

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
保
育
者
が
子
ど
も
に
関
わ
っ
て
い
る
中
で
、「

保
育
者
っ
て

こ
ん
な
風
に
子
ど
も
と
か
か
わ
っ
て
い
る
ん
だ
、
子
ど
も
た
ち
と
楽
し
く
や
っ
て
い
る
ん

だ
」
と
い
う

(
1
17
) 保

育
者
の
か
か
わ
り
見

て
も
ら
い

た
い
。
よ
く
厳
し
い
先
生
に
当
た
っ
ち

ゃ
っ
た
り
す
る
と
心
折
れ
た
り
と
い
う
話
も
聞
く
が
、
厳
し
い
保
育
者
も
何
で
き
び
し
く

し
て
い
た
か
き
ち
ん
と
答
え
を
も
っ
て
い
る
は
ず
な
の
で
、
必
ず
そ
の
日
の
う
ち
に
そ
の

答
え
を
も
ら
え
る
時
間
を
作
る
よ
う
に
し

て
い
る
。

(
12

9
) 保

育
者
と

実
習
生

が
必
ず
一

日

の
終
わ
り
に
話
を
し
て
も
ら
っ
て
、
今
日
の
保
育
を
振
り
返
る
、
お
互
い
に
振
り
返
る
こ

と
っ
て
い
う
の
は
、
実
は
保
育

者
の
方
に
も
振
り
返
っ
て
今
日
自
分
が
ど
う

で
あ
っ
た
か

と
い
う
参
考
に
と
て
も
な
る
の
で
、
そ
こ
を

一
番

大
事
に
考
え
て
い
る
。

(
1
1
6
) 実

習
で
楽
し

か
っ

た
、

保
育

者
に

な
り

た
い
と

い
う

気
持

ち
を

さ
ら

に
深

め
て

ほ
し

い
と

思
っ

て
い

る
。
 

子
ど
も
の
近
く
に
行
っ
て
も
表
情
が
硬
か
っ
た
り
と
か
い
、
声
が
か
け
ら
れ
な
か
っ
た

り
、
と
い
う
学
生
も
い
る
と
思
う
が
、
近
く
で
見
て
い
る
の
も
そ
れ
は
そ
れ
で

(
1
1
8)
子
ど
も

を
理
解
し
て
み
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
職
員
と
私
と
で
一
度
そ
の
よ
う
な
方
に
聞
い
て
み

る
と
、
や
は
り
今

(
11

9)
子
ど
も
が
や
っ
て
い
る
こ
と
を
し
っ

か
り
、
じ
っ
く
り

、
見
て
い

て
、

こ
の
子
が
何
を
し
た
い
の
か
、
学
ん
で
き
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
が
や
は
り

言
わ
れ
て
い

て
、
そ
う
す

る
と
、
話
し
か
け
る
よ
り
し
っ
か
り
見
よ

う
と

思
っ
て
そ
こ
に
い
た
と
い
う

こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の

姿
を
や
は
り
認
め

て
「
よ
く
見
て
い
た
ね

」
と
い
う
こ
と
で

、
そ

こ
は
記
録
に
残
そ
う
ね
」
と
い
う
こ
と
で

記
録
に

つ
な
げ
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。
 

 保
④
：

(
13
0)
最
初
の

実
習
で
反
省
会
を
す
る
と
、
ど
う
か
か
わ
っ
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
、

と
か
、
ど
う
い
う
言
葉
か
け
を
し
た
ら
い
い
ん
で
す
か
、
と
い
う
質
問
が
と
て
も
多
く
で

る
の
で
、
そ
う
い
う
時
は
近
く
に
き
て
こ
そ
こ
そ
と
聞
い
て
ご
ら
ん
と
、
い
っ
て
い
る
。
 

保
育
者
と
同
じ
に
は
な
れ
な
い
の
だ
か
ら
、
自
分
と
し
て
、
学
生
と
し
て
で
き
る
こ
と

を
な
ん
で
も
い

い
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し

い
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。

(
1
3
1)
実

習
の
と
き
の
失
敗
は
財
産
に
な
る
か
ら
い

っ
ぱ
い

実
習
で
失
敗
し
て
、
泣
い

て
も
い
い
と

い
う
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。
泣
い
て
し
ま
う
こ
と
も
多
い
が
、「

そ
れ
は
と
て
も
い
い
学
び

だ
ね
」
と
い
っ
て

(
1
32
) と

に
か
く
自

信
を
つ
け
る

よ
う

に
指
導
し
て
い
る
。

(
11

5)
次
の
日
も

楽
し
く

来
ら
れ
る

よ
う
に
、

(
1
14

)
子
ど
も
っ
て

か
わ
い
い
な

と
い
う
経
験
が
で
き

る
と
い

い
な
と
思
っ
て
い
る
。
 

 養
③
：
大
学
で
も
、
事
前
指
導
の
中
で
学
生
に
は

(
85

)
失
敗
し
て
も
か
ま
わ
な

い
と
伝
え
て

い
る
。
そ
れ
を
ど
こ
ま
で
自
分
で
乗
り
越
え
る
と
い
う
か
、
改
善
で
き
る
と
い
う
こ
と
が

本
質
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
繰
り
返
し
聞
か
せ
て
い
る
。
し
か
し
、

(
86

) 結
果
的

─ 290 ─
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て
い
く
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
主
軸
を
置
い
て
、
伝
え
る
よ
う
な
形
に
し
て
い
る
。
そ
の

中
で
先
ほ
ど
の
保
護
者
と
の
対
応
も

あ
っ
た
が
、
要
は

(
1
28
)
子

ど
も
を
取
り
巻
く

周
囲
に

も
少
し

視
野
を

広
げ
て
も

ら
い
た

い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は

(
1
27
)
一
時

保
育
で
あ

っ
た
り

、
子
育
て
支
援

で
あ
っ
た

り
、
保
育

園
は
や
は
り
い
ろ
い
ろ
な
事
情
を
抱
え
て
い

る
子
ど

も
が
い
る

。
こ
れ

が
リ
ア
ル

な
現
場
な
の

で
、

踏
み
込
み
過
ぎ
は

で
き
な
い
が
、

こ
う
い

っ
た
事
情

が
あ
る

と
い
う
こ

と
だ
っ
た
り

。
そ
う
い
っ
た
中

で
学
生
自
身
が
感
じ

て
も
ら

っ
た
り
、
考
え

て
も
ら

う
と
い
う
こ
と
。
少
し
、
社
会
を
意
識
し
て
い
ろ
い
ろ
な

仕
事
を
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
い
い
と
思
っ
て
い
る
。
 

 養
②
：
非
常
に
あ
り
が
た
い
話
だ
と
お
聞
き
し
た
。
基
本
的
に
は
、
個
人
的
に
は
実
習
に

行
っ
て
保
育
者
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
悪
い
話
を
す
る
と
、
残
念
な
が
ら

続
か
な
い
学
生
も
い
る
。
続
か
な
い
場
合
は
文
章
が
書
け
な
い
。
残

念
な
が
ら
。
そ
う
い

う
学

生
は

よ
く

分
か
っ

て
い

る
園
に

お
願

い
す

る
が
、

決
し

て
厳
し
く

な
い
と

こ
ろ

で

も
、
こ
ち
ら
も
ち
ょ
っ
と
無
責
任
で
す
が
、「

奇
跡
は
起
き
な
か
っ
た
ね
」
と
い
う
よ
う
な

こ
と
で
。
実
習

I
は
行
っ
た
け
ど
、
I
I
は
と
て
も
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
あ
ち
ら
も
勘
弁
だ
し
、

こ
ち
ら
も
ち
ょ
っ
と
駄
目
だ
よ
ね
と
い
う
こ
と
で
、
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
多
い
。
ま
た
、
難
し
い
と
こ
ろ
だ
が
、
保
育
所
の
ほ
う
は
無
事
終
わ
っ
て
も
、
幼
稚
園

は
だ
め
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
 

そ
う
い
う
学
生
は
ち
ょ
っ
と
置
い
て
お
い
て
。
ま
ず
は
実
習
に
行
っ
て
、
た
く
さ
ん
学

ん
で
き
て
ほ
し
い
。
と
に
か
く
学
校
で
学
べ
な
い
こ
と
を
学
ん
で
ほ
し
い
の
で
。
や
は
り

子
ど
も
の
様
子
。
い
く
ら
ビ
デ
オ
を
見
せ
て
も
、
1
日
通
し
て
、
1
週
間
、
2
週
間
通
し
て

見
る
と
い
う
実
習
時
間
は
な
い
の
で
。
あ
と
は
先
生
の
仕
事
。
保
育
者
の
仕
事
を
見
て
ほ

し
い
、
自
分
も
そ
れ
に
関
わ
り
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
れ
ば
そ
れ
で
い
い
と
思
う
。
自
分

で
抱
負
を
、

(
8
8
) 立

派
な
抱
負
を
書
い
て
い

る
が
、
途
中
で
全
部

飛
ん
で
し
ま
っ
て
、
忙
し

い
う
ち

に
終
わ
っ

て
し
ま

っ
た

と
い
う
。
楽
し
か
っ
た
と
書
い
て
い
る
学
生
も
い
る
が
、

そ
れ
は
受
け
入
れ
先
が
非
常
に
丁
寧
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
と
い
う
の
も
あ
る
。
い
っ

ぱ
い
、
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
も
う
実
習

I
I
に
行
き
た
く
な
い
と
い
う
よ
う

な
、

(
89
) ネ

ガ
テ
ィ

ブ
な
感

じ
で
書

い
て
く
る
学
生

も
少

な
く
は
な
い
の
で
、
そ
れ
を
ど
う

や
っ
て
実
習

I
I
に
も
っ
て
い
け
る
の
か
。
1
つ
終
わ
っ
て
、
終
わ
り
で
は
な
い
の
で
、
特

に
保
育
実
習
の
場
合

I
か
ら

I
I
に
な
っ
て
、
施
設
実
習
も
あ
っ
て
、
幼
稚
園
と
あ
る
の

で
。
 

 養
①
：

(
91

) 保
育
者
を
目

指
す
学

生
は

真
面

目
な
学
生
が
多
い

の
か
、
や
は

り
失
敗
を
恐
れ

る
。
そ
れ
か
ら
、

(
9
2)
評
価
の
こ
と
を
す
ご
く
気
に
す
る
。
だ
か
ら
、
事
前
の
と
き
に
、
失

敗
は

成
功

の
元

で
は
な

い
け

れ
ど
も

、
学

ぶ
こ

と
が
た

く
さ

ん
あ
る
ん

だ
と
い

う
こ

と

を
、
よ
く
よ
く
授
業
の
中
で
伝
え
て
は
い
る
。
け
れ
ど
も
、

(
90
) や

は
り
か
な
り
の
不
安
を

抱
え
て

い
る
。
先
生
が

お
っ
し
ゃ

っ
た
よ
う
に
実
習
中
に

続
け
ら
れ
な
く
な

る
と
か

、
あ

る
い
は

ど
う
し
て

も
子
ど

も
う
ま
く

関
わ
れ
な
か

っ
た
と
い
う
、
い
い
評
価
も
得
ら
れ
な

か
っ
た
学
生
は
、
フ
ォ
ロ
ー
を
そ
の

後
、
実
習
か
ら
帰
っ
て
き
て
、
次
の
実
習
Ⅱ
に
行
く

前
に
、
し
っ
か
り
フ
ォ
ロ
ー
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
こ
が
先
生
も
お
っ

に
は

無
難
に

、
(
87
)
安
全
に
と
い
う
傾
向

が
抜
け
き
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
 

実
習
に
い
っ
て

(
9
5)
思
っ
て
い
た
の
と
違
っ

た
と
い
う
理
想
と

現
実
の
違
い
、
想
像
し
て

い
た

の
と

違
っ

た
と
い

う
こ
と

で
モ

チ
ベ

ー
シ
ョ

ン
が

下
が

っ
て
し

ま
っ

た
と

い
う

学

生
が
少
数
だ
が
一
定
数
い
る
。

た
と
え
ば
、
9
月
く
ら
い
に
実
習
を
し
て
い
る
の
で
、
運

動
会
の
時
期
に
重
な
っ
て
い
る
せ
い
か
、
保
育
者
が
思
っ
た
よ
り
も
厳
し
い
と
い
う
状
況

を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
あ
る
。
一
年
間
を
通
し
た
保
育
を
見
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

よ
い
が
、
そ
れ
は
で
き
な
い
の
で
ど
う
し
て
も
こ
の
時
期
特
有
の

(
9
6)
一
側
面
だ
け
で
、
誤

っ
た
保
育
者
像
を
受
け
て
し
ま
う
と
こ
ろ

が
あ
る

よ
う
に
思
う
。
 

(
8
1)
(8

2)
学

生
に
と

っ
て
よ
い
経
験
と

な
る
の

は
、
部
分
・
責
任
実
習
。
部
分
・
責
任
実
習

が
あ
る
と
、
実
習
が
始
ま
る
前
は
学
生
は
と
て
も
憂
鬱
そ
う
で
、
不
安
が
っ
て
い
る
が
、

終
わ
っ
て
帰
っ
て
き
た
と
き
の
顔
を
み
て
い
る
と
、
そ
れ
く
ら
い
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ
っ
た

方
が
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
触
が
あ
る
。
 

 養
④
：

(
7
5
) 実

践
し
て
感
じ
て
き
て
ほ
し
い
こ

と
は
、
保
育

の
魅

力
だ
と
思
う
。
そ
れ
は
、

(
7
7
) ま

ず
は
子

ど
も
理
解
を

す
る
こ
と

と
、

(7
9
) 保

育
者
の

援
助
の
関

係
性

を
わ
か
っ

て
ほ

し
い
と
い
う
こ
と
。
も
う
ひ
と
つ
は
、

(
80
) 計

画
と
実
践

と
振
り
返
り
の
関
係

性
が
見

え
た

方
が
い
い
。
実
習
中
は

1
2
日
し
か
な
い
の
で
、
短
期
的
な
今
日
の
姿
を
ど

う
振
り
返
っ
て

明
日
の
計
画
に
繋
が
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
が

見
え
る
と
、
(
7
8)
子
ど
も
の
成
長

や
(7
6)
保

育
の
面
白
さ
が
わ
か
る

の
だ
ろ
う
と
思
う
。
そ
こ
に
特
化
す
る
と
実
習
は
面
白
く
な
る
の

で
は
な
い
か
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
今
ま
で
の
や
り
か
た
と
い
う
か
、
も
ち
ろ
ん
大
事
な

こ
と
も
あ
る
が
、

(
8
4)
責
任
実

習
と
か
、

(8
3)
日
誌
の
記
録
の
形
式
と
か

、
な
ん
と
な
く

そ
れ

が
今
邪
魔
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
い

る
 

 （
こ
れ
ま
で
に
良
か
っ
た
と
感
じ
る
実
習
は
あ
る
か
）
 

養
④
：

(
1
08
) 先

駆
的
で
面
白
か
っ
た
の
は

、
実
習
生
が
ド
キ
ュ
メ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
作
る
と

い
う
実
習
で
、

(
10
9)
実
習
日
誌
が
ド
キ
ュ

メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。
園
か
ら
や
ら
せ
て

み
て
も
い
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
是
非
お
願
い
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で
実
施
し
た
。
養
成

校
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
形
式
は
対
応
で
き
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
も

あ
る
と
思
う
が
。

(1
11
) 写

真
を
用
い
た
こ
と
の
面
白
さ
は
、
学
生
が
見
よ
う
と
す
る
視
点
が
焦
点
化
さ

れ
て
い
く
こ

と
。
と
く
に
実
習
初
期
か
ら
の
変
容
が
見
え
て
き
や
す
い
と
い
う
こ

と
。
も
う
ひ
と
つ
は
、

学
生
が
文
字
や
言
葉
だ
け
で
し
ゃ
べ
る
よ
り
も
、

(
9
7)
そ
の
場

面
の
写
真
に
言
葉
を
足
し
て

実
習
指

導
者

と
一

緒
に

話
せ

る
こ
と
が
助

け
に
な

っ
て

(
9
9)
場

面
を

共
有

し
や

す
く

な
る

と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら

(
9
8
) 自

分
が
こ
う
思
っ
て
、
こ
う
か
か
わ
っ
た
と
い

う
子
ど
も
理
解
が
語
れ
た
り

、
(
10
2)

(1
0
3)
実
習
指
導
者
か
ら
実
は
今
こ
の
子
は

こ
う
い
う
継

続
し
た
か
か
わ
り
が
あ
っ
て
、
そ
の
子
ど
も
の
特
性
や
背
景
み
た
い
な
こ
と

が
あ
っ
た
と

い
う

こ
と

が
具

体
的
に

保
育
者

の
援

助
が

ど
う
さ

れ
て

き
た

と
い
う

話
が

語
ら

れ
る

中

で
、
わ
か
る
と
い
う
か
、
見
え
て
く
る
。
実
習
生
自
身
も
、
子
ど
も
の
遊
び
を
追
う
よ
う

に
な
っ
た
り
、
保
育
者
の
姿
を
学
生
自
身
が
見
た
い
と
い
う
よ
う
な
、
課
題
に
応
じ
た
動

き
が
焦
点
化
さ
れ
や
す
く
な
る
と
い
う
の
が
み
え
た
。
 

も
う
一
つ
は
、

(
1
0
0
)
学
生
自
身
は
教
え
て
い

た
だ

く
人
と
学

ぶ
人
と
い
う
関
係

に
あ
る
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保

育
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実
習

グ
ル

ー
プ

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

発
話

内
容

 

              

実
習
期

間

中
の
経

験

内
容
 

  

し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
施
設
実
習
と
の
連
携
だ
と
思
う
。
担
当
者
が

違
う
の
で
。

(
92

) 保
育
所

実
習
で

自
己
評
価

を
し
て

、
そ
れ

が
自

分
で
あ
ま
り
よ

く
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
施
設
実

習
で
案
外
よ
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
。
そ
こ
か
ら
自
信
を
持
て
て
、
保
育
所
実
習

I
I
に
は
、
非
常
に
生
き
生
き
と
実
習

す
る
と
い
う
例
が
結
構
あ
る
。
そ
の

こ
と
で
、
施
設

実
習
の
担
当
者
と
自
己
評
価
表
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
作
成
し
て
、
保
育
所
実
習
Ⅰ
、
施

設
実
習
Ⅰ
そ
れ
か
ら
施
設

I
I
、
保
育
所
実
習

I
I
と
い
う
形
で
ち
ょ
っ
と
幼
稚
園
等
の
影

響
は
取
れ
て
い
な
い
が
、
最
終
的
に
そ
こ
ま
で
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
作
っ
て
、
自
分
を

可
視
化
し
て
、
成
長
し
て
い
る
な
と
い
う
こ
と
を
、
実
習
と
し
て
成
長
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
、
自
信
を
持
っ
て
社
会
に
出
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
で
、
そ
う
い
う
取
り
組
み
を

し
て
い
る
。
 

（
施
設
実
習
で
は
な
ぜ
挫
折
せ
ず
に
つ
な
が
る
要
因
は
な
ぜ
か
？
）
 

養
①
：
記
録
の
仕
方
が
。
お
そ
ら
く
記
録
で
め
げ
て
し
ま
う
学
生
が
多
い
と
思
う
が
、
施

設
の
記
録
は
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
録
を
し
て
い
る
。
1
日

1
枚
程
度
の
記
録
で
。
し
か
も
あ
ま

り
細
か
い
と
こ
ろ
を
、
記
録
に
つ
い
て
は
指
導
を
受
け
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
、
結

構
楽
し
か
っ
た
と
い
う
感
想
を
聞
く
。
そ
れ
か
ら
障
害
を
持
つ
方
の
最
初
の
先
入
観
が
あ

る
が
、
や
は
り
人
と
人
の
つ
き
合
だ
と
い
う
か
、
人
間
と
人
間
の
触

れ
合
い
だ
と
い
う
こ

と
を
、
子
ど
も
で
は
う
ま
く
で
き
な

か
っ
た
こ
と
を
、
施
設
の
障
害
を
持
つ
方
と
か
、
知

的
障
害
の
方
と
か
、
児
童
養
護
施
設
の
学
童
、
中
学
生
、
高
校
生
と
い
っ
た
小
さ
な
子
ど

も
じ
ゃ
な
い
と
、
割
と
人
と
し
て
向
き
合
う
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
、
そ
こ
で
新

た
に
学
生
が
学
ぶ
。
学
生
が
。
子
ど
も
で
は
う
ま
く
関
わ
れ
な
か
っ
た
け
ど
、
何
か
施
設

実
習
は
う
ま
く
い
っ
た
な
と
い
う
、
や
は
り
ち
ょ
っ
と
視
野
が
広
が
る
。
そ
れ
か
ら
人
間

理
解
が
深
ま
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
が
要
因
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
。
 
 
 

人
と
し
て
成
長
し
て
帰
っ
て
く
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
施
設
実
習
は
。
そ
う
す
る
と
、

保
育
所
実
習
で
も
比
較
的
肩
の
力
が
抜
け
て
、
自
分
が
人
と
し
て
関

わ
れ
ば
い
い
ん
だ
と

い
う
よ
う
な
こ
と
を
。

(
94

) 先
生

で
あ
ら
ね
ば
な

ら
ぬ
と
い
う
位
置

で
い
く
と
、
そ
う
い
う

気
持
ち
で
、
不
安
が
大
き
い
、
失
敗

を
恐
れ
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
だ
と
思
う
。
す

ご
く
の
び
の
び
と
生
き
生
き
と
や
っ
て
く
る
の
を
見
て
、
そ
こ
が
恐
ら
く
施
設
実
習
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
施
設
実
習
の
担
当
の
教
員
と

4
年
前
か
、

5
年
前
か
ら
、
自
己

評
価
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
作
っ
た
。
 

確
認
を
し
合
っ
て
、
最
終
の
、
本

人
の
総
括
、
背
景
が
あ
っ
て
、
先
生
方
に
も
見
て
い

た
だ
け
る
。
た
だ
、
実
習
の
何
か
に

そ
れ
を
入
れ
込
む
、
本
当
の
実

習
日
誌
の
中
で
そ
う

い
う
の
を
挟
み
込
ん
で
い
く
と
こ
ろ
ま
で
は
聞
い
て
い
な
い
。
別
物
と
し
て
や
っ
て
。
 

 

が
、
「
へ
ぇ
、
そ
う

見
え
た
の

。
実
習
生
か
ら
そ
の

子
そ
う
見
え
た
の
、
な

る
ほ
ど
ね
。
」

と
、
か
な
り
対
等

な
関

係
が

作
ら
れ
る
中
で
、

(
1
01
) そ

の
人
の

見
え
方
を
肯
定
し
た
実
習
指

導
を
や
っ
て
く
れ
る

と
い
う
場
面
が
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
時
に
は
か
な
り
自
己
肯
定
感
が

あ
る
。「

私
な
ん
か
の
意
見
を
ち
ゃ
ん
と
受
け
入
れ
て
く
れ
る
」
と
い

う
こ

と
が
す
ご
く
大

切
に
さ
れ
て
い
る
。
職
員
側
も
実
習
生
が
来
て
く
れ
る
こ
と
が
学
び
に
な
る
と
い
う
姿
勢

を
強
く
打
ち
出
し
て
く
れ
る
と
い
う
の
が
あ
る
。
そ
う
い
う
事
例
が
あ
る
。
 

(
1
04
) 責

任
実
習
で
は
、

(
10

5)
子
ど
も
の
姿
か
ら
、
子
ど

も
の
興
味
・
関
心
、

(
1
06

) 今
ま
で
や

っ
て
き
た
こ
と
か
ら

、
(
1
07

) 計
画
を
立
て
て
、
実
践
か
ら
反
省
ま

で
を
一
緒
に
や
っ
て
。
学

生
の
責
任
実
習
を
や
っ
て
い
る
姿
を
ビ
デ
オ
で
撮
っ
て
、「

こ
の
時
、
こ
の
こ
は
見
て
い
た

け
ど
、
後
で
こ
ん
な
ふ
う
に
や
っ
て
い
た
の
よ
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
い
っ
て
く
れ
た

り
と
か
、
そ
う
い
う
指
導
は
未
来
的
な
こ
と
だ
と
思
う
。
 

 養
③
：
特
別
な
こ
と
は
な
い
が
、
最
近
、

(
11

0)
可
視
化
の

い
う
こ
と
が
大
事
に

さ
れ
て
い
る

が
、
 

(
1
12

)
子

ど
も

だ
け

で
は

な
く

学
生

を
追

っ
て

も
写

真
や

映
像

を
撮

る
の

は
面

白
い

と
思

う
。
 

       

保
①
：
子
ど
も
理
解
の
と
こ
ろ
で
言
え
ば
、
特
に

(
1
65
)
実
習

I
I
の
場

合
、
会
議
と
か

に
も

参
加
し

て
も
ら

っ
て
い
い

か
な
と

思
っ
て
い

る
。

(
1
66
)
ど

う
い
う
ふ
う
に
保

育
者
が
子
ど

も
の
こ

と
を
考
え

て
、
そ
れ
を
ど

の
よ
う
に
運
用
し
て
い

る
の
か
と
い
う
の

は
、
み
ん
な

が
話
し

合
う
過
程

を
見
る

と
い
う
の

も
大
事
な
の
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
う
。
そ
も
そ
も

が
、
や
は
り
保
育
士
自
身
が
子
ど
も
を
理
解
で
き
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
発
達
の
勉
強

は
も
ち
ろ
ん
で
き
る
が
、
や
は
り
人
と
し
て
考
え
た
と
き
に
、
理
解
を
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
が
保
育
の
仕
事
の
主
な
と
こ
ろ
だ
と
思
う
の
で
。
そ
こ
の
感
覚
を
ど
う
伝
え
て
あ
げ

保
④
：

(
1
4
5)
部
分

実
習
、

(1
46
) 一

日
実
習
は
、
相
当
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
使
う
と

思
う
。
で
も
、

終
わ
っ
た
後
に
、

(
15
0)
充
実
感

と
(1
51

) 達
成
感
が
あ

れ
ば
い
い
な
と
い
う
こ
と

が
願
い
で
あ

る
。
自
信
を
も
っ
て
子
ど
も
に
か
か
わ
っ
て
も
ら
え
る
の
が
一
番
。
 

 （
実
習
生
が
自
信
を
持
て
る
よ
う
な
指
導
と
は
？
）
 

保
④
：

(
1
5
2)
積
極

的
な
学

生
に
関
し
て
は
見
守
り
を
し

て
い
る
が
、

(
15
3)
消
極
的
な
学

生
、

(
1
56

) 自
信
の
な
い
学
生
で
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
た
時
に
は
、

(
1
60
) 子

ど
も
と
一
緒
で
、
寄
り
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育
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習

グ
ル
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プ

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

発
話

内
容

 

     

子
ど
も

理

解
の
た

め

の
 

工
夫
 

                               

ら
れ
る
の
か
な
と
思
う
。
 

先
ほ

ど
の

失
敗
か

ら
学
ん

で
と

い
う
ふ

う
に

園
に
送

り
出
し

て
い

た
だ

い
て
い

る
と

い
う
の
は
、
私
た
ち
も
ま
ず
受
け
入
れ
る
と
き
に
は
そ
れ
を
最
初
に
言
っ
て
い
て
、
む
し

ろ
あ
な
た
は
失
敗
し
に
来
て
る
ん
だ
よ
と
、
そ
の
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
自
分
自
身
の
経

験
に
対
し
て
、
評
価
と
か
反
省
と
い
う
言
葉
の
声
掛
け
も
あ
る
と
思
う
が
、
そ
れ
が
ネ
ガ

テ
ィ
ヴ
な
も
の
で
は
な
く
、
次
に
つ
な
げ
る
過
程
と
い
う
の
が
、
現
場
で
も
使
え
る
し
、

実
習
生
が
書
く
に
し
て
も
、
私
た
ち
の
保
育
の
や
り
方
を
学
び
に
来
て
い
る
の
で
は
な
く

て
、
こ
の
園
の
や
り
方
を
覚
え
に
来
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、

(
16

7)
そ
の
保
育
の
作
ら
れ
て

い
く
過

程
を
見
て

ほ
し
い

か
ら
、
し

っ
か
り
し
て
く
だ
さ
い
ね
と
い
う
、
特
に
責
任
実
習

前
な
ん
か
は
緊
張
し
た
顔
を
し
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
も
の
な
の
か
な
と
い
う
こ
と
は

伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
 

(
1
49

)
責
任
実

習
は
、

そ
の
子

に
任

せ
て
、
そ
の
時

間
を
作
り
上
げ
て

も
ら
う
と
い
う

こ

と
で

は
な

く
て

、
私
た

ち
と

一
緒

に
作
り

上
げ

て
い

こ
う
と

い
う

こ
と

は
意
識

し
て

い

る
。
実
習
生
の
担
当
と
し
て
、
そ
の

と
き
に
は

主
任
が
担
当
者
と
し
て
つ
く
が
、
そ
の
計

画
の
段
階
で
は

3
回
、
4
回
と
話
し
合
い
を
重
ね
て
、
現
場
の
ス
タ
ッ
フ
は
学
生
が
や
る

と
な
っ
た
と
き
に
、
ど
こ
ま
で
関
わ
っ
て
い
い
の
か
と
か
、
そ
の
計
画
の
と
こ
ろ
で
も
ど

こ
ま
で
学
生
の
思
い
を
伝
え
て
も
ら
っ
て
、「

こ
れ
、
失
敗
す
る
な
」
と
思
う
と
こ
ろ

も
あ

っ
た
り
す
る
と
思
う
。
そ
れ
を
ど
こ
ま
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
か
、
事
前
に
伝
え
て
あ
げ
る

の
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
、
私
個
人
の
考
え
と
し
て
は
、
私
の
も
の
に
な
ら
な
い
程
度
に

は
一
緒
に
作
り
上
げ
て
い
く
。
答
え
は
示
さ
な
い
に
し
て
も
、
こ
う
な
っ
た
と
き
に
そ
の

先
は
ど
う
な
り
そ
う
か
な
と
か
、
そ
の
予
測
を
立
て
さ
せ
て
あ
げ
る
と
い
う
こ
と
は
、
大

事
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
。
 

そ
れ
が
、
私
自
身
が
始
め
の
こ
ろ
現
場
で
や
っ
て
い
た
と
き
に
は
、

(
1
47
) 学

生
の
責
任

実

習
な
の
で
自
分
は
引
こ
う
と
い
う
思
い
で
や
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
自
分
た
ち
の
学
び
に
も

し
た
り
、
学
生
に
よ
り
効
果
的
に
学
ん
で
も
ら
お
う
と
考
え
た
と
き
に
は
、
一
緒
に
入
っ

て
ち
ょ
っ
と
一
緒
に
頭
を
使
い
な
が
ら
「
最
近
こ
う
だ
か
ら
、
こ
う
い
う
遊
び
も
い
い
か

も
ね
」
み
た
い
な
、
そ
う
い
っ
た
も
の
。
 

 保
②
：
異

年
齢
児
保

育
と
い

う
の
を

や
っ
て
い
て
、
3
、
4
、
5
で
ク
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
。

(
1
48
) 指

導
実
習

を
す
る
の
に
、
3、

4
、
5
を
学
生
が
持
つ
と
な
る
と
大
変
な
の
で
、

(
1
5
9)
少

し
人
数

を
少
な
め

に
し
て

、
や
り
や
す

い
環
境
を
提
案
す

る
よ
う
に
し
て

い
る
。
一
応
は

学
生
に
も
聞
く
が
、
2
ク
ラ
ス
あ
る
の
で
、
2
ク
ラ
ス
合
わ
せ
る
と

2
4
人
、
1
ク
ラ
ス
だ

と
半
分

1
2
人
の
年
齢
の
子
た
ち
な

ん
だ
よ
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
、
学
生
さ
ん
自
身
に

も
選
ん
で
も
ら
う
。
で
き
れ
ば
少
な
い
人
数
で
、
や
れ
た
経
験
の
ほ
う
が
い
い
の
か
な
と

い
う
ふ
う
に
、
私
個
人
と
し
て
は
思
っ
て
い
て
、
学
生
に
も
話
し
た
り
し
て
い
る
。
 

な
か
な
か
理
解
と
ま
で
は
難
し
か
っ
た
り
も
す
る
の
で
、

(
1
6
8)
理
解
を
す
る

と
い
う
よ

り
は
、
理
解
を
す
る
機

会
の
と
こ

ろ
に
参
加
し
て
も
ら
う

と
い
う
形
を
と
っ

て
い
る

。
具

体
的
に

言
う
と
、
ク
ラ

ス
の
打
ち

合
わ
せ
に
入
っ
て
も
ら

っ
て
、
先
生
た
ち
が
ど
ん
な
話

を
し
て

い
る
の
か

、
月
案

と
か
週
案

だ
と
、
小
さ

い
ク

ラ
ス
だ
と
個
人
の

姿
を
出
し
て
、

育
て
た

い
姿
を
み

ん
な
で

考
え
て
、
そ
の
た

め
の

配
慮
や
支
援
を
考

え
た
り
し
て
い
る
の

添
っ
て
近
く
に
い
て
「
こ
う
い
う
ふ
う
に
い
っ
て
ご
ら
ん
」
と
い
う
よ
う
に
具
体
的
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
す
る

よ
う
に
し
て
い
る
。
 

や
り
た
い
こ
と
、
や
っ
て
み
た
い
こ
と
大
事
に
し
て
、
計
画
を
最
初
に
出
す
よ
う
に
し

て
い
る
。
で
も
そ
の

(
計
画
は
、
ま
っ
た
く
書

け
て
い
な
か

っ
た
り

、
よ
く
書
け
て
い
た
り

差
が
あ
る
が
、
欠
け

て
い
る
部
分
は

(1
61

) 保
育
士
が
サ
ポ
ー
ト

は
１

０
０
％
、

(
16

2
) 全

面
協

力
で
や
っ
て

、
(
1
58
) そ

の
学
生
が
上
手
に
で
き

た
と

い
う
責
任
実
習
、
一
日
に
な

る
よ
う
に

し
て
い
る
。
そ
し
て
私
た
ち
が
、
こ
う
い
う
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
と
い
う
の
を
青
文
字
で
書

く
よ
う
に
し
て
い
る
。
 

 保
③
：
最
近
、
い
ろ
ん
な
も
の
を
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
く
る
の
で
。

(
1
5
4)
実
際
に
指
導
実
習
の

時
に
、
こ
ん

な
も
の
を
作
り
た
い
と
い
う
こ
と
を
ネ
ッ
ト
で
調
べ

て
き
て
「
こ
ん
な
の
や

り
た
い
で
す
」
と
も
っ
て
く
る
が
、
実
は

そ
の
年

れ
に
は
合
っ
て
い
な
か
っ
た
り
と
か
、

難
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
も
の
を
提

示
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
、「

こ
れ
は
年

齢
に
合
っ
て
い
な
い
か
ら
、
違
う
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
、
と
か
、
学
校
で
や
っ
て
き
た
も

の
な
い
か
と
、
言
っ
て
お
返
し
す
る
。

(
1
55
)
教
材

の
選
び
方
な
ど
は
本
来
、
学
校
で
学
ん
で

は
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
実
習
で

は
何
か
新
し
い
も
の
を
も
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い

と
い
う
よ
う
な
実
習
生
の
焦
り
の
よ
う
な

も
の
が

見
え
る
こ
と
が
あ
る
。
す
ば
ら
し
い
も

の
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
か
、
そ
の
よ
う
な
思
い
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

(
1
57

) 失
敗

を
恐
れ
る

と
い
う

と
こ
ろ
か
ら
も

来
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
と

こ

ろ
が
気
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
時
は
、
学
校
で
や
っ
て
き
た
も
の
は
な
い
か
聞
い

た
り
、
こ
ん
な
も
の
は
ど
う
か
と
案
を
だ
し
た
り
し
て
、

(
1
6
3)
一
緒

に
指
導
案
を
考
え
直
す

よ
う
な
指
導
を
し
て
い
る
。
 

  （
指
導
計
画
は
提
示
し
て
い
る
か
？
）
 

保
③
：
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
と
き
は
い
っ
ぱ
い
、
い
っ
ぱ
い
な
状
況
で
見
せ
て
も
頭

に
入
ら
な
い
よ
う
な
感
じ
な

の
で
、
ク
ラ
ス
に
入
る
と
き
に

(
1
64

) そ
の
ク
ラ

ス
の
指
導

案

を
見
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
 

─ 293 ─



資
料

2
-１

 
保

育
所

実
習

グ
ル

ー
プ

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

発
話

内
容

 

 

子
ど
も

理

解
の
た

め

の
 

工
夫
 

                                   

で
、
そ
う
い

う
方
向
性
で
子

ど
も
た
ち
の

こ
と
を
理
解
し
て

、
次

の
月
に
ど
う
関
わ

る
か

と
い
う

と
こ
ろ
を

相
談
し

て
い
る
場

に
、
学
生

に
い
て
も
ら
う
、
聞
い
て
い
て
も
ら
う
と

い
う
よ
う
な
機
会
を
作
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
 

記
録

は
ど

う
い
う

記
録
が

い
い

の
か
は

感
想

み
た
い

に
な
っ

て
し

ま
っ

て
い
る

学
生

も
い
る
の
で
、
そ
の
辺
、
ど
う
い
う

の
が
い
い
か
、
園
の
方
も
苦

戦
し
て
い
て
、「

見
直
し

を
し
な
い
と
で
す
ね
」
と
い
う
話
を
園
長
と
も
し
て
い
る
。
 

時
系
列
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
記
録
に
つ
い
て
は
、
実
習
は
毎
日
あ
る
程
度
同
じ
。
登
園
と

最
後
と
か
、
お
昼
と
か
と
い
う
の
は

同
じ
な
の
で
、
も
う
少
し
絞
っ
て
、
実
習
の
朝
か
ら

最
後
ま
で
の
記
録
は
大
変
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
。
 

 養
②
：
実
習
が
続
か
な
い
と
、

(
1
33

) 文
章
が
書
け
な
い

、
指
導
案
も
書
け
な
い
の
で
、
途
中

で
駄
目
に
な
っ
た
り
と
い
う
の
は
も
ち
ろ
ん
あ
る
。
学
生
に
よ
っ
て
も
保
育
の
道
を
目
指

す
と
い
う
中
で
、
な
か
な
か

(1
34
) 人

前
に
立
っ
て
集

団
で
保
育
を
す

る
と
い
う
の
が

苦
手

な
学
生

も
い
る

。
お
と
な
し
い
子
と
か
、
真
面
目
な
ん
だ
け
ど
大
き
な
声
を
出
し
て

子
ど

も
と
関
わ
れ
な
い
。
そ
う
す
る
と
そ
う
い
う
責
任
実
習
、
部
分
実
習
に
振
り
替
え
て
こ
ん

な
ふ
う
に
や
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
、
実
習
は
向
い
て
い
な
い
な
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て

し
ま

う
よ

う
な

の
も
い

る
こ

と
は
い

る
。

も
っ

た
い
な

い
な

と
い
う
こ

と
を
思

っ
て

い

る
。
今
だ
と

(
13

5)
小
規
模
（
保
育
）
の
ほ
う

に
流
れ
て
し
ま
う

。
で
き
る
だ

け
規

模
が
小
さ

い
と
こ

ろ
、
小
さ

い
と

こ
ろ
に
ど

ち
ら

か
と
い
う
と
逃

げ
て
い
る
と
い
う
言
い
方
、
本
人

に
は
言
わ
な
い
で
す
け
ど
、
逃
げ
て
い
る
と
い
う
評
価
を
し
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う

も
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
と
い
う
の
は
、
や
は
り
も
っ
た
い
な
い
と
思
う
。
 

パ
ソ
コ
ン
で
の
記
録
に
対
し
て
そ
う
い
う
配
慮
が
あ
る
と
。

(
13
6)
記
録
は
う
ち
の

学
生

は
ち
ょ

っ
と
パ
ソ

コ
ン
を

使
い
こ
な

せ
な
い
の
で

。
現
場

の
ほ
う
も
理
解
し

て
、
パ
ソ
コ

ン
で
い

い
よ
と
い

う
と
こ

ろ
も
あ
る

。
う
ち
の
学
生
の
ス

キ
ル
と
い
う
か
、
パ
ソ
コ
ン
を

持
っ
て

い
な
い
と

。
学
校
に
は
あ
る
け
ど
、
家
に
は
な
い
と
か
。
ス
マ
ホ
と
か
は
い
じ
る

ん
だ
け
ど
パ
ソ
コ
ン
は
な
い
と
、
な
か
な
か
そ
う
い
う
の
も
あ
っ
て
。
文
章
を
書
け
な
い
、

書
く
量
が
多
い
と
い
う
感
じ
で
あ
る
。
書
け
る
、
書
け
な
い
と
い
う
問
題
も
あ
る
が
、
書

け
る
け
ど
、
教
師
か
ら
見
る
と
書
き
直
し
。
5
枚
書
い
た
の
に
、
5
枚
書
き
直
し
と
か
。
も

う
、
嫌
に
な
っ
て
く
る
。
幼
稚
園
か
ら
の
ほ
う
が
多
い
か
な
と
思
っ

て
い
た
が
、
そ
う
で

も
な
く
、
だ
い
ぶ
そ
の
辺
は
配
慮
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
園
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
い
ろ

い
ろ
な
要
素
が
重
な
っ
て
駄
目
な
場
合
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
が
、
う
ま
く
い
く
場
合
は
、
そ

の
辺
を
配
慮
し
て
い
た
だ
い
て
、
ど
の
辺
を
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
し
て
も
ら
え
ば
い
い
の
か

な
と
い
う
の
は
難
し
い
な
と
思
う
。
 

 養
①
：

(
13
7)
子

ど
も
理
解
に
つ
い
て
は
、
や
っ

ぱ
り
一
番
学
ん
で

ほ
し
い
と
こ
ろ
。
実
習
授

業
自
体
を
短
大
と

4
大
が
一
緒
に
な
っ
て
、
教
員
同
士
で
教
材
作
り

を
や
っ
て
い
る
。
子

ど
も
理
解
に
関
し
て
は
、
保
育
園
に
行
っ
て
映
像
を
撮
っ
て
き
て
、
自
分
た
ち
で
撮
っ
た

映
像
を
学
生
に
見
せ
て
、
例
え
ば
ト
ラ
ブ
ル
と
か
が
あ
る
シ
ー
ン
だ
と
、
保
育
者
が
ど
う

い
う

対
応

を
す

れ
ば
い

い
の

か
と
い

う
の

を
幾

つ
か
選

択
肢

を
こ
ち
ら

で
挙
げ

て
お

い

て
、
自
分
は

1
に
丸
を
す
る
、
2
に
丸

を
す
る
、
3
に
丸
を
す
る
、
そ
の
他
み
た
い
に
書
い
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子
ど
も

理

解
の
た

め

の
 

工
夫
 

       

て
お
い
て
、「

こ
こ
で
あ
な
た
な
ら
ど
う
し
ま
す
か
」
、「

こ
こ
で
あ
な
た
な
ら
ど
う
し
ま
す

か
」
と
い
う
映
像
を

7
コ
マ
ぐ
ら
い

作
っ
た
。
ど
う
し
て

そ
れ

を
選

ん
だ
か
。
自

分
だ
っ

た
ら
こ
う
す
る
と
い
う
理
由
も
書
い
て
も
ら
う
。
そ
し
て
、
今

度
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

す
る
と
、
み
ん
な
が
違
う
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
子
ど

も
へ
の
対
応
は
正
解
が
な
い
と

い
う
こ
と
を
。
こ
う
い
う
正
し
い
関
わ
り
方
が
あ
る
と
か
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
正
解
が
欲

し
い
と
い
う
学
生
が
多
い
の
で
、
逆
に
こ
れ
だ
け
対
応
が
違
う
か
ら
、
幾
つ
か
の
対
応
が

あ
っ

て
い

い
ん

だ
と
い

う
こ

と
を
、

学
生

が
行

く
前
か

ら
ち

ゃ
ん
と
み

ん
な
で

理
解

し

て
、
子
ど
も
に
関
わ
る
よ
う
に
、
そ
う
い
う
授
業
を
作
っ
た
と
い
う
こ
と
が
一
つ
。
 

そ
れ
か
ら

(
1
3
8)
実

習
記
録

に
関
し
て
は

、
今
も
ち
ょ
っ

と
取
り
組
ん
で
い

る
最
中
で
あ

る
。
時
系
列
も

同
じ
で

。
や
は

り
I
の
ほ
う
が
ど
う
し
て
も
ク
ラ
ス
に

2
日
と

か
、
少
し

し
か
入

ら
な
い
の

で
、
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
書
く
ま
で
に
次
に

移
動
し
て
し
ま
う

と
、
や
っ
ぱ

り
難
し

い
の
か
な

と
思
う

。
時
系
列

が
苦
手
な
学
生
も
い
る
の
で
、
実
際
に
そ
れ
も
教
材

作
り
か
ら
や
っ
て
、
保
育
園
に
行
っ

て
、
時
計
を
撮
っ
て
、
例
え
ば

1
歳
児
だ
と
か

2
歳

児
の
映
像
を
あ
る
部
分
、
遊
び
の
部
分
と
か
、
そ
れ
か
ら
、
食

事
の
部
分
と
か
を
撮
っ
て

き
て
、
そ
し
て
、
そ
れ
を

2
つ
か

3
つ
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
時
計
が
出
て
い
ま
す
の

で
、
何
時
何
分
に
、
そ
こ
で
気
付
い

た
こ
と
と
か
を
書
く
よ
う
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て

い
る
。
時
系
列
は
そ
う
い
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
る
。

(
1
40
) Ⅱ

に
行
く
と
き
は
、
積
極

的
に
エ

ピ
ソ
ー
ド

を
書
け

る
よ
う
に

と
い
う
こ
と

で
、
Ⅰ
の
日
誌
を

持
っ
て
き
て
も
ら
っ

て
、
そ
の
中
か
ら
印

象
に
残
っ

た
エ
ピ
ソ
ー

ド
を

自
分
で
書
き
出
す

と
い
う
の
を
や
っ
て

い
る
。
 

そ
の

(
1
4
4
)
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
書
い

た
ら
ま
た
、
グ
ル

ー
プ
分
け
で
、
ど

ん
な
エ
ピ
ソ
ー

ド

が
あ
る

の
と
い
う

こ
と
を

お
互
い
に

読
み
合
っ
て

、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
す
る
と
い
う
こ

と
を
や

っ
て
か
ら

実
習
に

行
く

の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
今
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
書
い
て

き
て
、
時
系
列
は
作
る
ぐ
ら
い
に
し
た
。
そ
れ
が

5
～
6
年
の
取
り
組
み
。
最
初
は
現
場
に

聞
い
て
や
り
な
さ
い
と
言
っ
て
い
た
が
、
現
場
か
ら
そ
れ
は
困
り
ま
す
と
言
わ
れ
て
、
3
割

ぐ
ら
い
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
今
は

8
割
、
9
割
方
が
「
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
い
い
で
す
よ
」

と
言
わ
れ
て
い
る
。
今
回
は

1
人
か

2
人
が
全
部
時
系
列
で
、
9
0％

以
上
の
学
生
が
エ
ピ

ソ
ー
ド
を

1
本
か
多
く
て

2
本
ぐ
ら
い
は
毎
日
書
い
て

く
る
と
い
う
よ
う
な
状
態
で
あ

る
。
 

(
1
40

)
エ
ピ
ソ

ー
ド
を

書
く
と

、
子

ど
も
理
解
が
深

ま
る
し
、
読
ん
で
い
た
だ
い
た
先
生

方
か
ら
、「

こ
れ
は
実
は
こ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
の
よ
」
と
い
う
、

(
14
1
)
記
録
か
ら
ま

た

子
ど
も

理
解
を
深

め
る
よ

う
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
も

ら
っ

た
り
す
る
の
で
、
す
ご
く
学
ん
だ

と
い

う
実

感
が

あ
る
よ

う
で

あ
る
時

系
列

よ
り

も
、
や

っ
ぱ

り
こ
ち
ら

の
ほ
う

が
い

い

と
、
Ⅰ
か
ら
書
き
た
か
っ
た
と
、
Ⅱ
の
学
生
で
も
言
っ
て
い
る
。
ま
だ
ち
ょ
っ
と
Ⅰ
で
は

躊
躇
し
て
い
る
が
、
少
し
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
入
れ
た
ら
、
書
け
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
は

思
っ
て
い
る
。
 

(
1
42

)
指
導
実

習
に
関

し
て
は

、
非

常
に
指
導
案
を

う
ま
く
書
け
る
学

生
と
、
あ
ま
り

書

け
な
い

苦
手
な
学

生
の
差

が
大
き
い

と
い
う
こ
と

が
分

か
っ
て
い
る
の
で

、
グ
ル
ー
プ

ワ

ー
ク
で

指
導
案
を

1
本
立
て
る

と
い
う

の
を

や
っ
て
い
る
。
3
ク
ラ
ス
あ
る
が
、
各
グ
ル

ー
プ
で

1
本
立
て
た
ら
、

(
1
43

)
そ
れ
を

元
に
模
擬
保
育
を

や
っ
て
も
ら
い

、
実

習
生
と
子
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ど
も
に

な
っ
て
も

ら
っ
て

、
実

演
す
る
の
を
や
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
こ
う
い
う
ふ
う
に

し
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し

て
、
さ
ら
に
そ
れ
を
修
正
す
る
。
そ

れ
を
や
っ
て
か
ら
、
今
度
は
本
人
が
自
分
で
指
導
案

を
立
て
る
と
い
う
、
で
き
る
だ
け
実
力
の
差
が
あ
ま
り
な
い
よ
う
に
、
み
ん
な
が
同
じ
よ

う
に
指
導
案
が
書
け
る
よ
う
な
授
業
を
と
思
っ
て
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
や
っ
て
い
る
。
 

 

                   

訪
問
指

導
 

              

養
②
：
教
員
に
よ
っ
て
才
能
と
い
う
の
は
い
ろ
い
ろ
差
が
あ
る
の
で
、
一
概
に
は
言
え
な

い
が
、
基
本
的
に
は

(
17

1
)
最

低
限
実
習
生

の
様
子
を
鑑
み

、
か
つ
実
習
生
と

簡
単
で
い
い

か
ら
、
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
と
か
、
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ
と
か
い
ろ
い

ろ
言
い
方
が
あ
る
が
、

話
を
し

て
く
る

と
い
う
の
が
大
事
だ
と
思
う
。
学
生
が
い
い
と
思
っ
て
い
る
教
員
も

、
い

な
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
。
 

 （
全
員
担
当
で
す
か
？
）
 

養
②
：

(
1
87
) マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作

っ
て
や

っ
て
い
る
。
最
初
は
ど
う
や
っ
て
い
い
か
分
か
ら
な

い
と
い
う
の
が
あ
る
の
で
。
記
録
の
と
こ
ろ
で
も
最
低
限
こ
れ
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
と
い

う
こ
と
で
や
っ
て
い
る
。
 

 養
①
：

(
1
8
9)
1
年
生
か

ら
の
学

生
情
報

と
い
う
の
を
で

き
る
だ
け
学

科
で

共
有

し
て
い
る
。

リ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
た
と
き
に
あ
ま
り
文
章
が
書
け
な
い
と
か
、
メ
ン
タ
ル
面
で
配
慮
が

必
要
と
か
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
し
て
い
て
も
あ
ま
り
発
言
が
な
い
と
か
、
ど
う
も
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
が
苦
手
の
よ
う
だ
と
か
。
そ
う
い
っ
た
学
生
の
情
報
を
事
前
に
学
科
で
共
有
し

て
お
く
と
、
巡
回
に
行
く
に
当
た
っ
て
ど
う
い
う
学
生
で
あ
る
か
、
実
習
現
場
の
担
当
者

か
ら
初
め
て
聞
か
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
実
習
訪
問
に
生
か
し
て
も

ら
え
る
と

思
っ
て
い

る
。
 

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
も
ち
ろ
ん
あ
る
が
、
で
き
る
だ
け
情
報
共
有
を
し
た
い
の
で
、
気
に
な

っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
担
当
者
が
フ
ォ
ロ
ー
に
行
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
場
合

も
あ
る
の
で
、
記
録
し
て
も
ら
い
実
習
中
は
速
や
か
な
情
報
共
有
を
心
掛
け
て
い
る
 

 保
①
：
ま
さ
に

(
2
01

)
実
習
生

の
気
持
ち
を

ほ
ぐ
し
て
あ
げ

て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
一
つ
あ

る
。
な
か
な
か
、
実
際
の
と
こ
ろ
は

私
も
主
任
に
託
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ど
こ
ま

で
実
習
生
の
今
の
立
ち
位
置
だ
っ
た
り
、
課
題
だ
っ
た
り
、
悩
み
を
把
握
で
き
て
い
る
か

と
言
わ
れ
る
と
、
至
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
う
。
実
習
生
の
現
状
、
立
ち
位
置
を
、

園
と
違
う
立
場
か
ら
確
認
し
て
も
ら
い
た
い
。
あ
と
は
、
私
自
身
も
今
反
省
し
て
い
る
こ

と
だ
が
、
終
わ
り
際
に
違
う
業
務
に
私
が
行
っ
て
し
ま
っ
て
、
帰
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
た
り
す
る
の
で
、
実
習
生
の
感
じ
て
い
る
課
題
な
ど
を
最
終
的
に
共
有
し
て
、
終
わ

る
と
い
う
よ
う
な
、
そ
こ
を
ち
ゃ
ん
と
自
分
自
身
が
理
解
し
て
お
か
な
き
ゃ
い
け
な
か
っ

た
な
と
い
う
ふ
う
に
感
じ
て
い
た
。
 

 保
②
：
い
つ
も
先
生
が
訪
問
に
き
て

く
だ
さ
る
と
、
学
生
は
泣
い
ち
ゃ
う
こ
と
が
あ
っ
て
。

涙
し
な
が
ら
出
て
く
る
様
子
を
見
掛
け
る
が
、
そ
れ
ぐ
ら

い
緊
張
し
て
い
る
ん
だ
な
と
い

養
③
：
訪
問
指
導
は
、
保
育
士
課
程
担
当
の
教
員
で
行
っ
て

い
る
。
 

(
1
80
) 難

し
い
と
感
じ
て
い
る

。
園
長
先
生
に
対
応
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
多
い
が
、

(
1
86

)

保
育
者
と
は
保
育
中
で
話
を
す
る
こ
と
が

出
来
な

い
。
学
生
と
直
接
関
わ
っ

て
い
る
保
育

者
の
意
見
を
聞
け
る
と
な
お
あ
り
が
た
い
と
思
う
。

(
1
8
2)
園
長
先
生
だ
と
、

(
18

3)
挨
拶
だ
け

で
終
わ
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
。
直
接
指
導
し
て
い
る
保
育
者
と
話
を

す
る
こ
と
で
訪
問
指
導
の
成
果
を
出
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
 

実
習
中
は
心
配
を
か
け
な
い
よ
う
に
「
大
丈
夫
で
す
」
と
い
う
学
生
が
多
い
よ
う
に
思

う
。
実
習
を
お
え
た
後
に
な
っ
て
、
事
後
指
導
の
個
別
面
談
で
「
た
い
へ
ん
で
し
た
」
と

聞
く
こ
と
が
あ
る
。

(
18

1
) 実

習
中
に
学
生
の
本
音
を
聞
く
こ
と
が
難
し
い
。
実
際
に
、
学
生

は
実
習
中
、
新
し
い
こ
と
ば
か
り
で
、
自
分
が
実
習
で
今
何
を
体
験
し
て
い
る
の
か
と
い

う
こ
と
を
消
化
し
き
れ
て
い
な
い
、
整
理
で
き
て
い
な
い
の
で
、
尋
ね
て
も
な
か
な
か
う

ま
く
返
答
で
き
な
い
の
か
と
思
う
。
 

 養
④
：
 

(
18
8
) 訪

問
指
導
は
、
学
科
教
員
全
員
で
行
っ
て
い
る
。
単
科
の
大
学
な
の
で
保
育

の
こ
と
を
わ
か
ら
ず
に
訪
問
し
て
い
る
と
い
う
教
員
は
い
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
は
よ
い
。
 

事
前
指
導
の
最
後
に
、

(
1
84

) 訪
問
指
導
に
行
く
担

当
教
員
と
学
生
複
数
で
（
複
数
）
で
グ

ル
ー
プ
面
談

を
実
施
し
て
い
る
。

(
1
85
)
顔

合
わ
せ
や
事
前

に
な
る
べ
く
不
安

を
聞
き

出
し

て
軽
減
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る
。
 

実
習
で
は
体
験
す
る
こ
と
が
多
様
す
ぎ
て
、
達
成
し
た
い
課
題
は
な
に
か
、
後
半
ど
の

よ
う
に
実
習
し
て
い
け
ば
よ
い
か
、
を
学
生
と
は
話
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
ボ
タ
ン

の
掛
け
違
い
が
起
こ
っ
て
い
る
場
合
に
は
、

(
16
9
) 学

生
か
ら
話
が
あ
る
の
で
、
よ
く

話
を

聞

く
よ
う
に
し
て
い
る

。
ま
た
、
(
1
7
2)
現
場
の
指
導
の
担
当
の
先
生

と
話

を
す
る
と
き
も
、

(
17

0)

ま
ず
は
学
生

の
状
況
を
聞
き
、
ず
れ
が

あ
る

場
合
に
は

(
17

5
)
学
生
本
人
が
ど
う
思
っ

て
い

る
か
を
聞
い

て
み
て
ほ
し
い
と
い
う
こ

と
を

伝
え
、

(
17

3
)
橋
渡
し
を
す
る
よ
う
に
し

て
い

る
。
学
生
本
人
は
こ
う
い
う
つ
も
り
で
と
か
、
ち
ょ
っ
と
委
縮
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
な

(
1
74

) 学
生
の
状
況
を
伝
え
る
こ
と
を
心

が
け
て
い
る
。
 

最
近
は
、

(1
79
) 欠

勤
の
対
応
（
補
充
）
と
か
、
実
習
期
間
が
養
成

校
で

違
う
こ
と
が
あ
る

の
で
、
自
身
の
学
校
で
の
実
習
日
数
に
つ
い
て
の
説
明
や
お
願
い

を
し
て
い
る
。
学
生
が

時
々
、
そ
う
い
う
こ
と
を
自
分
で
で
き
ず
に
実
習
日
数
が

1
日
足
り
な
い
と
い
う
よ
う
な

こ
と
が
あ
っ
た
り
す
る
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
も
し
て
い
る
。
 

(
1
72
)(

16
9)
指
導
者
と
学
生
と

両
方

の
話
を
聞
く
と
い
う
こ
と
を
し
て
い
る
が
、
実
習
状
況

を
聞
く
項
目
と
し
て
は
、

(
1
78

) 日
誌
、

(
17
6)
子

ど
も

と
の
か
か
わ
り

、
指
導
者
と

の
関

係
、

(
1
77

)
課

題
の
取
り
組

み
等
の
項
目
を
立
て
て
共

通
に
聞
き
取
る

こ
と
を
決
め
て

訪
問

指
導

を
進
め
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
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う
の
が
や
っ
ぱ
り
感
じ
ら
れ
る
。
来
て
も
ら
っ
た
と
き
に
こ
こ
で
声
を
掛
け
て
「
頑
張
っ

て
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
と
一
番
い
い
と
い
う
ふ
う
に
は
思
っ
て
い
る
。
あ
と
は
学
生
の

様
子
を
養
成
校
の
先
生
が
話
し
て
く
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
聞
い
て
、
そ
の
後
、
後
半
戦
の

対
応
が
や
り
や
す
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
。
 

 

 保
③
：
訪
問
指
導
で
は
、

(
19

5
) 必

ず
訪
問
指
導
の
先
生
に
実
習
し
て
い
る
姿
を
見
て
も

ら
う

よ
う
に
し
て

い
る
。

(
19

6
)
子
ど
も
と
ど
ん

な
ふ
う
に
接
し
て
い
る
か
を
見
て

も
ら
う

と
い

う
こ
と
を
必
ず
し
て
い
る
。
 

途
中
経
過
で
は
あ
る
が
、

(
1
9
7)
実
習
日
誌
な
ど
を
読

ん
で
も
ら
っ
て

(1
98
) 学

生
の
気
付
き

を
確
認
し
て
も
ら
っ
た
り
、
記
入
状
況
に
よ
っ
て
は
訪
問
指
導
の
先
生
か
ら
指
導
し
て
も

ら
う
よ
う
に
し
て
い
る
。
 

最
初
に
学
生
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
、

(1
9
3)
そ
の
後

に
学
生
と
面
談
の

時
間
を
作

り
、

(
1
94

) 訪
問
指
導
の
先
生
か
ら
、
学
生
に
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
る
。 

 保
④
：
訪
問
指
導
で
は
、
ま
ず

(
19
0)
(1

91
)
学
生
と
訪
問
指
導
の

先
生
と
が
応
接

室
で

(
19

2)
話
を

す
る
場
を
作
っ
て
い
る

。
(1
99
) 園

長
と
話
を
す
る
時
間
を
作
っ
て
い
る
が
、
保
育
中
は
ど
う

し
て
も
手
が
離
せ
な
い
の
で
保
育
に
当
た
っ
て
い
る
直
接
の
学
生
の
指
導
の
保
育
者
と
は

確
か
に
話
す
時
間
は
と
れ
て
い
な
い
。
先
ほ
ど
の
話
を
聞
い
て
、「

あ
ー
そ
う
か
！
」
と
気

づ
い
た
が
、
立
ち
話
程
度
し
か
で
き
な
い
。
 

訪
問
指
導
の
先
生
が
く
る
と
、
実
習
生
も
学
生
に
戻
っ
て
話
を
し
、
す
っ
き
り
と
し
た

顔
に
な
っ
て
現
場
に
戻
っ
て
く
る
姿
が
あ
る
。

(
2
0
0)
学
校
の
先
生
と

会
う
こ

と
で
実
習

生

も
元
気
に
な
っ
て
い
る

。
訪
問
の
先
生
の
偉
大
さ
を
感
じ
て
い
る
。
 

                

保
護
者

支

援
の
理

解
 

経
験
 

   

保
①
：
私
が
前
い
た
保
育
園
で
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
併
設
さ
れ
て
い
た
の
で
、

実
習
生
の
実
習
の
ね
ら
い
を
し
っ
か
り
聞
い
て
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
支
援
し
た
い
と
い

う
よ
う
な
思
い
を
持
つ
学
生
に
は
、（

2
23
）
保
育
の
ク

ラ
ス
配
置
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
支
援

セ

ン
タ
ー

の
ほ
う
に

も
行
け

る
ん
だ
よ

と
い
う
こ
と

は
話

を
し
て
い
る
。
 

 保
②
：

（
2
29
）
保
護

者
支
援

の
と
こ
ろ
は
本

当
に

課
題
で
、
難
し

い
と
こ
ろ
。
な
か
な

か
保

育
者
自

身
も
理
解

を
す
る

の
に
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
と
こ

ろ
が
あ
っ
た
り

し
て
い
る
。
そ

の
中
で
学
生
に
こ
の
と
こ
ろ
の
経
験
だ
っ
た
り
、
理
解
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
形
で
し

て
あ

げ
た

ほ
う

が
い
い

の
か

と
い
う

の
は

、
ま

だ
は
っ

き
り

し
て
い
な

い
と
こ

ろ
が

あ

る
。
保
護
者
支
援
は
そ
の
家
庭
に
よ
っ
て
違
っ
た
り
す
る
の
で
、
支
援
の
仕
方
と
い
う
の

も
難
し
い
と
思
っ
て
い
る
。
 

（
23

0）
話
と
し

て
は
説

明
が
で
き

て
。
理
解
と
な
っ
た
ら
、
そ
こ
ま
で

は
ち
ょ
っ
と
難
し

い
の
か
な
と
思
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。
実
際
に
来
た
人
に
対
し
て
、
聞
い
た
り
、
表
情
を
見

た
り
、
保
護
者
の
様
子
を
と
い
う
と
こ
ろ
が
。
 

 養
②
：
大
体
や
っ
て
き
て
ほ
し
い
と
思
う
の
は
、
先
ほ
ど
お
話
し
い
た
だ
い
た
よ
う
に
、

（
2
07

）
送
迎

の
と
き

に
子

ど
も

と
親
御

さ
ん

と
の

関
わ
り

の
様

子
を
見
る

こ
と

。
あ
と

は
（

20
8）
支

援
セ
ン
タ

ー
が
あ
れ
ば
、
そ

う
い
う
と
こ

ろ
は
一
時
保
育
と

か
を
や
っ
て
い
れ
ば

見
さ
せ

て
も
ら
う

と
い
う
の
で
い
い
と
思
う
。
M
県
の
ほ
う
で
は
評
価
表
を
県
の
ほ
う
で

統
一
し
て
い
る
の
が
、（

2
1
4）
Ⅱ
の
ほ
う
で

保
護
者
支
援
、
地

域
子
育
て
支
援
が

入
っ
て
い

る
。
項
目
を
見
直
し
し
た
い
の
で
、
ど
れ
が
大

事
だ
と
思
う
か
か
、
ど
れ
が
評
価
し
に
く

い
か
と
聞
い
た
ら
、
一
番
初
め
に
評
価
の
必
要
が
な
い
と
き
た
の
が
こ
の
子
育
て
支
援
で

保
④
：
保
護
者
の
方
に
実
習
生
が
来
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
い
る
。（

21
7
）
保
護
者
へ
の
挨

拶
を
す
る
よ
う
実
習
生
に
指
導
し
て
い
る
。
 

（
22
3）
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
実
習
で
は
、
保
育
所
と
は
機
能
が
違
う
の
で
、
聞
く
こ
と
に

徹
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。（

2
1
5）
相
談
を

さ
れ
て
い
る
母
親

の
隣
に
い
る

（
2
16
）
子
ど
も

と
遊
ぶ
こ
と
は
し
て
い
る
。
 

保
育
園
の
方
の
実
習
で
は
、
（
2
1
9）
実
習
生
で
あ
っ
て
も
保
護
者

の
方
か
ら
質
問

が
き
た

り
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な

時
は
実

習
生
で
あ
る
こ
と
を
き
ち
ん
と
伝
え
、

難
し
い
こ
と
は

答
え
な

い
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。
も
し
、
（

2
1
8）
で
き
た
ら
そ
の

日
の
子

ど
も
の
か
わ
い

か
っ
た

と
こ
ろ
を
１
つ
伝
え
る
よ
う
指
導

し
て
い
る
。（

22
0）
子
ど
も
の
家

庭
ノ
ー
ト
（
0
か
ら

2
歳
）
と
い
う

の
が
あ
る
が
、

そ
れ
を
読
ん
で
も
ら
い
、
そ
れ
に
対

す
る

（
22
2）
質

問
に
答

え
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
 

 保
③
：

（
22
5）
一
番
難

し
い
と

こ
ろ
だ
と
現
場
で
は
思
っ
て
い
る
。
毎
日
、
地
域

の
子
育
て

支
援
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
ま
た
ま

（
2
26
）
実
習
中
に

何
か
や
っ
て
い

る
時
に
は
、

（
22
7）
見
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
以
外
は
、（

22
8）
や
っ
て
い
る
こ

と
の
説
明
で

終
わ
っ
て
し
ま
う

。
 

保
護
者
と
の
会
話
と
い
う
の
も
、（

2
31
）
守
秘
義
務
の
こ
と
も
あ
る
の
で
、
実
質
や
っ
て

も

ら
う
こ
と
は
難

し
い
。
（

2
2
0）
連
絡
帳
と
の
保
護

者
と
の
や
り
取
り
を
読
ん
で
も
ら
う

こ
と

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
 

 養
④
：
（

2
14
）
実
習
Ⅱ
の
大
き
な

柱
で
は
あ
る
と

思
う
。（

2
09
）
受
け
入

れ
側
の
園
の
事
情
で
大

き
く
変
わ
っ
て
く
る

。
１
回
目
の
実
習
か
ら

（
2
08
）
地
域
の
支

援
の
実
際
を

（
2
02
）
見
学
、（

2
03

）
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保
護
者

支

援
の
理

解
 

経
験
 

 

あ
っ
た
。
評
価
で
き
な
い
と
。
か
と

い
っ
て
外
せ
な
い
か
ら
ど
う
し
よ
う
と
今
、
悩
ん
で

い
る
。
 

こ
れ

は
幼

稚
園
で

も
同
じ

よ
う

な
状
況

で
あ

る
。
幼

稚
園
に

は
子

育
て

支
援
は

な
い

が
、
評
価
項
目
に
入
れ
て
や
っ
て
み
た
ら
、
幼
稚
園
は
子
育
て
支
援
が
も
と
も
と
入
っ
て

い
な
い
で
す
よ
ね
と
反
応
が
あ
っ
た

。（
21

0）
現
場
側
の
理
解
は
も
ち

ろ
ん
あ
る
と
思
う
が
、

評
価
表

に
子
育
て

支
援
を

入
れ
た
と

き
に
、
ど
の

よ
う
に
評
価
し
た

ら
い
い
の
か
と
い
う

と
こ
ろ

に
随
分
悩

ま
れ
て

い
る
と
い

う
状
況
が
あ
っ
た
。
こ
ち
ら
と
し
て
は
、
学
生
が
一

生
懸

命
そ

れ
を

理
解
し

よ
う

と
し
て

く
れ

れ
ば

い
い
と

い
う

ぐ
ら
い
の

と
こ
ろ

な
の

だ

が
。
そ
の
評
価
基
準
は
ど
う
な
っ
た
ら
い
い
ん
で
す
か
と
言
わ
れ
る
と
、
な
か
な
か
答
え

ら
れ
な
く
て
困
っ
て
い
る
。（

21
1）
地
域
子
育
て
支
援
に
な
っ
て
く
る
と
、
た
ま
た

ま
そ
う

い
う
行

事
が
あ
れ

ば
い
い

が
。
そ

の
辺
は
実
習

は
難
し
い
の
か
な
と
は
。
や
っ
て
ほ
し
い

と
は
思
っ
て
い
る
。
 

 

養
①
：
私
の
所
も
同
じ
で
、（

20
7）
送

迎
の
と
き
に

保
育
者
が
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
を

（
2
0
2）

で
き
る

だ
け
見
て

、
学

べ
る
よ
う

に
と

い
う
こ
と
は
強

調
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
そ
れ

か
ら
、
（

2
06
）
連
絡
帳

を
読
ま

せ
て
い

た
だ
く

と
い
う
の
も
、
ぜ
ひ
お
願
い
し
て
、
読
ん
で

き
な
さ
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
実
践
的
な
と
こ
ろ
は
や
は
り
ま
だ
実
習

で
は
で
き
な
い
の
で
。
そ
こ
で
、（

25
）
4
年
次

の
保
育
教
育
実
践
演
習
で
保
護
者
支
援
の
ロ

ー
ル
プ

レ
イ
を
や

っ
た
り

、
そ
れ
か
ら
、（

2
6）
模
擬
保
護
者
会
を
や
っ

た
り
、
連
絡
帳

の
返

事
を
書

い
て
み
る

と
か
、
そ
う
い
っ

た
実
践
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
保
育
教
育
実
践
演
習

の
中
で
、
補
う
意
味
で
、
現
場
に
出
る
前
に
や
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
状
態
。
 

 

体
験

で
き
る
場
合

も
あ
れ
ば
、
で
き
な
い
こ
と
も
多
い
。
で
き
な
い
場
合
に
は
、（

2
04
）
実
習

生
の
方
か
ら
ク
ラ
ス
の
保
育
以
外
に
地
域

の
子
育

て
支
援
、
保
護
者
支
援
で

ど
の
よ
う
な

こ
と
を
し
て
い
る
か
質
問
し
て
学
ん
で
い

る
。
そ
う
い
う
学
び
を
し
て
ほ
し
い
の
で
、（

2
0
5）

実
習
日
誌
に
は
そ
の
よ
う
な
書
く
欄
を
設

け
、
そ
の
こ
と
は
自
分
か
ら
話
を

聞
い
て
く
る

よ
う
に
指
導
を
し
て
い
る
。
 

 養
③
：

（
21
2）
こ
の
問

題
は
と

て
も
難
し
い
と
感
じ
て
い
る
。
家
庭
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
関

わ
っ
て
く
る
難
し
さ
が
あ
る

。
子
ど
も
の
家
庭
的
背
景
、
生
育
歴
に
つ
い
て
、
学
生
も
想

像
し
た
り
す
る
こ
と
は
あ
る
の
だ
と
思
う
。
養
成
校
と
し
て
は
、
そ
の
こ
と
が
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
保
護
に
あ
た
い
す
る
も
の
で
あ
る
か
は
現
場
が
判
断
す
る
こ
と
な
の
で
、
（

20
5）
学

生
へ
は
聞
く
だ
け
聞
い
て
み
て
学
ん
で
く

る
よ
う

指
導
し
て
い
る
。
 

（
20
6）
連
絡
帳
を
見
せ
て
い
た
だ

く
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
大
事
だ
と
思
う
が
、
学
生
は

家
庭
の
こ
と
を
質
問
す
る
こ
と
は
い
け
な
い
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
よ
う

な
状
況
が
あ
っ
て
な
か
な
か
自
分
か
ら
言
え
て
い
な
い
。
（

21
3）
学
生
の
守

秘
義
務
と
し

て

は
実
習
で
聞
い
た
こ
と
、
見
た

こ
と
を
外
に
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る

が
、
そ
の
こ
と
を
学
生
は
質
問

し
て
は
い
け
な
い
と
理
解
し
て
し
ま
っ
て
い

る
こ
と
も
あ

り
難
し
さ
を
感
じ
て
い
る
。
 

自
身
の
学
校
で
は
な
い
が
、
近
年

S
N
S
へ
の
書
き
込
み
な
ど
が
世
間
で
は
問
題
な
っ
て

い
る
の
で
そ
の
こ
と
は
繰
り
返
し
指
導
を
し
て
い
る
。
 

 （
守
秘
義
務
の
現
場
で
の
指
導
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
？
）
 

 保
③
：
守
秘
義
務
に
関
し
て
は
、（

2
21
）
い
ろ
ん
な
子
ど
も
た
ち
が
い
て
、
母
親

が
い
て
、
い

ろ
ん
な
考
え
方
も
あ
る
と
い
う
こ
と
も
伝

え
つ
つ
、「

保
育
園
の
中
で
見
た
こ
と
、
聞
い
た

こ
と
は
外
で
は
話
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
、（

2
3
3）
実
習
に
必
要

だ
か
ら

（
22
0
）
連
絡
帳

も
見
せ

て
い
ま
す
」
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
 

 保
④
：

（
2
24
）
保
育
実
習
の
中
で
保
護
者
支
援
は

本
当
に
難
し
い
。
現
場
の
方
で
も
難
し
い

こ
と
に
な
る
。
家
庭
を
伝
え
る
第
一
の
手
段
が
連
絡
帳
な
の
で
、（

23
2）
連
絡
帳
を
み
て
も
他

で
は
言
わ
な
い
よ
う

、（
2
3
4）
こ
こ
だ
け
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
 

          

養
①
：
（

23
5）
ま
ず
す
ぐ
に
自
己
評
価

を
し
て
い
る
。（

2
43
）
振

り
返
り
シ
ー
ト
と

自
己
評
価
表

を
2
部

、
記
入
さ

せ
て

。
そ
の
後
、（

2
4
8）
自
分
で

評
価
を
低
く
し

た
か
と
い
う
よ
う

な
こ

と
も
含

め
て
、
グ
ル
ー

プ
で
話
を

し
て
も
ら
う
。
そ
し
て
次
へ
の
課
題
を
ど
う
考
え
る
か

と
い
う

辺
り
を
自

分
の
イ

メ
ー
ジ
が

で
き
る
よ
う

に
し

て
、
Ⅱ
へ
の

準
備
と
い
う
形
で
記

録
を
残

し
て
お
く

。
Ⅱ

の
実
習
の

初
め
に
そ
れ
を
本
人
に

返
し
て
、
そ
し
て
Ⅱ
の
実
習
の

事
後
指

導
を
生
か

し
て
も

ら
う
よ
う

に
つ
な
げ
て

い
る

。
保
育
所
実
習
Ⅰ
か
ら
保
育
所
実

習
Ⅱ
に
行
く
と
き
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
い
る
。
 

そ
れ
か
ら
、（

25
4）
事

後
指
導

の
中
に

、
全
教
員
が
学
生

を
1
0
人
ぐ
ら
い
受
け

持
っ
て
い

る
の
で

、
反
省
会
を
そ
の
教

員
の
元

で
や
っ
て
い
る

。
グ
ル
ー
プ
別
に
や
っ
て
も
ら
う
こ

と
で
、（

2
58
）
実

習
状
況
を

細
か
い

こ
と
ま
で
知
る
こ
と
に
な
る
。
う
ま
く

い
っ

た
と
か
、

養
③
：

（
23
6）
事
後
指

導
で
は
、
実
習
担
当
者
が
実
習
園
か
ら
の
評
価
票
が
戻
っ

て
き
た
段

階
で
、（

23
8）
1
5
分
か
ら

2
0
分

ほ
ど
の
個
別
面
談
を
実
施

し
、（

2
41
）
実
習
の
学
び
や

（
2
4
2）
自

己
課
題
を
尋
ね

て
い
る

。
ま
た
、
（

2
40
）
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が

っ
て
い
る
学
生

が
い
た

場
合
に
は
、
話
を
よ
く
聞
き

、（
2
44
）
前
向
き
に
学
ん
で

い
け
る
よ
う
指
導
し
て

い
る
。
 

（
24
9）
報
告
会
を
実
施
し
て
い
る
。
報
告
会
で
は
一
日
時
間
を
取
っ
て
、
様
々
な
学
年
の

学
生
が
保
育
所
実
習
の
Ⅰ
と
Ⅱ
、
施
設
、
幼
稚
園
実
習
も
一
緒
に
そ
れ
ぞ
れ
順
番
に
発
表

し
て
い
る
、
ま
た
、（

2
52
）
先
輩
・
後
輩
で
情
報
を
共
有
で
き
る
時
間
も
作
っ
て
い
る
。（

2
53

）

学
生
同
士
の
交
流
が
日
常
で
は
難
し
い
の

で
、
学
生
は
そ
の
よ
う
な
場
を
喜

ん
で
い
る
印

象
が
あ
る
。
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事
後
指

導

の
ポ
イ

ン

ト
              

 

い
か
な
か
っ

た
と
か

、
保
育

者
に
厳

し
く
注
意
を

受
け
た

と
か
、
そ
う
い
う

い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を

反
省
会
で

言
う
の

で
。
例

え
ば
教
養
の
先
生
も
保

育
の
科
目
の
先
生

も
、
み
ん
な

同
じ
よ

う
に
情
報

を
得
て

い
る
。
反
省
会
を
や
っ
た
と
こ

ろ
で
、
一
人
一
人
の
シ
ー
ト
に

教
員
が

状
況
を
書

い
て
、
実
習
セ
ン

タ
ー
に
提
出
す

る
と
い
う
よ
う
な
方
法
を
取
っ
て
い

る
。
後
で
出
て
く
る
評
価
の
問
題
だ
が
、
評
価
の
特
に
低
い
学
生
に
つ
い
て
は
、
別
枠
の

記
入
表
を
用
意
し
て
い
て
、
面
談
を
し
て
、
細
か
く
指
導
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
る
。 

（
面
談
の
や
り
方
は
？
）
 

学
内
指
導
の
先
生
と
言
っ
て
い
る
が
、（

2
55
）
2
年
生
の
幼

稚
園

実
習
か
ら

4
年
生

の
実

習
ま
で

ず
っ
と
同

じ
教
員

が
受
け
持

つ
形
に
な
っ

て
い

る
。
ゼ
ミ
と

同
じ
よ
う
な
考
え
方

な
の
で
、
す
ご
く
関
係
が
深
ま
る
。
担
当
者
は
大
勢
の
学
生
に
対
応
し
て
い
る
の
で
、
そ

れ
よ
り
も
関
係
が
密
に
な
っ
て
い
る
。
な
の
で
、
ま
ず
は
学
内
指
導
の
先
生
に
成
績
が
悪

い
状
態
で
、
ど
う
い
う
指
導
を
す
る
か
と
い
う
の
を
。
そ
し
て
記
録
を
書
い
て
も
ら
っ
た

も
の
を
、
担
当
者
が
読
ん
で
、
そ
れ

で
も
ち
ょ
っ
と
心
配
な
場
合
は
呼
び
出
し
を
し
て
面

談
を
す
る
。
 

 保
②
：

（
26

3）
実

習
生
に

ど
ん
な

形
で
そ
の
事
後
指
導
を
し
た
ら
い

い
か
と
い
う
学
校
側
の

考
え
方

や
方
向
性

と
い
う

の
を
知
れ

た
ら
い
い
と

い
う

ふ
う
に
思
っ
て
い

る
。
こ
の
部
分

を
指
導
し
て
ほ
し
い
と
か
、
そ
い
う
も
の
が
あ
れ
ば
い
い
な
と
思
う
。
一
応
、
反
省
会
、

ふ
り
返
り
会
み
た
い
な
も
の
を
実
習
園
の
ほ
う
で
や
っ
て
い
て
、
そ
こ
は

（
26
2）
指
摘
と
か

評
価
と

い
う
こ
と

で
は
な

く
て
、
前

向
き
な
方
法

で
指

導
は
す
る
よ
う
に

は
し
て
い
る
。

ど
う

い
う

学
生

さ
ん
に

ど
ん

な
言
い

方
や

や
り

方
を
し

た
ら

伝
わ
る
の

か
な
と

思
い

な

が
ら
い
つ
も
や
っ
て
い
る
の
で
、（

2
6
5）
養
成
校

の
先
生
た
ち
と
話

し
す
る
機
会
を

持
ち
た

い
な
と

い
う
ふ
う

に
は
思

っ
て
い
た
。
 

 保
①
：

（
26

4）
園

側
も
や

は
り
評

価
と
い
う
も
の
の
考
え
方
を
し
っ

か
り
理
解
さ
せ
て
あ
げ

る
こ
と
が
、
職
員
に
対
し
て
も
難
し
か
っ
た
り
し
て
い
る
。
や

は
り
実
習
生
も
自
分
が
ど

ん
な
評
価
を
受
け
る
の
か
と
か
、
そ
う
い
う
他
者
評
価
の
部
分
で
、
自
分
の
評
価
を
決
め

て
し
ま
う
視
点
が
も
し
か
し
た
ら
あ
る
の
か
な
と
思
っ
て
。
先
ほ
ど
か
ら
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
の
自
己
評
価
に
し
て
も
、
そ
の
自
己
評
価
の
仕
方
、
評
価
は
こ
う
い
う
ふ
う
に
捉
え
る

ん
だ
と
い
う
と
こ
ろ
を
、
し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
た
だ
け
る
と
い
い
の
か
な
と
い
う
ふ
う

に
は
思
っ
た
。
ど
う
し
て
も
他
者
の
評
価
を
気
に
す
る
と
い
う
の
が
あ
る
の
で
。
こ
こ
ま

で
実
習
生
側
の
話
に
な
っ
て
い
る
が
、
1
年
後
の
現
場
に
出
て
い
っ
た
職
員
と
い
う
の
は
、

さ
ほ
ど
、
何
も
変
わ
ら
な
い
の
で
、
多
分
同
じ
課
題
を
抱
え
て
い
る
の
か
な
と
い
う
ふ
う

に
も
思
う
。
ま
ず
、
評
価
の
あ
り
方
、
自
己
評
価
の
あ
り
方
と
い
う
と
こ
ろ
を
。
 

 

養
④
：
終
わ
っ
た
開
放
感
が
ど
う
し
て
も
あ
る
が
、
し
っ
か
り
振
り
返
り
学
ん
で
ほ
し
い

の
で
事
後
指
導
に
は
力
を
入
れ
て
い
る
。（

25
6）
実

習
と
実
習
（

保
育

所
→
施
設
→
幼
稚

園
→

保
育
所

o
r
施
設
→
幼
稚
園
）
の
間
を
し
っ
か
り
繋
い

で
い

か
な
い
と
い
け
な
い
と
考
え

て
い
る
。
（

25
7）
保

育
所
実

習
が
終
わ
っ
た
ら

そ
れ
を
ど
う
施
設
実
習
に
つ
な
げ
る
か
、
と

い
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
そ
れ
が
、
自
身
の
実
践
現
場
で
の
課
題
と
し
て
つ
な
が
る
こ

と
が
多
い
。
 

（
23
9）
個
々
の
振
り
返
り
の
中
で
、
最
初
は
挨
拶
が
で
き
て
い
な
い
と
か
、
積
極
性
が
な

い
と
か
、
そ
の
よ
う
な
課
題
が
上
が
っ
て
く
る
。
自
分
が
持
つ
積
極
性
と
は
何
か
、
現
場

で
よ
い
と
言
わ
れ
た
こ
と
、
例
え
ば
「
笑
顔
が
よ
い
」
と
か
「
丁
寧
だ
」
と
か
い
わ
れ
た

こ
と
を

（
2
46
）
ど

う
プ
ラ
ス
に
生
か
す
の
か
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
ど
う
つ
な
げ
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
 

（
24
5）
実
習
を
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
テ
キ

ス
ト
も
作
成
し
た

。
「
実
習
振

り
返
り
曲
線
」
と
い
う
名
前
で
、
1
2
日
間
を
折
れ
線
グ
ラ
フ
で
、
１
つ
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
体
調
を
記
入
す
る
。
良
か
っ
た
こ
と
と
悪
か
っ
た
こ
と
を
記
入
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
実
習
に
は
よ
か
っ
た
感
情
と
ダ
メ
だ
っ
た
感
情
が
あ
る
。
学
生
は
ダ
メ
だ
っ
た
こ

と
は
よ
く
覚
え
て
い
る
が
、
良
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
は
ず
で
、
そ
こ
を
伸
ば
し
て
い
く
こ

と
が
大
事
な
の
で
、
そ
の
辺
り
を
意
識
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
な
っ
て
い
る
。（

24
7）
実
習
の

振
り
返
り
が
次
の
実
習
の
目
標
に
な
っ
て

い
く
よ

う
な
事
後
指
導
を
大
事
に
し
て
い
る
。

実
習
評
価
と
し
て

は
、
学
生
が
気
に
な
る
と

こ
ろ
で
、（

2
35
）
自
己
評
価
と

（
2
3
7）
大
学
の
評

価
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
 

難
し
い
が

2
学
年
が
一
緒
に
な
っ
て

（
2
50
）
実
習
の
多
様
な
経
験

を
話
す
こ
と
で
、（

25
1）

学
び
を
共
有
し
深
め
て
い
け
る
よ
う
に
し

て
い
る

。
 

 保
④
：
よ
か
っ
た
感
情
と
だ
め
だ
っ
た
感
情
と
い
う
話
が
と
て
も
興
味
深
か
っ
た
。
ダ
メ

な
こ
と
の
方
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
（

25
9）
反
省

会
を
園
で

も

開
い
て
い
る

が
、
そ
の
時
に

（
26

2）
実
習
生
が
前
向
き
な
形
で
終
わ
れ
る
よ
う

に
や
っ
て
い

る
。
毎
日
書
い
て
い
る
日
誌
な
ど
が
ど
う
生
か
さ
れ
て
い
る
か
が
と
て
も
気
に
な
っ
て
い

た
が
、
養
成
校
で
学
び
に
繋
が
っ
て
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
よ
か
っ
た
。
 

 保
③
：
そ
う
い
う
ふ
う
に
事
後
指
導
を
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
。
 

（
26
0）
学
生
の
よ
か
っ
た
と
こ
ろ
を
な
る
べ
く
伝
え
る
よ
う

に
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
自

分
で
だ
め
だ
っ
た
と
、
こ
ち
ら
が
伝
え
た
こ
と
以
上
に
挫
折
感
が
あ
っ
た
り
す
る
の
か
と

い
う
こ
と
も
今
日
の
話
で
わ
か
っ
た
の
で
、
次
か
ら
の
実
習
生
に
は
も
っ
と

（
2
61
）
自
信
を

も
っ

て
か

え
っ

て
も
ら

え
る
よ

う
な

反
省

会
の
あ

り
方

を
考

え
て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら

な
い
と
思
っ
た
。
 

    

保
②
：
実
習
期
間
中
に
、（

2
85
）
学

生
が
前
向
き
に
行
っ
て
い
た
こ
と
は
し
っ
か
り

捉
え
て

お
い
て
、
評
価
を
す
る
と
い
う
ふ
う
に
は
し
て
い
る
。
緊
張
し
て
で
き
な
か
っ
た
こ
と
と

か
、
そ
う
い
う
の
は
マ
イ
ナ
ス
と
し
て
は
捉
え
て
評
価
に
つ
な
げ
る
と
い
う
こ
と
は
し
な

い
よ
う
に
は
な
っ
て
い
る
。
 

保
③
：
（

2
89
）
実
習
の
評
価
は
最

後
の
最
後
で
頭

を
悩

ま
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。（

2
90
）
ど
の
職
員

に
聞

い
て
も
な

る
べ

く
よ
く
書
い

て
あ

げ
た
い

と
言
っ
て
い
る
。
・
評
価
に
は
い
ろ
ん

な

項
目
が
あ
る
が
、
実
習
生
で
あ
っ
て
ま
だ
保
育
士
で
は
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
こ
の
先
、

（
28
3）
実
習
評
価
を

見
て
頑

張
っ
て
も
ら
い
た

い
と

い
う
思
い
で
、（

29
1）
つ
い
つ
い
甘
く
つ

─ 299 ─



資
料
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保

育
所

実
習

グ
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プ

イ
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ビ
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ー
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話

内
容

 

             

実
習
評

価
 

                        

実
習
評

価
 

 

（
評
価
を
す
る
上
で
困
っ
た
こ
と
は
？
）
 

そ
う
い
う
と
き
に
は
、
自
分
の
と

こ
ろ
の
文
書
で
記
録
と
し
て
書
い
た
り
、
評
価
は
評

価
で
出
す
が
、
別
の
と
こ
ろ
で
も
ち

ょ
っ
と
話
を
し
た
り
と
か
。
（
2
8
6）
こ
う
い

う
と
こ
ろ

を
頑

張
る

と
も

う
少
し

よ
く

な
る

よ
と
い

う
よ

う
な

方
向
性

で
話

を
す

る
よ
う

に
し

て

い
る
。
 

 

保
①
：
評
価
の
と
こ
ろ
で
は
ど
う
し
て
も
保
育
者
と
し
て
の
適
性
の
部
分
も
あ
る
。
そ
こ

は
や
は
り
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
こ
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
て
、
そ
の
方
が

ま
さ
に
ど
う
か
な
と
い
う
と
こ
ろ
。
評
価
で
話
を
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
（

28
7）
自
分
の
課

題
を
ど

の
よ
う
に

捉
え
ら

れ
て
い
る

の
か
、
そ
こ
は
そ
こ
で
す
み
分
け
て
、
2
つ
の
視
点

で
評
価
す
る
こ
と
が
大
事
な
の
か
な
と
思
っ
て
い
る
。
 

 

け
て

し
ま
っ
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
実
習
生
を
預
か
っ
て
い
る
と
、
2
週
間
と
い
う
短

い
期
間
で
あ
っ
て
も
、
か
わ
い
い
と
感
情
が
生
ま
れ
る
。（

28
2）
こ
の

実
習
生
に
保
育
士
に
な

っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い

や
、
ま
た

（
2
83
）
次
の
ス

テ
ッ
プ
を
頑
張
っ
て

も
ら
い
た
い

と
い
う
思
い
で
実
習
評
価
を
つ
け
て
い
る
。
 

ど
の
養
成
校
も
評
価
内
容
に
大
き
な
ず
れ
は
な
く
、
同
じ
よ
う
な
項
目
で
評
価
票
が
と

ど
い
て
い
る
の
で
、
と
く
に
つ
け
に
く
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
 

 保
④
：

（
28
5）
保
育
実

習
で
経
験
し
た
こ
と
を
生

か
せ
る
よ
う
に
評
価
は
前
向
き
に
経
験
し

た
こ
と
を
生
か
せ
る
よ
う
に
、
前
向
き
に
捉
え
て
も
ら
え
る
よ
う
な
評
価
を
す
る
よ
う
に

し
て
い
る
。（

28
2）
「

ど
う
か
保
育
士
に
な

り
ま

す
よ
う
に
」
と
い
う
思
い
を
込
め

て
評
価
し

て
い
る
。
一
緒
に
保
育
が
で
き
た
ら
い
い
な
」
と
思
っ
て
評
価
し
て
い
る
。（

2
88
）
コ
メ
ン
ト

欄
が
小
さ
な
養
成
校
が
あ
り
、
伝
え
き
れ

な
い
こ

と
が
あ
り
困
っ
て
い
る
。
 

（
29
2）
実
習
生
か

ら
学
ぶ

こ
と
は
多
い

。（
29
3）
実

習
生
か
ら
は
新

鮮
な
目
で
見
ら
れ
る

の

で
、
こ
ち
ら
と
し
て
も
ピ
リ
ッ
と
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
 

 養
③
：

（
2
73
）
５
段
階
の
評
価
票
を
採
用
し
て
い
る

。
評
価
に
は
大
き
く
２
つ
の
傾
向
が
あ

っ
て
、
４
を
基
準
に
つ
け
て
い
る
も
の
と
、
３
を
基
準
に
つ
け

て
い

る
も
の
が
あ
る
。（

2
75

）

結
果
的
に
、
ど
の
学
生
も
同
じ
よ
う
な
評
価
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
学
生
が
ど
う
だ
っ

た
の
か
と
か
、
他
学
生
と
比
べ

て
ど
う
な
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
は
見
え
て
こ

な
い
大
学
と

し
て
評
価
票
を
使
い
こ
な
せ
て
い
な
い
。
 

（
27
7）
評
価
票
の
コ
メ
ン
ト

は
楽
し
み
に
し

て
い
る
。
 
学
生
に
一
番
響
く
の
は
コ
メ
ン

ト
だ
と
思
う
。
た
だ
、（

2
78
）
ど
ち

ら
に
と
っ
て
も
負
担
か
と
思
い
、
コ
メ
ン
ト
欄
は
小
さ
く

し
て
い
る
。
 

 養
④
：
評
価
票
に
つ
い
て
は
変
え
た
ば
か
り
で
あ
る
。
問
題
点
は
、（

2
7
4）
学
生
が
１
，
２
，

３
，
４
，
５
と
い
う
数
字
を
見
て
、
そ
こ
か
ら
次
の

実
習
に
つ
な
げ
る
と
い
う
こ
と
を
思

っ
て
い
な
い
状

況
が
あ
り
、
（

2
76
）
数
字
上
の
良
か
っ

た
、
悪
か
っ

た
と
い
う
判
断

に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
、
こ
れ
を
ど
う
に
か
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
実
習
園
と
の
連
絡
の
中
で
、
実
習
園
が
評
価
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
と
い

う
話
が
あ
が
っ
て
い
て
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
実
習
ミ

ニ
マ
ム
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
も
評
価
票
が
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
様
に

（
2
79
）
本
学
で
も
態
度
か

ら
評

価
が

入
っ

て
い
る

。
あ
ら

た
め

て
態

度
か
ら

入
る

の
は

や
め
よ

う
と

い
う

話
も

で

た
。
ミ
ニ
マ
ム
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
も
あ
る
よ
う
に
、（

26
6）
次
に

生
き
る
の
が
評

価
の
目
的
で

あ
っ
て
、
そ

の
評
価
で
良
し
悪
し
を
決
め
る
わ
け
で
は
な
く
、
ど
う
次
に
生
か
せ
る
か
と

い
う
こ
と
を
考
え
た
評
価
票
に
し
た
い
と
思
っ
た
。
そ
も
そ
も
評
価
票
を
変
更
し
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
評
価
項
目
と
実
習
の
目
標
と
が
ず
れ
て
い
る
こ
と
も
起
こ
っ
て
い
た
の
で

そ
れ
も
含
め
て
新
し
く
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
 

（
28
0）
態
度
の
部

分
で
は

守
秘
義
務
の
理
解

と
か
、（

2
81
）
保
育
士
の
職

業
倫
理
と
か
ら
め

た
も
の
に
し
よ
う

と
い
う
こ
と
な
っ
た
。
１
，
２
，
３
，
４
，
５
と
い
う
評
価
を
や
め
て
、

非
常
に
優
れ
て
い
る
、
優
れ
て
い
る
、
適
切
で
あ
る
、
努
力
を
要
す
る
、
と
い
う
よ
う
な
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も
の
に
し
た
。
さ
ら
に
、「

総
合
所
見
」
と
い
う
名
前
で
は
な
く
で
、
「
優
れ
て
い
た
点
、

期
間
中
に
成
長
や
努
力
が
見
え
た
点
、
次
へ
の
実
習
へ
の
課
題
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
変

更
し
た
。
実
際
に
ど
う
か
は
ま
だ
評
価
を
し
て
も
ら
っ
て
い
な
い
の
で
わ
か
ら
な
い
。
実

習
生
に
は
開
示
す

る
と
い
う
こ
と
も
園
に
は
伝
え
て
い
て
、
（

26
7）
次
の
実
習
に
つ
な
が

る

よ
う
な
も
の
、
（

26
8）
実
習

生
の
課
題
は

こ
れ

だ
と
い
う
こ
と
が
伝
わ
る
も
の
に
な
る
と
い

い
と
思
っ
て
い
る
。
 

学
生
は

（
26

9）
実
習
中
に
日
々

の
振
り
返
り
や
反
省
会
を
行
っ
て
も
ら
っ
て
い
て
、
そ
こ

で
丁
寧
に
評
価

を
受
け

た
り
課
題
を
明
確
に
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
（
2
70

）
こ
う
し
た
内
容

と
評
価
票
が
連
動
し
た
も
の
に
な
る
よ
う

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
 

実
習
園
か
ら
は
、
（

27
1）
自
分

た
ち
の
評
価

が
学
生
の
実
習
の
単

位
評
価
に
す
べ

て
か
か

わ
っ
て
く
る
こ
と
を
危
惧
を
さ
れ
る
の
で
、
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
、（

27
2）
総
合
的
な

評
価
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
な
る
べ
く
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
 

            

そ
の
他
 

意
見
 

              

養
②
：
事
前
指
導
は
一
生
懸
命
で
あ
る
が
、
終
わ
っ
て
し
ま
う
と
、「

終
わ
っ
た
」
と
い
う

の
が
結
構
多
い
。
教
員
も
そ
う
な
っ
て
い
る
。
事
前
指
導
は
他
の
先
生
方
が
や
っ
て
く
れ

て
い
る
の
で
、
私
は
事
後
指
導
だ
け
や
り
ま
す
と
言
っ
て
や
っ
て
い
る
。
と
に
か
く
保
育

者
に
な
る
の
が
嫌
に
な
っ
て
ほ
し
く
な
い
の
で
。
震
災
の
前

ぐ
ら
い
か
ら

、
5～

6
年
ぐ
ら

い
前
か
ら
、
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
な
ど
対
話
型
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
入
れ
て
、
ネ
ガ
テ
ィ

ヴ
な
話
は
一
切
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
ず
、
ち
ょ
っ
と
嫌
な
こ
と
を
言
わ
せ
て
、

そ
の
後
は
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
、「

先
生
こ
れ
、
す
ご
か
っ
た
ね
」
と
い
う
こ
と
だ
け
散
々

話
を
さ
せ
る
と
、「

ま
た
実
習
に
行
き
た
く
な
っ
た
」
と
な
る
。
ち
ょ

っ
と
難
し
い
け
れ
ど

も
、
こ
の
よ
う
な
形
を
初
め
て
い
い
な
と
思
っ
て
い
る
。
 

短
大
な
の
で
、
実
習
が
終
わ
る
と
す
ぐ
就
職
と
い
う
状
況
。
1
0
月
ぐ
ら
い
に
実
習
が
終

わ
っ
て
、
こ
の
時
期
に
内
定
を
も
ら
う
と
気
が
抜
け
て
、
あ
と
は
消
化
試
合
と
い
う
か
、

早
く
終
わ
ら
な
い
か
な
と
い
う
よ
う
な
感
じ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
。
そ
う
な
ら
な
い
よ

う
に
、
実
習
指
導
を
や
っ
て
、
つ
な
げ
る
よ
う
に
し
よ
う
と
は
思
っ
て
い
る
が
な
か
な
か

難
し
い
。
 

 （
養
成
校
と
現
場
の
実
習
指
導
の
専
門
性
と
研
修
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
？
）
 

保
②
：
最
近
こ
れ
に
つ
い
て
、
園
長

と
話
す
機
会
が
あ
る
。
実

習
生
を
受
け
持
つ
に
当
た

っ
て
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
指
導
し
て
い
く
か
と
い
う
指
導
を
受
け
て
い
な
い
。
年
に

1
回

や
っ
て
き
た
も
の
で
指
導
す
る
と
い

う
感
触
で
や
っ
て
い
る
の
で
、
（

3
1
5）
研
修
の
必
要
性

は
す

ご
く

大
き

い
と

思
っ
て

い
る

。
園
に

勤
め

て
い

る
保

育
者

が
み
ん

な
受
け

ら
れ

る

と
、
そ
こ
に
向
か
っ
て
実
習
生
を
受
け
入
れ
て
、
次
に
育
て
る
と
い
う
ほ
う
に
つ
な
が
っ

て
い
く
。
こ
の
研
修
の
大
切
さ
が
話
し
合
い
の
中
で
出
て
い
る
、
大
切
な
と
こ
ろ
だ
と
思

う
。
 

 保
①
：
こ
う
い
っ
た

（
31

5）
研

修
が
あ

る
と
い
う
こ
と

は
大
事
だ
な
と

思
っ
て
い
る
。
例
え

ば
失
礼
な
話
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
が
私
た
ち
現
場
と
し
て
も
、
養
成
校
か
ら

し
て
も
お
互
い
に
気
を
使
う
こ
と
で
、
実
習
生
が
中
心
に
宙
ぶ
ら
り
ん
に
な
っ
て
し
ま
う

よ
う
な
立
ち
位
置
の
中
に
あ
る
よ
う
な
感
じ
が
し
て
い
る
。
い
つ
も
来
る
養
成
校
の
先
生

（
養
成
校
と
現
場
の
実
習
指
導
の
専
門
性
と
研
修
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
？
）
 

保
④
：

（
3
15
）
保
育
現

場
へ
の
実
習
指
導
の
研
修

は
あ
っ
た
ら
い
い
と
思
う
。
年
間
を
通
し

て
実
習
生
は
た
く
さ
ん
く
る
が
、（

3
09
）
ど
う
指

導
し
て
い
い
の
か
難
し
い
。（

31
0）
学
生
へ
向

け
た

実
習

の
本

は
あ
る

が
、
指

導
す

る
側

の
保
育

者
に

向
け

た
実
習

指
導

者
の

本
が

な

い
。
普
段
の
保
育
に
は
点
数
を
つ
け
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
と
て
も
心
苦
し
く
思
っ
て
い

る
。
ほ
ん
と
う
は
ダ
メ
だ
と
思
う
が
、
お
ま
け
を
つ
け
て
評
価
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る

の
で
、（

3
12
）
評
価
の

観
点
の
ポ
イ
ン
ト
が

わ
か
る
と
よ
い
。
 

大
学
の
授
業
を
見
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
際
、
子
ど
も
の
映
像
を
見
て

い
て
、
（
3
1
3）
現
場

の
捉
え

方
と
学
生
の
捉
え

方
が
違
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
指
導

を
中
心
と
す
る
保
育
者
が
学
生
か
ら
離
れ

す
ぎ
て

い
て
、
少
し
錆
び
て
き
て

い
る
よ
う
に

思
う
の
で
、
研
修
が
あ
っ
た
ら
是
非
、
参

加
し
た

い
と
思
う
。
 

 保
③
：
（

3
15
）
実
習
指
導
の
研
修

に
は
是
非
参
加

し
た

い
と
思
う
。（

31
1）
実
習
生
の
指
導
を
専

門
的
に
学
ぶ
場

を
今
持

っ
て
い
な
い
。（

3
14
）
実
習
生
が
書
い
た
日

誌
の
コ
メ
ン
ト

に
つ
い

て
も
、
ど
の

よ
う
な
コ
メ
ン
ト
書
い
た
ら
よ
い
の
か
な
ど
、
含
め
て
学
ぶ
場
が
あ
っ
た
ら

本
当
に
良
い
と
思
う

。
 

 養
③
：

（
3
05
）
養
成
校

の
教
員
と
現
場
の
考
え
の

ズ
レ
が
あ
る
の
だ
と
思
う
。
そ
の
あ
た
り

を
埋
め
て
い
く
こ
と
が
大
事
と
思
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、（

3
0
6）
養
成
校
と
現
場
の
実
習
生

を
評
価
す
る
ポ
イ
ン
ト
が
ず
れ
て
い
る
こ

と
が
あ

る
の
だ
と
お
も
う
。
そ
の
よ
う
な
と
こ

ろ
を

（
30
7）
一

緒
に
意

見
交
換

、（
3
0
8）
学
べ
る

機
会
が
あ
る
と
い

い
。
 

 養
④
：

（
2
94
）
保

育
現
場

に
い
た
が
、
実
習

指
導
を

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う

（
29

5）
ノ
ウ

ハ
ウ
は
な
く
、
（

29
6）
自
分

が
受
け
た
実

習
の

経
験
し
か
な
い
中
で
、
現
場
で
は
実
習
指
導

を
せ
ざ
る
を
得

な
い
状

況
が
あ
る
。
（

29
7）
本
来
的
に
保
育
の
仕
事

が
面
白
い
と
い

う
所
を

指
導
し
て
い
く
に
は
指
導
の
質
が
大
切
で
、（

2
98
）
現
場
の
研

修
が

必
要
と
思
う

。
 

養
成
校
で
も
教
員
同
士
の
指
導
が
そ
ろ
わ
な
い
と
い
う
現
状
が
あ
っ
た
。
（

29
9
）
養
成
校

で
も

教
員

の
指
導

の
質

を
そ
ろ

え
た

い
と

思
う

。
そ

れ
ぞ

れ
努
力

を
し

て
い

る
と

思
う
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そ
の
他
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方
も
す
ご
く
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
話
し
た
り
す
る
の
で
。
こ
れ
は
社
会
全
体
と
し
て
次
の

保
育
士
を
育
て
て
い
く
と
い
う
と
こ

ろ
で
は
、
大
事
な
と
こ
ろ
だ
と
思
う
。
（

31
6）
実
習
生

を
ど
う

捉
え
る
の

か
と
い

う
、
保
育
現
場
と

養
成

校
の
共
有
す
る
場

が
今
ま
で
は
な
か
っ

た
と
思

う
の
で
。
そ
こ
で
改
め
て
、
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
の
も
ま
た

一
つ
の
仕

事
だ
と
認
識
が
生
ま
れ
て
く
る
と
い
い
の
か
な
と
。
そ
こ
に
実
習
生
さ
ん
自
身
も
な
か
な

か
自

分
の

責
任

を
理
解

し
て

い
る
の

か
と

い
う

と
で
き

な
い

と
こ
ろ
は

あ
る
と

思
う

の

で
。（

3
17

）
そ
の

三
者
が

し
っ
か
り

と
そ
の
責
任
感
を
持
つ
と
い
う
き
っ
か

け
に

し
て
い
く

こ
と
は

あ
り
が
た

い
と
思

う
。
 

 養
②
：
現
場
の
ほ
う
で
も
昔
か
ら
や

っ
て
い
る
園
で
は
大
体
ご
理
解
い
た
だ
い
て
い
る
と

こ
ろ
が
多
い
。（

3
02

）
新
制
度

が
始
ま
っ
て

か
ら
、
た
く
さ
ん

園
が
増
え
て
い

る
の
で
、
そ

ち
ら

の
方

に
は

出
し
た

く
な

い
な
と

い
う

の
が

申
し
訳

な
い

け
れ
ど
も

正
直
あ

る
。

で

も
、
そ
れ
で
も
機
能
は
や
は
り
保
育
園
だ
か
ら
、
（

2
98
）
現
場
の
ほ
う
で
も
こ
う
い
う
研

修

を
受
け

る
機
会
が

ほ
し
い

な
と
。
ち

ょ
っ
と
偉
そ
う
で
す
け
れ
ど
も
、
思
う
と
こ
ろ
と
。

養
成
校
の
ほ
う
も
、
長
く
や
っ
て
い
る
と
何
と
な
く
分
か
っ
て
く
る
が
、
（

30
3）
ど
ん
ど
ん

養
成
校

の
数
が
増

え
て
、
現
場
と

同
じ
よ
う
に
増
え
て
い

る
の
で
。
や
は
り
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
っ
て

い
な
い
学

校
と
い

う
の
が
あ

る
。
新
し
く
雇
い
ま
し
た
と
な
る
と
、
そ
う
い
う

（
30
0
）

経
験
が

全
く
な
い

。
少

な
く
と
も

メ
イ
ン
で
単
位
を
出
す

よ
う
な
人
と
か
、
そ
う
い
う
人

の
準
備

支
援
を
含

め
て
あ

る
程
度
研

修
を
受
け
て

、
自
分
の
や
っ
て

い
る
こ
と
が
正
し
い

か
ど
う

か
確
認
す

る
機
会

は
要
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
う
。
 

 養
①
：
S
大
学
の
場
合
は
、
創
立

7
5
年
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
、
実
習
園
が
も
う
定
着
し
て
い

る
ん
で
。
 

逆
に
悩
み
と
す
れ
ば
、（

3
0
4）
伝
統
的
な
指

導
方
法
、
そ
れ
が

も
う
あ
る
程
度
固

定
し
て
い

る
部
分

も
正
直
あ

っ
て

。
だ
か
ら
、
非
常
に
し
っ
か
り
と
指
導
し
て
い
て
、
そ
う
い
う
意

味
で
余
計
な
口
を
出
さ
な
い
ほ
う
が
と
い
う
状
況
も
あ
る
。
自
信
を
持
っ
て
指
導
を
さ
れ

て
い
る
園
が
多
く
て
。
だ
け
ど
逆
に
言
え
ば
例
え
ば
時
系
列
を
細
か
く
書
か
せ
る
園
だ
と

か
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
な
か
な
か
変
わ
っ
て
い
か
な
い
と
い
う
悩
み
が

あ
る
。
そ
れ
で
、

3
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
そ
の
こ
と
を
何
と
か
し
た
い
と
思
い
、
去
年
実
習
園
に
呼
び
か
け
て
、

実
習

日
誌

の
記

録
に
つ

い
て

の
勉
強

会
を

し
ま

せ
ん
か

と
。

そ
う
し
ま

し
た
ら

集
ま

っ

て
。
 

や
っ
ぱ
り
保
育
士
さ
ん
た
ち
は
忙
し
く
て
、
そ
う
い
っ
た
勉
強
会
と
い
う
と
夜
と
か
、

そ
う
い
う
時
間
帯
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
。
や
っ
ぱ
り
園
の
主
任
さ
ん
と
か
、
実
習
担
当

の
先
生
方
に
呼
び
か
け
て
、
ま
ず
は
そ
の
先
生
方
か
ら
伝
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
。
今

の
養
成
校
の
状
況
、
養
成
校
の
方
針

が
今
、
ち
ょ
っ
と
変
化
し
て
き
て
い
る
、
学
生
の
様

子
も
あ
る
の
で
、
こ
う
い
っ
た
指
導
に
少
し
ス
ラ
イ
ド
し
て
い
っ
て
い
る
と
、
そ
う
い
う

状
況
を
伝
え
な
が
ら
、
勉
強
を
一
緒
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
形
の
姿
勢
で
呼
び
か

け
た
ら
、
非
常
に
熱
心
参
加
し
て
い
た
だ
け
た
。
何
回
か
や
る
中
で
、「

先
生
、
分
か
り
ま

し
た
、
時
系
列
が
よ
く
書
け
る
子
は

、
時
系
列
は
要
ら
な
い
で
す
ね
」
と
言
っ
て
た
。
そ

れ
は
、
ご
自
分
で
感
じ
た
ん
だ
と
思

う
。
時
系
列
が
書
け
る
子
は
当
然
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
も

が
、
や
は
り
難
し
い

。
各
養
成
校
の
特
色
は
あ
る
け
れ
ど
も
、（

3
01
）
求
め
る
と
こ
ろ
の
本
質

は
こ
こ
だ
と
い
う
こ
と
が
揃
っ
て
く
る
こ

と
は
重

要
な
こ
と
だ
と
思
う
。
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書
け
る
と
。
だ
か
ら
、
そ
の
学
生
に
よ
っ
て
、
指
導
の
内
容
を
変
え
れ
ば
い
い
ん
だ
と
い

う
ふ
う
に
。
養
成
校
じ
ゃ
な
く
て
、
実
習
園
側
か
ら
そ
う
い
う
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
、

と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
。
 

現
場

の
先

生
方
が

実
感
し

て
ご

自
分
の

指
導

を
こ
う

い
う
ふ

う
に

し
た

い
と
い

う
思

い
に
な
ら
れ
る
こ
と
が
大
事
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
た
の
で
、
養

成
校

が
一

方
的
に

こ
う
や
っ

て
く
だ

さ
い
と
い

う
や
り
方
は

も
う

、
昔
の
や
り
方
で
、
こ
れ
か
ら
は

そ
う
や

っ
て
協
働

し
て
や

っ
て
、
学

生
に
と
っ
て

い
い

実
習
に
な
る
よ
う

に
と
思
っ
た
。
 

と
り
あ
え
ず
実
習
担
当
の
教
員
が
知
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
実
習
担
当
者
全
員
、
助
教

さ
ん
も
含
め
て
、
そ
う
い
っ
た
勉
強
会
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
呼
び
か
け
て

い
る
。
そ
れ
以
外
の
先
生
ま
で
は
。
 

 

  

                     

有
識
者
 

コ
メ
ン

ト
 

    

有
A
：
幾
つ
か
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
と
思
う
。
 

実
習
の
種
類
が

（
31

8）
保
育
実

習
I
、
I
I
が
あ

っ
て
、
施
設
実
習
が
あ
っ
て

、
幼
稚
園
が

あ
っ
て

、
こ
の

ト
ー
タ

ル
に
実
習
全
体
を
見
通

し
な

が
ら
、
描
き
な
が
ら
、
そ
し
て
学

生

が
段
階

を
追
っ
て

成
長
を

し
て
い
く
、
一
つ
一
つ
の
実
習
が
次
の
実
習
に
つ
な
が
っ
て
い

く
。
養
①
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
施
設
実
習
が
あ
っ
た
こ
と
で
、
そ
こ
で
多
く

の
変

化
が

あ
っ

た
と
い

う
こ

と
は
大

変
示

唆
に

富
ん
で

い
る

。
そ
う
い

っ
た
意

味
で

は
（

31
9）
施

設
実
習
や

幼
稚
園
実
習
等
も
含

め
て
、
ど

う
い
う
順
番
で
ど

う
い
う
成
長
の
過
程

を
描
い

て
い
く
か

と
い
う

こ
と
を
、
教
員
側

も
そ

し
て
施
設
側
も
共

有
で
き
れ
ば
い
い
と

い
う
ふ

う
に
思
っ

た
。
や
は
り
保
育

は
プ
ロ
セ
ス
が
大
切
で
、
保
育
を
作
り
出
し
て
い
く

プ
ロ
セ
ス
と
体
験
し
て
ほ
し
い
と
保
①
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
も

含
め
て
、（

32
0）
こ
の
成
長

の
プ
ロ

セ
ス

を
ど
う
い
う
ふ

う
に
確
認
し
た
り

、
可
視
化
し
た

り
し

て
い

く
か

と
い
う

と
こ

ろ
が

大
き
な

課
題

だ
と

い
う
ふ

う
に

全
体

的
な
こ

と
と

し

て
思
っ

た
。
 

例
え
ば
実
習

I
と
実
習

I
I
の

（
32

1）
実
習
日
誌
の
様
式
が
あ
ま
り
変
わ
ら
な

い
。
が
ち

っ
と
作
り
過
ぎ
る
と
柔
軟
性
に
欠
け
て
し
ま
う
け
れ
ど
も
、
で
も

（
3
23
）
そ
の
段
階
に
よ
っ

て
書
く

様
式
も
含

め
て
、
変
わ
っ

て
く
る
だ
ろ
う
な
と
い
う
こ
と
は
、
実

習
日
誌
の
様
式

も
含
め

た
内
容
と

い
う
の

を
、
ど
の
よ
う
に

変
わ

っ
て
い
く
か
と
い

う
こ
と
を
再
考
し
た

ほ
う
が

い
い

。
実
習

I
と

I
I
の
様

式
を
変
え
る
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、
考
え
る
必
要

が
あ
る
。
加
え
て
、
施
設
実
習
、
幼
稚
園
実
習
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
習
日
誌
の
様
式
は
そ
れ

ぞ
れ
の
担
当
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に
作
っ
て
、
こ
れ
で
い
い
と
思
っ
て
や
っ
て
い
る
現
状
も
あ

る
。（

3
22

）
生
に

よ
っ
て

指
導
が
異

な
る
、
あ
る
い
は
異
な
る
と
い
う
と
こ

ろ
も

認
め
て
い

く
と
い

う
か
と
い

う
問
題

も
あ
る
。
 

学
生
の
実
習
評
価
に
は
た
く
さ
ん
の
項
目
あ
る
が
、
保
育
園
側
の
評
価
と
か
、
教
員
側

の
評
価
が
な
い
。
な
く
は
な
い
の
だ

が
。
自
己
評
価
と
し
て
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
う
い

っ
た
項
目
と
し
て
は
な
い
。（

32
4）
評
価
の
根
本
的
な
捉
え
方
と
い
う
か
、
考
え
方

の
見
直

し
を
し

な
け
れ
ば

な
ら
な

い
と
思
う
。
成
績
を
付
け
て
、
A
と
か

B
と
か

C
と
か
決
め
つ

け
る
よ
う
な
評
価
で
は
な
く
、
本
来
の
評
価
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
を
求
め
て
、

（
有

B
：
養
成
校
と
実
習
園
の
意
見
交
換
の
場
は
持
っ
て
い
る

か
？
）
 

養
③
：
今
年
は
じ
め
て
、
学
生
の
実
習
報
告
会
の
時
に
お
一
人
園
の
先
生
を
お
呼
び
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
養
成
校
と
実
習
園
の
意
見
交
換
の
場
は
こ
れ
か
ら
の
大
き
な
課
題
で
あ

る
。
今
は
、
訪
問
指
導
の
際
に
、
話
を
す
る
こ
と
が
唯
一
の
つ
な
が
り
と
な
っ
て
い
る
の

が
実
情
で
あ
る
。
 

 養
④
：
実
習
の
連
絡
会
と
い
う
の
を
、
保
育
所
、
施
設
、
幼
稚
園
と
３
つ
の
実
習
毎
に
、

毎
年
実
施
し
て
い
る
が
、
結
構
な
労
力
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、「

お
願
い
し
ま
す
」
と
か

「
就
職
を
」
と
い
う
よ
う
な
話
で
は
な
く
、
学
生
の
話
で
あ
る
と
か
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
に
つ
い
て
と
か
、
自
己
課
題
に
つ
て
な
ど
、
つ
っ
こ
ん
だ
話
が
で
き
る
よ
う
具
体
的

な
テ
ー
マ
を
も
っ
て
実
施
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
 

 保
③
：
養
成
校
か
ら
案
内
を
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
時
間
を
つ
く
っ
て
出
向
い
て
話
を
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
の
で
申
し
訳
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
 

 保
④
：
自
分
の
立
場
が
昨
年
ま
で
副
主
任
、
現
在
主
任
で
あ
る
が
、
養
成
校
と
の
か
か
わ

り
は
園
長
が
担
当
し
て
お
り
、
現
場
の
方
で
は
養
成
校
と
関
わ
り
が
な
い
の
が
実
情
、
養

成
校
に
関
し
て
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
あ
る
。
 

 有
B：

第
一
に
感
じ
た
こ
と
は
、
対
話
が
必
要
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
対
話
が
必
要
だ
が
、

難
し
い
と
思
う
の
は
、

(
3
3
9
)
現
実
に
は
実
習
園

と
養
成
校
そ

れ
ぞ
れ
の
多
様
性

が
あ
る
こ

と
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
一
対
多
で
あ
う
。

(
33

8)
養
成
校

は
複
数
の
園
へ
実
習
を
依
頼
し
、
そ

の
複
数
の
実
習
園
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す

れ
ば
よ

い
の
か
、
な
か
な
か
難
し

い
問
題
を
抱

え
て
い
る
。
一
方
、
実
習
園
は
複
数
の
養
成
校
か
ら
実

習
生

を
受
け
入
れ
て
い
る
状
況
が

あ
り
、
名
前
が
一
緒

で
も
異

な
っ
た
内
容
の

実
習
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

(3
3
7)
養

成
校
、
実
習

園
の
両
者
の
間
に
も
対
話
が

必
要
で
あ
る
し
、
認
識
の
ズ
レ
が
あ

る
。
そ
れ

だ
け
で
な
く
、

(
3
3
6)
養
成
校
間
の
ズ
レ
も

あ
り
、
そ
の
間
も

対
話

が
で
き
て
い

な
い
。
実
習
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ど
う
い
う
こ
と
を
狙
っ
て
や
る
も
の
な
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
を
、（

3
2
5）
根
本
に
考
え
れ
ば

、

学
生
が

保
育
の
面

白
さ
や

、
深
さ

や
、
や
り
が
い
を

感
じ
た
り
、
考
え
た
り
す
る
、
そ
し

て
そ
れ

が
子
ど
も

理
解
や

保
育
園
の

よ
り
よ
い
、
よ
り
高

度
な
理
解
と
い
う

か
、
求
め
よ

う
と
す

る
気
持
ち

に
つ
な

が
っ
て
い

く
の
か
、
そ

う
い
っ
た
こ
と
に

つ
な
が
る
よ
う
な
記

録
や
評

価
、
そ
う
い

う
こ
と
を

も
う
一
度
考

え
な

け
れ
ば
い
け
な
い

だ
ろ
う
な
と
い
う
ふ

う
に
思

っ
た

。
 

実
習
園
で
も
自
信
を
持
っ
て
実
習
指
導
は
任
せ
て
と
い
う
よ
う
な
所
も
あ
れ
ば
、
教
員

の
ほ

う
も

自
分

は
保
育

の
専

門
じ
ゃ

な
い

ん
だ

よ
な
と

言
い

な
が
ら
も

何
か
や

っ
て

い

る
う
ち
に
だ
ん
だ
ん
す
ご
く
し
っ
か
り
、
い
い
指
導
を
し
て
い
る
先
生
も
い
る
。
そ
う
い

う
よ
う
な
こ
と
も
ト
ー
タ
ル
に
裾
野
を
広
げ
つ
つ
も
、
（

32
6）
何
か
も
う
少
し

教
育
と
か
実

習
自

体
の

根
本

的
な
と

こ
ろ

に
シ
フ

ト
を

変
え

ら
れ

な
い
か

な
と
い
う

ふ
う
に

思
う

。
（

32
7）
例

え
ば
ア

ク
テ
ィ

ブ
ラ
ー
ニ

ン
グ

と
か
、（

32
8）
環
境
を
通
し
た
保
育
と
い
う
こ
と
が

ず
っ
と

言
わ
れ
て

、
こ
こ
は
特
に

6
年
間
言
わ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、（

32
9）
何
か
実
習
の

面
に
関

し
て
は
、

割
と
ち

ょ
っ
と
古

さ
を
残
し
て

い
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
の
が
、

私
の
実
感
で
は
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、（

3
30
）
根
本
的
な

保
育
以
前
の
こ
と
も
大
事
な
ん
で

す

け
れ
ど

も
、
そ

の
上
の
専
門
性
を

ど
う
構
築
し
て
い
く
か
と
い
う
と
こ
ろ
、
そ
れ
が
人
に

教
え
ら
れ
た
り
、
指
示
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
だ
け
で
は
身
に
付
か
な
い
だ
ろ
う
と
思
う
。

そ
の
と
き
の
、
い
ろ
い
ろ
、
例
を
挙

げ
て
く
だ
さ
っ
た
中
に
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

と
か
、（

33
1）
自

分
が
他

者
と
の
関
わ
り

の
中
で
、
子
ど
も
だ
っ
た
り
、
保
育
者
だ
っ
た
り

、

そ
の
中

で
自
分
を

深
め
な

が
ら
、
見

つ
め
な
が
ら
、
そ
こ

で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

に
、
こ
の

多
感
な

1
8
、
1
9、

2
0
、
21

の
と
き
に

気
付

く
、
そ
こ
で
何
か
出
会
い
直
し
と
い
う
と
変

で
す
け

れ
ど
も
、
保

育
で
は
子

ど
も
を
こ
ん

な
ふ

う
に
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
た
ん
だ
け
れ
ど

も
、
も
っ
と
面

白
い
ん

だ
、
も
っ
と
深
い
ん
だ
と

か
、
そ
こ
で
発
見

し
て
く
れ
る
と
い
い

な
と
思

う
。

そ
の
発
見
の
き
っ
か
け
が
実
習
だ
っ
た
り
、
直
に
子
ど
も
と
関
わ
っ
た
り
、

保
育
者
と
非
常
に
深
い
話
を
し
て
き
た
と
い
う
学
生
が
た
ま
に
い
る
が
、
そ
う
い
う
こ
と

に
つ
な
が
る
可
能
性
と
い
う
も
の
も
持
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
う
。
そ
う
い
っ

た
意
味
で
こ
の
実
習
の
可
能
性
と
、
も
っ
と
変
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
な
と
い
う
と
こ
ろ

を
、
皆
様
方
の
話
か
ら
、
非
常
に
感
じ
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
示
唆
に
富
む
お
話
だ
っ
た
な

と
思
っ
て
い
る
。
 

（
効
果
的
な
実
習
と
は
？
）
 

（
33

2）
例
え
ば
諸

外
国
な

ん
か
で

は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
書
く
こ
と

が
で
き
る
保
育
者

と

か
、
実
習
指
導

の
資
格

の
あ
る
保
育
者
と
か
、
割

と
保
育
者
集
団

の
中
で
、
階
層

と
い
う

か
、
専
門
性
の
序
列
が
あ
る
。
私
は

（
33
3）
日
本
の
保
育
園

と
い
う
の
は
、
非
常
に

平
等
で
、

温
か
く

て
、
保
育

園
だ
け
じ

ゃ
な
く

て
、
幼
稚
園
も
そ
う
で
す
け
ど
、
そ
う
い
う
意
味
で

は
、「

あ
な
た

は
こ
れ
は

で
き
な

い
」
と
か
、
そ
う
い

う
ふ
う

に
あ

ま
り
な
っ
て
い
な
い
。

お
う
よ

う
な
意

味
で
あ
る

と
思
う
。

し
か
し
そ
れ
は
や
っ
ぱ
り
、
そ
の
雰
囲
気
、
（

33
4）
温

か
さ
は

大
事
な
ん

だ
け
れ

ど
も
、
実
習
指
導
が
で
き
る
専

門
性
と
か
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

き
ち
ん

と
描
け
る

専
門
性

と
か
、
そ
う
い
う

専
門

性
を
つ
け
て
い
く

た
め
の
研
修
も
一
方

で
は
必

要
で
あ
る

。
先
ほ
ど
実
習
に
関
す
る
研
修
と
い
う
の
が
出
て
き
て
、
素
晴
ら
し
い

な
と
思
う
。
そ
こ
の
実
際
の
実
務
、
業
務
の
内
容
を
、
き
ち
ん
と
整
理
し
て
、
全
員
が
共

園
同

士
も
そ
の
よ

う
な
話
が
で
き
て
い
な
い
。
対
話
が
成
立
し
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
ズ

レ
が
、
二
層
構
造
、
三
層
構
造
で
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
。
 

こ
の
こ
と
が
実
習
の
多
岐
な
側
面
に
渡
っ
て
生
じ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

(
3
4
0
) 記

録
に
つ

い
て
も
、
事

前
指
導
で
ど
の
よ
う
な
指
導
を
し
て
い
る
の
か
と
い

う
と
、
養
成
校
で
は
き

っ
ち
り
決
め
ず
に
、
現
場
に

あ
わ

せ
て
柔
軟
に
思

っ
て
お
り
、
実
習
園
で

は
「
ど
こ

ま
で

指
導

し
て

も
ら
っ

て
い

る
の

か
」

と
疑

問
を

持
た

れ
て

い
る

と
い
う
よ

う
な
感

じ
が
あ

る
。

(
3
41
)
指
導
実
習
に
つ
い
て
も
そ
の
よ
う
な

状
況
が
あ
る
。
ま
た
、
園
は

(
3
51

) 実
習
生
が

ど
う
し
た
い
か
を
伝
え
て
ほ
し
い
と
思
い
、
養
成
校
で
は
そ
こ
ま
で
具
体
的
に
踏
み
込
め

な
い
。
そ
れ
は
実
習
園
に
よ
っ
て
違
う
か
ら
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
て
い
る
。
実
習
生

の
位
置
づ
け
も
色
々
な
学
生
が
い
る
か
ら
、
実
習
園
に
ご
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
と
い

う
側
面
も
あ
り
つ
つ
、
だ
け
れ
ど
も

(
3
50
) 実

習
園
か
ら
は
チ
ー
ム

の
一
員
と
し

て
と
い

う

あ
り
が
た
い
お
言
葉
が
あ
る

。
保
護
者
支
援
も
幅
が
あ
る
。
(
3
3
6
)
な
ん
と
い
っ
て
い
い
か

わ
か
ら
な
い
ほ
ど
の
対
話
の
不
足
と

(3
37
) 認

識
の
ズ
レ
が
あ
る
と

い
う
ふ
う
に
思
う
。
 

 
実
習
指
導
に
つ
い
て
時
間
軸
で
み
て
い
く
と
、

(
3
4
4
) 事

前
指
導
で

ど
の
よ

う
な
こ
と

を

し
て
い
る

の
か

と
い
う
こ
と
を

(
3
4
5)
養
成
校
と

実
習
園
で
共

有
す
る
機
会
と
し
て

オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

(
34
6)
訪
問
指

導
と
い
う
も
の
が
あ
り
、

(
34

7)
そ
こ

の
工
夫
で
何
ら
か
の
つ

な
が
り
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
事
前
指
導
に
つ
い
て
は
こ
の
よ
う
に
互
い

に

了
解
し
あ
え
る
機
会
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

(
34

8)
実
習
を
終
え
て
評
価
を
し

た
後
、
ど

う
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ

ク
が
、
今
の
実
習
体
系
の

中
で
は
課
題

と
し
て
残
っ
て
い
る

こ
と
を
あ
ら
た
め
感
じ
た
。
養
成
校
で
は
事
後
指
導
と
い
う
の
は
次

の
実
習
に
生
か
そ
う
と
い
う
ふ
う
に
前
向
き
に
考
え
て
い
る
け
れ
ど
も
、
実
習
園
の
先
生

方
は
あ
れ
ば
ど
う
な
っ
た
の
か
な
と
思
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
が
も
ち
ろ
ん
必
要
で
あ
っ
た
。
た
し
か
に
今
、
そ
れ
が
な
い
と
、
あ
ら
た
め
て
思
っ

た
。
 

 
(
3
5
6)
研
修
へ
の
期

待
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
語

ら
れ
た
が
、

(
35

7)
何
ら
か
の
形
で
同
じ
土

俵
で
最
低

(
3
5
8)
こ
れ

は
や
る
べ

き
こ
と
と
い
う

よ
う
な
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
を
確
認
し
合

え
る

場
が
本
当
に
今
必
要
な
こ
と
と
実
感
し
た

。
 

 
(
3
4
2)
保
護
者
支
援

も
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
こ

と
が
明
確
に
な
っ
た
。

(
34

3)
こ
れ
は
、
重

要
な
保
育
者
の
役
割
と
言
わ
れ
る
中
で
、
保
育
実
習

の
な
か
で
は
そ
れ
が
落
ち
て
い

る
、

十
分
に
吟
味
さ
れ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
も
っ
と
積
極
的
に
や
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
 

内
容
と
し
て
、
記

録
、
実
習
の
内
容
と
し
て
と
く
に
指
導
実
習
を
や
る
か
ど
う
か
、

(
3
49

)

実
習
生
が
保
育
中
ど
う
い
う
チ
ー
ム
の
一

員
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
か
、
実
習

生
が
自
分
の
実
習
と
し
て
何
を
語
る
か
、
こ
の
４
つ
に
関
し
て
認
識
の
ズ
レ
が
あ
り
な
が

ら
、
お
互
い
が
ち
ゃ
ん
と
し
た
い
と
思
っ
て
、
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の

4

つ
が
と
て
も
大
事
で
あ
る
と
思
う
。
 

最
後
に
、
今
日
、
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
、
学
生
が
発
信
す
る
場
と
い
う
も
の
を
実
習
先

で
も
養
成
校
で
も
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、
実
習
園
で
は
、
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
の
時
に
自
分
が
何
を
し
た
い
の
か
、
夢
を
語
り
な
さ
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
。
学
生
は
実
習
の
前
に

(
3
52
) 自

分
の
言
葉
で
自
分
の

実
習
を
こ
う

し
た
い

と
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有
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
意
味

で
は
、
（

33
5）
実

習
指
導
も
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
過
ぎ

る

の
は

よ
く

な
い

と
思
う

が
、

あ
る

程
度
押

さ
え

ら
れ

る
こ
と

は
共

有
し

な
き
ゃ

い
け

な

い
。
そ
こ
を
確
認
す
る
こ
と
で
結
果
と
し
て
、
効
果
と
い
う
言
い
方
が
い

い
か
分
か
ら
な

い
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
、
そ
う
い
う
皆
が
共
有
し
て
確

認
で
き
る
実
習
指
導
の
あ
り
方
と
い
う
か
、
具
体
的
な
内
容
と
い
う
も
の
は
必
要
だ
と
思

う
。
 

 

い
う

こ
と
を
語
る

こ
と
が
保
障

さ
れ
て
い
る
。
実
習
後
は
、

(
35
3)
聞
き
手
が
い

て
(
35

4)
学
生

が
自
ら
の
体
験
を
語
る
場
と
い
う
の
を
養

成
校
が

大
事
に
し
て
い
る
。
中
心
に
あ
る
の
は

学
生
で
あ
り
、

(
35

2)
実
習
の
前

に
学
生
が
自
分
の

言
葉
で

語
る
機
会
を
保

障
さ
れ
、

(
3
5
5)
終

わ
っ

た
後

に
き
っ

ち
り

と
語

っ
て

誰
か

に
伝

え
て

い
く

機
会

を
養
成
校

も
大
事

に
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
す
ご
く
う
れ
し
い
こ
と
だ
と
思
う
。
 

 

─ 305 ─




	研究報告書＿08資料01
	研究報告書＿09資料02

